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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──死のう。

　光が爛ただれた闇の中で、少女は遂ついに命を諦めた。額の左側は皮が剝げ、染しみ出でた血液が錆さび色いろの雫しずくとなって落ちていく。それを冷たく張った水面が受け止め波紋を生んだ。水は腰の高さに達し、全身を飲みこまんと上昇を続けている。冷気は、皮膚の温ぬくもりを侵し、骨の髄まで忍び寄り、体力を削そぎ、思考を舐なめとっていった。

　右手で抱えるものに目を落とす。鳥だ。片足は折れ、羽毛は乱れていた。瞼まぶたを閉ざした相棒は、力尽きて動く気配もない。

　左手で首にかかったソレを触る。それはラジオと呼ばれる娯楽用通信機だ。電源を入れると、スピーカーは不快なノイズ音を垂れ流す。

　先生の授業も、楽しい音楽も、何も聞こえない。

　少女はそっと目を閉じる。

　──死のう。

　大丈夫。あの子は強いし、頼もしい味方がついているから。

　自分がいなくても大丈夫。

　あの砂漠で生まれた時からこの身に縋すがりついていた命。それが冷酷の深しん淵えんを滑り落ちていく。




　三ヵ月前




　その日の夜、少女達を乗せた車はある場所へと向かっていた。

「胸板に、淡い願望、溶けていく」

　少女は指を「チョキ」の形にしてそのまま別の少女の目に突き入れる。

「[image: に゛]ゃああああああぁぁぁ!?」

　黒のセーラー服に身を包んだ少女カザクラは絶叫しながら目元を両手で押さえて蹲うずくまった。

「未熟」

「目はひきょう！　想像ぜっするダーティープレーにカザクラはしつぼうを禁じ得ない！」

　カザクラは青い瞳をうるうるさせ、うにゃうにゃ猫のように吠ほえた。

「全身アホみたいに硬いあんたに有効な手段をとったまでよ」

「こんなもん、女の子の攻撃にあらず」

　鉄拳ぶん回して輩やからどもをとっちめるお前が言うか、とフウはジト目になった。

「むしろ目潰しは非力な女子にも使える至高の攻撃手段。自分が持つ最上の武器を磨き上げて何が悪い」

「普通にドン引きですわ」

　流石さすがサイボーグというだけあってダメージそのものはゼロだった。カザクラはすぐに機嫌を取り戻して黒いシートの上に座り直す。

　今は明るく元気いっぱいだが、数ヵ月前までは代謝不良で死にかけていた上に独裁国家から追われる身でもあった。そんな彼女を救ったのが貧困層出身のフウで「オボ・ヨミ」なるサイボーグに命を狙われながらも、なんとか民主国家のアマクニまで逃れて今に至る。現在はカザクラの家族を探すためにこの国を東奔西走していた。

「ねえ、サミヤ、あとどれくらい？」

　運転席では白髪ショートカットの女性がハンドルを握っていた。光沢のあるレザーのジャケットが今日も胸元の辺りで大きく膨らみを描いている。羨ましい。

「目的地までは三〇分」

　ミラーに映ったサミヤの表情は、相変わらず面でも着けているかのように変化がない。初対面であれば怒っているようにすら見えるだろう。砂漠の国チオウの警察でありながらフウの味方に付いたサミヤは、今回も協力を買って出てくれた。不ぶ愛あい想そうだが、フウにとっては頼もしい仲間である。

「到着まで三〇分とな。これは、ながいですな兄上」

「文句いうな。　　兄上いうな」

　カザクラは何な故ぜかフウの事をお兄ちゃんと呼ぶ。フウは「何な故ぜか」と言うが、その中性的な見た目をいじっているのは明らかだった。

「この車内に閉じ込められて早一時間。なにかしらの持病が再発するよかん」

「お爺じいさんみたいなこと言わないの」

　などと、こなれた感じでボケを処理していった。

　会話が落ち着いた所で、フウの首にかかったラジオの電源を入れる。この娯楽用通信機はしばらく軍が預かっていて最近ようやく手元に戻って来た。かの独裁国家から逃げ出す原動力になったのがこのラジオで、物といえども彼女にとってはかけがえのない相棒である。

『今日、成じよう道どうホールにて強化手術の説明が行われます。今回は金銭面で不安を抱える方かた向けのセミナーですので、どんな方も奮ってご参加ください』

　ラジオが流しているのは地方局の番組の合間に挿入されるコマーシャルだ。

「ここにカザクラをサイボーグにした組織の情報が？」

「分からないけど、手掛かりくらいはあるんじゃないかしら」

「でも、なんで手術したひとに会わなくちゃいけないの？」

「だって、アンタ記憶喪失でしょ？」

「はずかしながら」

「サイボーグ手術をした会社なら個人情報持ってて当然じゃん」

「じゃん？」と少し考えた後目を見開いた。

「……じゃん！」

　どうやら理解したらしい。

　カザクラに搭載されているＯＳを詳しく調べると手術をした会社が明記されていないことに気付く。通常、サイボーグ手術を施す会社はＯＳや体のどこかに自社の情報を記載するのだが、彼女の機体にはそれが無い。

「高度な改造技術を有しながら、自社の痕跡を残さない。この特徴を持つのが『ウパニシャド』という組織らしいよ」

「そこに、袋とじ必至のあんなコトやこんなコトがほれ盛りだくさん、ってわけだね」

「ふ、ふくろとじ？」

　フウの知らない言葉だ。

「ま、まあとにかく、本当はもっと大々的に探したかったけど、あんたがサイボーグだってことは公表してないから、こっそり情報を集めるしかないの」

　アマクニにはサイボーグのことを快く思ってない人も一定数いるらしく、無用なトラブルを避けるための配慮だった。

「でも、このウパニシャドって表に情報が出てないんだよね」

「そう。だから、無線図書館にアクセスする必要があった」

　サミヤが呟つぶやくように答えた。

　無線図書館。世界のどこにでもあり、どこにもない実態不明の図書館である。この図書館の資料にアクセスするには「資料請求コード」というものを入手しなくてはならない。このコードをある周波数で発信すると、指定された座標に資料が届く……という一風変わった図書館だ。

　ウパニシャドの「資料請求コード」はオークションであっさり手に入ったが、中にはもっと入手困難なコードも存在するという。

「ねえサミヤ、無線図書館が寄越した資料にはなんて書かれていたんだっけ？」

「手に入れた資料によると、ウパニシャドは国外の組織で、改伝人種とサイボーグへの身しん体たい改造を行っているらしい。また、自社が改造したサイボーグや改伝人種を組織化している。アマクニ政府もサイボーグの医療事業の顧問に招いているから反社会的な組織ではない」

「つまり超人の武闘派集団、ってわけか」

「そして、資料にウパニシャドは低所得者向けに改造手術の講義を行っている、と記載されていた」

『今日、成じよう道どうホールにて強化手術の説明が行われます。低所得者向けの──』

　タイミングよくラジオが再びそのＣＭを流した。この成じよう道どうホールで行われる説明会の主催者がウパニシャドである可能性が高い。カザクラの手術を手掛けた彼等なら、記憶を失う前の彼女を知っているかもしれない。

「ねえ、サイボーグは分かるんだけど、改伝人種ってなんなの？」

「戦闘力の強化を目的とした人体改造技術、もしくはその手術を受けた人を指す言葉だと聞いている。チオウにもごく少数存在したみたいだけど、直接会ったことは無い」

　チオウにもいたのか。サミヤですら見たことがないのを考えると、サイボーグよりも数は少なそうだ。

「改伝人種を手っ取り早く見分ける方法とかあったりする？」

「彼らの多くは遺伝子改変によって体に人間離れした特徴が現れると聞く」

「「ネコミミとか？」」

「近い」

「「近いの!?」」

「動物的な特徴を持つ者は多いと聞く」

「お兄ちゃんネコミミとか似合いそう」

「本当？　なら、私も改伝人種になっちゃおうかな……」

　フウは顔を赤く染めて照れ笑いをする。いつぞや潜入捜査にコスプレじみたことをして以来、何かに目覚めかけているのは内緒だ。

「ちなみに手術費用はサイボーグの二倍。成功率は高くて二割らしい」

「あ、やめときます」




　アマクニは民主国家で南北に走る巨大な山脈が領土を二分している。フウが国外逃亡の末に辿たどり着ついたのが東側。そして今いるのは山脈の西側だ。

「もうそろそろ、この国を離れる時期だねぇ」

　フウに色々な知識を授けてくれた恩師たちは尊敬していたが、今はこの国を出たくて仕方なかった。

「何ゆえですか」

「だって、連日政治家やら企業やらが押しかけて来るんだよ？」

　友の為ために独裁国家から脱出し、命懸けで砂漠を渡った非力な少女。このドラマ性はアマクニ市民には相当ウケがいいらしく「ＣＭに使いたい」「テレビに出演してほしい」果ては「国籍を取ってウチの党から立候補しろ」と言い出す者まで現れた。

「毎日ホテルの前には変な人だかり出来るし、正直キツいかな」

「とか言いつつ、色んな人のめいしをちゃっかり貰もらってたよね」

「う……」

　鋭い。生きるために利用出来るモノはなんでも利用する、というサバイバル少女の悲しい性さがである。堂々とメディアに露出する事はなかったが、名義を貸したり、取材を受けたり、はたまた寄付金を受ける事で旅の資金を貯ためていた。

「カザクラはもうちょっと残りたかった」

「どうしてよ」

「ラジオに出るの楽しかった。また出たい」

　それに関してはフウも同じ意見だ。フウとカザクラはチオウにいた時に、アマクニの中波放送から教育番組を聴取していた。国外へ脱出してアマクニに辿たどり着ついた後、二人はその教育番組に呼ばれた。憧れの先生達の番組へのゲスト出演。それは、まるで夢のような時間だった。

「そしてゆくゆくはカザクラもパーソナリティーになって番組を持つのです」

　そこまで野心が膨張していたか。

「もうすぐ着く」

　サミヤの声が二人の雑談を切った。

　件くだんのホールは人ひと気けのない郊外にある、と聞いていたのだが大通りには飲食店が立ち並び道路も綺き麗れいに舗装されていた。都心ならいざ知らず、郊外ですらこの生活水準なのか。

「はやや、文明指数が音速でうなぎ登りですなぁ」

「国力の差ってこういう所に出るのね」

　故郷の国が好きか嫌いかで言えば嫌いだったが、悔しい気がしないでもない。

　サミヤは目的地から少し離れた時間貸駐車場に車を停とめた。

「じゃ行こうか」

　フウが歩き出すもカザクラは足を止めて突っ立っている。

「はいぇ～」

　その目は「スイートラボ」と書かれた店の看板を反射してキラキラと輝いていた。入口に立てかかった黒板には「期間限定、蔵出しケーキバイキング」の文言が。

「トレジャーハンターの熱き魂ソウルが感動的なギターソロを奏かなでておりまする」

「いつからお前の生業は宝探しになったんだ」

「あと五〇分で閉店……。お兄ちゃん、こんじょーのお願いを布告してもよかよか？」

　よかよか？

「何、あんたバイキングに行きたいの？」

　フウは一枚のお札を出した。

「お兄ちゃん、お願いだから……って、あれ？　よろしゅーおます？」

「チオウから脱出する時は滅め茶ちや苦く茶ちや頑張ったし、今はお金あるから、多少の我わが儘ままくらいなら」

　彼女が体を張って数々の難敵を退けてくれたおかげで自由を手に入れることができた。だから彼女の「武ぶ」に敬意を払っている。

　カザクラは両手でお札を受け取ると、王に謁見する外交大使のように深々と頭を下げた。

「このカザクラ、恐悦の極みにござい」

　さっきまで胸板をいじり倒していたのに、現金な奴やつである。

「サミヤ、先に私達だけで──」

　サミヤもまた、看板を見てぼうと突っ立っていた。

「私の魂もさながらトレジャーハンターの如ごとく」

「お前ら……」

　フウはもう一枚、お札を取り出した。

「ピピピッ」

　肩に留まっていたオオブンチョウのアサがサミヤの肩に飛び移る。

「ピルルルルルル」

　と看板を見て嬉うれしそうに鳴いた。

　まさかアきサみにまでフラれるなんて、と軽く凹へこむフウだった。




「私もケーキ食べたかったな」などと愚痴をこぼしながら、フウは一人ホールを見上げた。説明会の為ために貸し切られたコンサートホールの第一印象は「思っていたほど大きくない」だった。この国で見かけた「学校」を一回り大きくしたような建物で、天井は丸みを帯びたドーム型。その周辺で小ざっぱりとした樹木が風に揺れている。

　入口には看板の一つもかかっていないのだが、ぽつぽつと人が入っていくのが見えるので恐らくここが会場で間違いない。

　中に入ると赤い絨じゆう毯たんの敷かれたエントランスが来場者を歓迎した。名簿録に「サクマ・フウ」と名前を記入してエントランスの階段を上る。フウが足を止めたのは、ホールへ至る扉の前だった。

（……防音仕様の扉ってこんな感じなんだ）

　金色の取っ手を引っ張ってみたが扉は重くてなかなか開かない。

「んしょ」

　それなりの力を込めると、ようやく開いてくれた。

（もう一個あるのか）

　ドアは音を漏らさぬための工夫か二重構造になっている。面倒だな、などと思いながら扉を開けてホールの中に入った。ずらりと並んだ座席が、奥のステージに向かって傾斜を作っている。

　場内はほぼ満席で、客層は男が八割、女性が二割くらいの比率だった。服装を見るにそこらの一般市民よりもややアウトローよりである。フウは最後方の立見席から手すりに寄りかかって説明を待った。

　しばらく待つと予定の時間よりもやや早く、スタッフと思おぼしき男が現れて会場にいる人間を数えていく。そして舞台袖に向かって「足りてまーす」と声をかけた。

「なんだろ、すごく嫌な予感がする」

　フウは普通の人間よりも感受性が強い。だから相手の繊細な表情を読み取ったり、危機を察知したりする能力に秀ひいでていた。「嫌な予感がする」とはその危機感知能力が働いたことを意味する。果たしてその嫌な予感は当たっていた。背後で鍵の閉まる音がしたのだ。

「え、ちょ、」

　慌ててドアの取っ手を引っ張るも、扉は金具で固定されたかのように動かない。

　直感が告げる。これは何かしらの罠わなだと。

　だが、仮にこれが罠わなだとして、何が目的なのだろう。ここに集った人々は低所得者で、改造手術に興味のある連中だ。この層をターゲットにする意味とは一体。

　直後、さらなる混乱がフウを襲う。

　ぼと。

　粘り気を帯びた音。ステージ上に何かが落ちてきた。

（臓物だ。恐らくは牛のような大型哺乳類の）

　ぼと、ぼと、と次から次へと内臓が積み重なり、腐臭を放つ醜悪な山となる。

　その山の上に赤いリボンの付いたダイナマイトが落ちてきた。表面は桃色に着色され、赤いハートの模様がプリントされている。

　導火線が尽きると轟ごう音おんと共に内臓が爆散、桃色の肉片が客席に降り注いで絹を裂いたような悲鳴が上がった。

　フウは爆心地に視線を射いて唾を吞のむ。そこに立っていたのは小柄な女だった。女は赤いブーツでステップを踏み踏み上体傾かしがせ、はい決めポーズ。




「ハロー、人権足りてる？」




　金属のように艶つややかで弾力のある紫色のツインテール。大きさの比率はアンバランスで左側の髪は生活に支障が出るレベルで大きく、膨らみのある螺ら旋せんを描いて腰の辺りに尾を垂らしていた。肉付きはやや良く、肌はみずみずしくて健康的。ホットパンツに肩が露出したシャツ、その上にジャケットを羽織っていた。

　右みぎ眼めには「虚うつろ」の文字が描かれたコンタクト。目尻は鋭くつり上がり、悪鬼百霊の眼まな差ざしで一同を睥へい睨げいする。

「あやや、みんな元気ないね？　思考回路ぶち壊れちゃった？

　私はリリ。リリ・陽よう天てん。親しみこめてー、リリちゃんて呼んでくれると嬉うれしいな☆」

　数々の危機に遭遇してきたフウですら展開についていくのがやっとだ。他の人間は目の前の出来事を啞あ然ぜんと傍観することしかできない。

「絶賛腑ふ抜ぬけ化してるところ悪いけど、今から皆の処遇について説明しちゃうよ！」

　グロスで光沢を張った唇に指を当て、視線を明後日あさつての方向に逸そらして今世紀最大のブリッ子を炸さく裂れつさせた。

「あのね、あのね、リリちゃんはね～、なんとぉ？　貧乏人の皆を奴隷にしたいと思ってます！　……奴隷の意味は流石さすがに分かるよね？」

　場内がざわつきだした。ようやくこの異常事態に脳が追いついたらしい。

「リリちゃん、後あと射だ精しが嫌いだからぁ、先に忠告しておくね」

　ポップな雰囲気が霧消して砂漠の夜のように冷酷な視線が放たれた。

「抵抗したら殺す」

　その場にいた何人かは実行力に乏しい脅迫だと思ったかもしれない。だが、フウには分かる。

　コイツは本気だ。しかも、それ相応の抑止力を持っている。

　果たして、その抑止力がいつの間にかリリの背後に立っていた。

（なんだあいつ、二メートルは優にある）

　その佇たたずまいにフウは目を見張る。すらりと長き体を包むは黒く短い袖の衣シヤツに同色たる厚手の履ジー物パンだ。頭部には獅し子しの白はく鬣りようが威風旺盛、燃え上がる。前髪の後ろからは白一色の双そう眸ぼうが得体の知れない威を湛たたえていた。九尺に届こうかという一見細長の肉体、篤とくと瞠どう目もくすれば硬質の筋肉を骨格に搭載している。その容姿と全身から拡散する迫力の波は濤とうは見る者を恐怖という名の足あし枷かせで拘束した。

　今までフウは、カザクラよ早く来い、と願っていた。

　その願いは今この時点で反転し「カザクラ、来るな」という切望に変わる。死の砂漠で十数年の時を費やし研いできた生存本能。そいつが、この男を忌避せよと叫んで止やまない。

「おいおいおい、随分とご機嫌な講釈じゃねえか」

　客席から男が五人、壇上に足を踏み入れた。彼等の右手に黒光る拳銃が握られている。犯罪組織の構成員だろうか。この手の鉄砲玉は恐怖を感じる回路が吹っ飛んでいる事が多く、何をしでかすか分からない。

「組の人間に殺すと言ったんだ。心臓の学級閉鎖を強いられても文句は言えねえよな？」

　リリは肩を竦すくめ、嘲笑で男達の殺意を受け止める。

「勘弁してくれよ。アタシの心臓は生まれてこのかた皆勤賞なんだ」

　人差し指を客席に向けて振った。

「死にたくないなら銃を下ろしてケツでシートにキスしてな。三さん途ずの川かわに往復便はないんだぜ」

　言いながらもその顔は邪悪に微ほほ笑えんでいた。まるで、抵抗するのを望んでいるかのように。男達は拳銃のスライドを引いて銃口を向ける。

「御忠告どうも、お嬢さん。ついでに先に逝いって買っておいてくれ。三さん途ずの川かわの片道切符をな！」

　銃声が観衆の頭上を渡り、皆が肩を竦すくませる。

「鉛弾とはずいぶんと洒しや落れの効いた土産じゃねえか。コイツは何かお返ししねえとな」

　狂笑の女は一歩も動じず邪よこしまを口辺に乗せていた。

（無傷？　一体何が起きた？）

　フウは大上段に掲げられた大男の右脚に目を見張った。まさか、あの男が銃弾を蹴けり捌さばいたのか？

「発車オーライ、地獄の団体旅行にロクデナシをご招待だ」

　大男は重心をやや後ろにずらし、ふぅ、と息を吐いた。

「屍しかばねを晒さらせ、ゴミ共」

　転瞬、漆黒の風が走った。錯覚かと思ったのも束の間、男の体が四つ消えていた。一連のやりとりを啞あ然ぜんと見ていた女性の額にぽたりと赤い液体が落ちる。女性は一体何かと頭上を仰ぎ、裂れつ帛ぱくの悲鳴を上げた。天井にへばりついていたのは果実のように潰れた、人だったものだ。

　どんな手品を使った？　まさか、蹴られてああなったと言うのか？

「やだぁ、リリちゃん目の前で人死に出ちゃって涙がほろほろウルルンルン♪」

　再びブリっ子を炸さく裂れつさせつつ両手で口元を隠して目を潤ませる。その前には一人、人間果実の難を逃れた男が足を折られた状態で跪ひざまずいていた。

「最後の一人はぁ、リリちゃんのお楽しみ」

　腰のホルスターから拳銃を抜いて男の額に当てる。

「た、助け──」

「ありゃりゃ、人に銃口向けといて命乞いはおかしくない？」

　返答らしい返答はない。男は「助けてくれ」と助命を嘆願するばかりだ。それをまるで映画でも見るように楽し気な表情で見下ろしていた。

「リリちゃんの十秒クッキング～！　材料は鉛の入った拳銃リボルバーとぉ、屑くずの人体です。先まずは撃ハン鉄マーを起こして、引き金に指をかけます。そして引き金を引くとぉ？」

　銃声と同時に男の後頭部が脳髄と鮮血をぶちまけた。

「無法地帯の完成だ」

　もう一度胸元を撃つと、心臓のから吹いた返り血がリリの顔を真紅に染め上げる。口元の血ち糊のりを舐なめとり、箍たがの外れた笑い声を漏らした。

「いいか貧乏人ども！　アタシの庭じゃ納税者に人権はねえ！　死ぬまでアタシの奴隷として資か本ねを産み続けろ！

　魂を殺して、

　道徳を殺して、

　尊厳を殺して、

　死ぬまで働く蟻ありとなれぇ！
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　そして絶命の際にゴトクテンの名を唱えて果てるがいい！」

　リリは下げ卑びた笑いを爆発させた。まるで悪魔の魂が人の体に宿ったような振る舞いに、誰もが肩を竦すくめて戦慄する。だが、たった一人、フウだけは全ての感情を殺して彼女の仕草、癖、言動を観察していた。

　かくして、名前も分からぬ組織に手錠をかけられ、物資搬入口から黒い護送車に乗せられ誘拐される。苦痛と悲嘆に彩いろどられた、心と現実の血ち腥なまぐさい戦いが幕を開けたのだった。

　この集団誘拐事件が公になるのは事件発生より一年も経たってからのこと。現場の捜査に当たった警察から報道に至るどこかの過程で、この事件は無かった事にされた。




　車内の窓は一筋の光も漏らさぬ黒塗りで、後部荷台と運転席は完全に遮断されている。ここには二人掛けのクロスシートと、簡易トイレがあるだけだ。

　車で走っている時間は途方もなく長い。フウの体内時計によれば丸二日は経過している。これ程の時間、狭くて暗い空間に四八時間も座っていると気が狂いそうになった。

　己の精神の瀬せ戸と際ぎわと向き合っているとようやく車が停とまる。

「出ろ」

　後方の扉が開かれる。見上げた曇り空は褪あせた血のような色をしていた。周囲を見渡すと床の石畳が、円を描くように取り囲む鉄の壁まで延々と続いている。

　そんな、だだっ広い敷しき地ちの中央に鎮座する黒一色の摩天楼。

　悪質な薄気味を纏まとう漆黒の魔城は、喉から声が出なくなる迄まで、恐怖心を愛あい撫ぶする。連れてこられた人々は亡もう者じやの死に心地を胸に抱いたまま列を成して行進した。

　奴隷養殖監獄──ゴトクテン──

　それがフウに与えられた新たな世界である。




　拘束者達が知らされていた事実はたった一つ。それは「自分達が死ぬまで働かされる」ということ。

　フウが所持していたラジオは案の定没収された。全裸で消毒液のシャワーを浴びせられ、そのまま身体検査、血液検査、遺伝子検査などを受けた後、フウは地下の施設に連れていかれた。そこは病院を思わせるような白の内装で、意外にも清潔感がある。殺菌処理がされた私服を渡され、来た時の姿で独房に放り込まれた。

「個室か……」

　二畳程の狭い部屋に、棺かん桶おけ並みのスペースしかないベッドと小さな便器がある。

　職員曰いわく「労働は明日の七時からで、それまでは寝ていろ」とのこと。一週間後に「選別」という儀式があり、そこで労働者は別々のグループに分けられるらしい。

　部屋に入って間もなく、フウはベッドに身を投げ出してそこに顔を埋うずめた。

（完全にやらかした）

　彼女はやることがなくなってから落ち込むタイプの人間である。

「私のミスだ。アホ過ぎる」

　油断した理由は二つ。

　一つはアマクニでこんな大胆な誘拐事件は起きないと思っていた事。

（もう一つは……）

　シーツの中で大きな溜ため息いきをもらす。

（ラジオの情報を信じきっていたから）




　そもそも、ここが何ど処こなのかという疑問が省せい察さつの前に横たわる。場所の手がかりは一つ。それは、フウを乗せた車が途中から殆ほとんど直進していたということ。

「外の様子は分からなかったけど、舗装された道路を延々と同じ方向に走っている。そんな乗り心地だった」

　車はそれなりの速度で丸二日走っていた、そう考えるとかなり遠い場所まで連れてこられた事になる。だとすれば、サミヤとカザクラが助けに来るには相当な時間を要する、と考えたほうがいいだろう。

　フウは出来得るだけ考えを整理し、やがてまどろみに引きずり込まれて眠りに落ちた。




　ゴトクテンの生活は単調だ。

　朝決まった時間に起床し、基板のネジはめ等の簡単な労働を終えて就寝する。ご飯は三食は出るし、一日の初めには給料を与えられて休憩時間に売店で買い物をする事ができた。それは不気味なほどの好待遇で、他の人間もあからさまに警戒する素振りを見せている。

　この生活で最も奇妙だったのは、至る所でリリに対する批判的な言葉を聞いたことだ。

「奴やつのような金持ちは皆心が荒すさんでいる」「金を持ったからあんな屑くずになったんだ」「人間、金に目が眩くらんだら終わりだな」

　胸の内で不満を抱くのだけであればまだ分かるが、彼等は堂々とこのような事を口に出す。リリが支配する施設でこうした発言が許されているのは首を傾かしげざるを得ない。

　最初は粛清を警戒していた労働者たちも、だんだんとその論調に乗っかっていき、いつしか「富裕層はすべからく悪」という主張が幅を利きかすようになった。

　そんな金持ちへの嫉妬が渦巻く中、「選別の儀」がやってくる。

　労働者の前に現れたのは「大乗天」と呼ばれる、上下白の簡素な服装をしたスキンヘッドの男だった。大乗天は労働者たちを高潔な上層と、劣悪の最下層に選別していった。

　リリを批判していた金持ち嫌い組は「卑いやしき欲を滅した無む穢えの者」とされ上層へ。

　それ以外のごく少数の者は最下層へと落とされる。フウも大乗天の前に立たされて「この者は欲望が魂の奥底まで根を張っておる。救い難がたし。嗚呼ああ救い難がたし！」と最下層行きを宣告された。

　そのあと上層組は看守の指示に従い、大乗天と共に別のエリアへと移動する。彼等の殆ほとんどは、去り際に見下すような視線を置き土産にしていった。

「貴様らはこちらに来い」

　最下層組は看守に連れられ、別の出口から暗い通路を歩かされる。通路の天井はガラス張りになっていて、上層に行った連中の靴底が見えた。

　彼らはすぐに自分の真下にいたフウ達を見つけ、蔑むような視線で笑う。そして誇らしげに胸を張り、大乗天の後を付いていく。

　何とも言えぬ屈辱感を味わった後、下層組は全面コンクリートの部屋に連れてこられた。

（うお、これはヤバイなぁ）

　窓のない密室。拷問部屋か。フウは体を緊張させつつも冷静さを保っていた。連れてこられた者の中にはストレスに耐えきれず嘔おう吐としてしまう者もいる。

「今から貴様らにはこれを腕にはめてもらう」

　渡されたのは黒い金属で出来た腕輪だ。当然抵抗するわけにもいかないので言われるがまま装着する。直後、表面の噴気孔から空気が抜け、手首が強く締め付けらた。

「この腕輪を無理に外そうとすれば血管に猛毒が注入される。決められたエリアの外に出ても問答無用で死体になる」

　どうやら下層労働者達を統制する為ための装具らしい。

「最下層でも行動は自由だ。だが時間は守れ。北側の壁面に労働者の独房マンションがある。夜の九時までに自室へ戻らなければ腕輪が作動するから注意しろ。食料の配給は朝のみ！　昼夜も胃袋を満たしたければ自分で稼ぎ口を探せ。生業が見当たらないなら、技術教習所に行って免許を取るがいい」

（拷問はしないのかな？）

　何も分からないまま、フウ達は「ようこそ」と書かれた鉄の扉の前まで歩かされた。

「ここが貴様らの新たなる苗なわ床しろだ！」

　門もん扉ぴに並んだ錠が銃声のような音を立てて次々に外れていく。扉は湿気を含んだ空気を嘔おう吐としながら、重々しく二つに割れた。

　──そこはもう監獄ではなかった。

　広大な地下空間に立ち並ぶ建築物。作った者の精神状態を疑う醜悪な物体は、捻ひねくれた樹木のように絡からまり合って密集し歪いびつな森を成していた。建物の表面を無数の通水管が蔦つたのように巡り、生理的な嫌けん悪おを増幅させる。方々で蒸気が噴き出し、動力装置の歯車が回る音が聞こえてきた。西の壁面には並んだ幾つもの換気扇が威圧的な不協和音を響かせ、淀よどんだ空気を流動させている。回転翼は油と黒くろ黴かびに曇り、通気口には酸化した血ち糊のりが脱走者に声なき警告を発していた。

　東側壁面の天井近くには横長の窓があって、上層組と思われる人が食事をしながらこちらを見下ろしている。彼等はあそこから下々の生活を眺めて悦に浸るのであろう。

「ゴトクテン密集地下都市」……上階層の優越のために侮蔑を背負わされた者が住う閉塞空間。それが、下層労働者に与えられた小さな世界。

　この居住空間の光源は天井の人メタ工ルハ太ライ陽ドラ光ンプが主で、地上は古臭いガス灯が中ちゆう途と半はん端ぱに並んでいるだけだ。それゆえ大通りから離れれば今が何時なのかもわからない程暗い。暗あん澹たんを練り歩く人々は誰も彼も荒すさんだ目つきをしていた。

　この異様に圧倒される新人労働者達。そんな彼らを置き去りにするように、フウはその場をはなれた。

　振り返れば一人の男が棍こん棒ぼうでぶん殴られている。

「や、やめろおおおおぉ」

　悲鳴をあげても手を差しのべる者はおらず、身に着けていた衣服を引っぺがされていた。

　ごめん。とフウは心で謝り人影のない暗がりに逃げ込んだ。嗅覚と勘を頼りに臭気のする方へと進んでいく。総身に刻まれた管轄区民としての本能が彼女を生へと独歩させた。

「見つけた」

　目の前には山積みにされたゴミがある。恐らく正規のゴミ捨て場ではなく、ここの住人が物を捨てる内に自然とゴミの置き場所となったのだろう。フウはそこから折れた鉄のパイプと錆さびたナイフを探し当てた。限りなく不衛生だが自衛手段を持たないよりはマシだ。

　その後は周囲に気を配りながら大通りを目指した。最下層を十字に仕切る大通りには小銃で武装した看守の姿がある。看守、というよりは最も早はや軍人とでも呼ぶべきか。彼等の眼めの届く場所では、大胆な追いはぎもないようだ。

　大通りには巨大な掲示板が設置されていて、薄茶色に汚れた求人票が張りつけられていた。紙面には職種、作業場所、労働時間、そして日給が汚い字で殴り書きされている。

「えっと、ボイラー技師、三五〇〇禄ろく、配線工事四〇〇〇禄ろく、配送整備二四〇〇禄ろく、小売販売系は一律五〇〇禄ろく、調理一〇〇〇禄ろく……技術系は給料高いね」

　というかこの狭い空間でこんな経済活動が成り立っているのか。信じがたい話だ。

　そしてとある求人票に目が留まった。

「これなら、私にも出来るかも」




　フウは「三号館」と呼ばれるビルの一階に足を運ぶ。塗装の剝げた扉を開けて中に入ると、身も縮こまるような冷気に乗せて血の臭いが鼻び腔こうに通った。

（ここの管理者は何ど処こだろう）

　老い先短い蛍光灯が点滅し、天井から吊つり下さがった哺乳類が薄い闇に瞬またたいた。頭と胴体は牛だが、足は八本ある。大きさは牛よりも一回り小さいくらいだろうか。

「足が八本もあると、一気に虫っぽく見えるな」

　既に血は抜かれ、虚うつろな目で何かを訴えかけるようにこと切れている。壁や床のタイルには赤黒い液体がこびりつき、室内を横切る溝を粘っこい血液が這はっていた。流し台の横には長いホースがとぐろを巻き、並んだ籠には腸や肉が詰まっている。

　フウは薄く漂う臭気に鼻をひくつかせ、奥へ奥へと進んでいった。

　吊つり下さがった八本脚の牛の前で、堅太りした大男がこちらに背を向けている。年齢に色素を奪われた頭髪は灰色で、針金のように捻ひねくれていた。

「かあちゃんの、背中で泣いた、赤子が泣いた、垂たら乳ち根ねいらぬ金をくれ、ヨイ」

　酒焼けした声に合わせて右手の大おお鉈なたを獣の亡なき骸がらに振り下ろす。ぼとりと頭が床に落ちた。

「頭オトシタ！　カクニン！　手て際ぎわイイネ！　タマンネー！」

　表面に血がこびりついた多脚無人機が蟹かにのようなアームで頭を摑つかんでどこかへ運んで行った。

「ん？」

　男は顔を上げ、鈍重な動きでぬぅと振り返る。その分厚くたるんだ瞼まぶたの奥に朧おぼろげな眼光が灯ともった。威圧感は凄すごいが、不思議と敵意めいたものは感じない。それでも、フウはいつでも逃げられるよう心を構えつつ、口を開く。

「あの、ここの求人を見て来たんですが」

「往いね。ここは蜘く蛛も牛うしの加工場。シャバ臭くせえガキが小遣い稼ぎに来る場所じゃねえ」

　あの家畜は蜘く蛛も牛というのか。そのまんまである。

「動物を解体した経験はあります。ここで働かせてください」

　屈託のない眼まな差ざしを向けると、相手は黙然とそれを受け止める。

　暫しばらく経たって樹皮のように固くなった手が、肉剝ぎ用のナイフを差し出した。

「……舌先じゃ精肉は務まらん。コイツがお前の履歴書だ」

　フウは手を洗い、ナイフを受け取ってから作業台の前に立つ。どん、と置かれたのは皮が剝がれ、既に背中を割られた肉の塊だった。

「内臓を落とせ」

　使用する用具は八種類。それを経験と勘でなんとなく使いこなして腹を開け、悪戦苦闘しながら内臓を落としていく。大男は一升瓶の酒を喉に流し込みつつその様子を観察していた。

　フウは肉と骨だけの姿にして、ナイフを作業台の上に置いた。額に浮かんだ大粒の汗を拭って顔を上げる。

「できました」

　男は一升瓶を床に置き、のっそのっそと作業台まで歩いてくる。解体された蜘く蛛も牛うしを数秒観察した後、背を向けた。

　血ち腥なまぐさいシャツに包まれた背中が吊つられた蜘く蛛も牛うしの間に見えなくなる。蛍光灯に点滅する死体の合間から嗄しわがれた声が聞こえた。

「さっさと来い。機材の使い方を教えてやる」

　どうやら入社試験に合格したらしい。

　用具の説明や吊つり下さげ器具の使い方、肉の仕入れ方法などを聞いた後、親爺おやじお手製の昼食が振る舞われた。高温の油で揚げた蜘く蛛も牛うしの腸を赤あか味み噌そと一緒に煮込んで卵を溶く。その煮汁を

「コメ」と呼ばれる穀物を加工した白い粒状の食品にかけた。油で揚げた腸は、煮込んでもカリカリとした食感が残っていて、嚙かむと牛の旨うま味みがじわりと口の中に広がっていく。その濃厚な旨うま味みと味み噌その塩味が「コメ」と抜群に合っていた。

「美味っ」

　お肉大好き教の教祖を満足させるには十分な美味さである。親爺おやじは夢中で飯をがっつくフウを無の表情で見ているだけだった。……悪人ではなく、職人のような雰囲気がある。

　昼食の後は本格的に蜘く蛛も牛うしの解体作業となる。先まずはビル内の畜舎に連れてこられた蜘く蛛も牛うしの眉間に二十二口径のショックガンを打ちこんで気絶させる。その後眉間に出来た穴に細長い棒を差し込んで、神経を破壊した。親爺おやじがナイフで素早く放血を済ませ、機械労働者がフックで逆さづりにする。親爺おやじのナイフは目にも留まらぬ速さで牛の頭を落とし、あっという間に皮を剝いだ。蜘く蛛も牛うしは足が八本もあるので皮剝ぎは難しい筈はずなのだが、全く苦にしていないようだった。その後は、親爺おやじの手を借り乍ながらフウが内臓をおろしていく。内臓はまだ温かく、トレイに載せた肝臓は湯気が立っていた。この時、別の機械労働者が臓器の検査をしてから、フウが洗い場で内臓を洗う。

　内臓を失った牛の背は親爺おやじが真っ二つに割る。これは、「背引き」という作業工程で、青白い刃の電動ナイフを使って綺き麗れいに両断した。

（断面が綺き麗れいだ。それに手て際ぎわも素晴らしい）

　この男、今までフウが見て来たどんな業者よりも腕がいい。曲がりなりにも獣の解体の経験があるフウは、素直に親爺おやじを凄いと思った。

　内臓や肉は一時冷蔵室で保存され、午後の四時になるとゴトクテンの職員が引き取りに来る。こうして苦労して解体した肉は大人の錬金術で金に変わった。

　最後は清掃の時間でホースでタイルの血を洗い流し、蜘く蛛も牛うしを引ひき搔かけるフックの水分をふき取って可動部に油を注さす。「キョウハシゴトオワリカー、マジカー」などと小うるさい機械労働者を別の職員に引き渡し、親爺おやじと一緒にナイフや、骨から肉を削そぐピックを砥と石いしで研いでようやく仕事は終わった。

　午後六時、フウはここで初めての賃金を貰もらった。五枚の一〇〇〇禄ろく札で、四枚はポケットに、一枚は何かあった時のため靴の中敷きの下に忍ばせておく。

　初任給で購入したのは、紡績工場の下で売られていたズボンとシャツだ。それを抱きかかえ、急いで独房マンションへと向かった。金属は持ち込めないので、労働者用のロッカーにナイフと鉄パイプを預け、金属探知機が設置されたゲートを潜って中に入る。独房マンションは性別ごとに棟が分かれているが、夜の十時までは自由に行き来が可能だ。男性棟に向かい、裸で蹲うずくまる労働者ルーキーの部屋の前に衣服を置いてノックをしてから足早に立ち去った。その後は女子棟の共同浴場で体を洗ってから就寝である。独房はベッド二つ分ほどの広さで、排水溝から漂うカビ臭さが気になって仕方がない。

　最下層全体に漂う、むせかえるような悪臭はフウの故郷にも存在したが、この異様な閉塞感は初めてだった。とにかく、何から何までここは狭いのだ。

　しかし、いよいよこの施設の目的が分からなくなってきた。

　この階層は何のためにあるのだろう。殺す訳でもなく、ただ働かせる。囚人のように身柄を拘束するだけなら、こんなことをする必要はない。

　そもそもあのリリという人物はどういう人間なのだ。

　答えの無いまま疑問だけが積もっていく。




　三日が経たつとそれなりに施設内での立ち位置も固まってくる。労働者の中でもぶっちぎりで若いフウは女子棟のリーダー格に目をつけられたが、上う手まく説得して難を逃れた。他にも精肉屋の親爺おやじがそれなりに地位の高いことを利用して、どうにか「普通に歩いていても襲われない身分」にまでこぎつける。

　昼食時、牛の踵アキ肉レスを煮込んだスープを食べながら親爺おやじに聞いてみた。

「ここってどういう施設なんですか？」

　十秒程経たって、スープを掬すくう匙さじが止まった。

「……なんでそんなことを聞く」

「自分が一体何のために働いているのか、知りたくて」

　また十秒の沈黙の後、粘っこい舌打ちが室内に響く。

「二つだ。一つはここで生産した商品を外国に売っている。もう一つは優秀な労働者を上で雇ってる」

「上で雇ってる？」

「リリ・陽よう天てんはああ見えて人材発掘のプロだ。使える奴やつは自分の駒にする。使えねえ人間は奴隷。救えねえのは捨て駒か鉄砲玉だ」

「そのために、多くの人間を拉致しているんですか」

「そう望まれてるからな」

　望まれてる？　誰に？

「ウパニシャドって組織が関係してたりしないですか？」

「俺が知るか」

　とぶっきらぼうに言い放つ。

「あ、あの、拉致した労働者から奪った物がどうなるかも知らないですか？」

　親爺おやじは何も言葉を出さず空になった食器を流し台に運ぶ。大きな背中が「同じことを二度言わせるな」と言っていた。

「出来ればリリのことについてだけでも」

　これ以上は怒られそうだったが構わず食い下がる。その食器を洗う音にしゃがれた声が混じる。

「あのリリって女め郎ろうは、俺がここに来た時から奴隷業で金を稼いでいた。近頃は伸びしろのある会社や需要のある事業に投資してるって話も聞く」

　需要、投資。

「け、結構経済に詳しいんですね」

「馬鹿言うな。これくらいの知識、そのへんのクソガキでも知ってる」

　う、とフウは言葉に詰まった。そのまま机に置かれた肉のスープに視線を落とす。

「ちゃんと食べて飲め。塩分取らねえと脱水症状になるからな」




　つまり、最下層は、強制的に労働させられる収容所というよりは、自分で仕事を探し出して商品を生産する町のようなものだ。このままここで老後を過ごす気はもちろん無いので脱出する方法を本格的に考えるようになった。

　起床時間の六時になると、労働者達がぞろぞろと独房から出てきて共同洗面所で顔を洗う。

　洗面所には人だかりができていたので先に朝食を取りに配給所へ向かい、穀物を固めた「菜パン」とチョコレートを手に入れた。これがまあまあのボリュームで合計八〇〇キロカロリーにもなるらしい。

　チョコレートは全て食べ、パンは半分ポケットにしまい込んで独房マンションを出た。

（救助が期待できなければ自力でここから出なくちゃならない）

　とはいえ、出口らしい出口は南の物資搬入口しかない。もちろん銃を持った職員が絶えず警備をしているし、清掃車や運搬車も出入りの際に厳重な検査をされる。フウがここに来てから二日目に清掃車のゴミに紛れて脱走しようとした男がいた。その脱走者はあっさりと捕まり、独房マンション集会場のモニターで他の労働者に見守られながら「解体」された。

『リリちゃんのォ、人間パズルゥ！』

　という、やけに能天気なタイトルコールが実に狂気的である。

　そんなわけで馬鹿正直に南から出るのは難しい。となれば西の大換気扇を突破する選択肢もあるが、その前に張られた金網を切断しようとすれば一瞬でバレるし、首尾よく金網を破壊できても換気扇が脱走者を挽ひき肉にくにするだろう。

　精肉屋の親爺おやじ曰いわく、それをも潜くぐり抜ぬけた猛も者さがいたそうだが、翌日ソイツの「人間パズル」が放送されたらしい。恐らくはその先にもまだ厳重なセキュリティが敷かれている。

　つまるところ独力でここを出るのはほぼ無理だ。ならば協力者がいればいいのだが、それも難しい。

『こんばんは。こんにちは。止まってください』

　声をかけられてフウは振り向いた。そこには八つの足と半球状の頭を持った自立無人機がいた。大きさは丁度犬くらいだ。

『身体検査を行います』

　ドーム型の頭が赤く光ったかと思うと、放射状の光線がフウの体を走査する。

『異常なし。よい労働を』

　こうして監視ロボットはどこかへと去っていった。最下層内に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする監視ロボットと、どこにあるかも分からない監視カメラに労働者は見張られ、不穏な素振りがあればすぐさま尋問室に連行される。なので、軽々しく誰かに協力をもちかけることは不可能だ。

（でも、必ずどこかにセキュリティーホールはある筈はず）

　大通りに出ると薬品じみた刺激臭が鼻をつく。

　昨夜は除菌清掃の日で、疫病防止の観点から殺さつ鼠そ剤ざいと殺虫剤が撒まかれていた。

「ん？」

　道路に何かが落ちている。近寄ってみると、茶色い羽を持つ昆虫が腹を上に向けて果てていた。すばしっこくて繁殖力が強いこの節足動物は、都市部では不潔の象徴として嫌われている。カザクラも例外ではなくフウがコイツを焼いてアレした時は「なんでえぇ!?」と絶叫していた。

（自分は生でサソリ食べてたくせにさ……）

　フウは早足で最下層をくまなく歩き、昆虫の死骸を探してその箇所を頭の中に記す。一度職場に戻って解体業を済ませた後、昼の清掃が終わったのを見計らい再び外に出てとっておいたパンを食べ歩いた。

（この辺、かな）

　何食わぬ顔で地面に食べかすを落とし、それを靴底で踏みにじる。食べかすが路面にこびりついたのを確認してから別の場所で同じことを行った。

　翌朝、食べかすを落とした場所を次々に回る。すると、一か所だけ食べかすが減っている所があった。

　それは第二ビルの近くで、最下層の中心にほどなく近い。

（この辺か。てことは……）

　次にフウはビル表面の通水パイプに目を向けた。第二ビルの錆さびたパイプは地表近くで切断されている。代わりに新しく設置されたと見られるパイプが地上を走る巨大なパイプに接続されていた。

　古いパイプはどこに繫つながっていたのか。路上で死んでいた昆虫は何ど処こから来たのか。

（チオウだと、この黒い昆虫はドブによくいた。てことは）

　この下には、使われていない水路がある？

　だとすればその入口はパンの残骸が減っていた第二ビルの近くだ。恐らく食べかすが減ったのはゴキブリが食べたからだと思われる。

　では、入口の上にあるアスファルトをどうやって監視に気付かれず破壊するか。アスファルトは劣化していて、よく見ると小さな亀裂が走っている。恐らく長い間改修工事はされていないのだろう。

（そらそうか。舗装されたのが最近のことなら、誰かが下水道の存在を知ってる筈はずだもんね）

　路側帯との高低差から推測するに、アスファルトはそれほど分厚くはない。よって破壊そのものは難しくないと思われる。ただ、どうやって監視の目を潜るのか、どこから道具を調達するのか等、問題は山積みだ。独房で一人、眠ったフリをして夜遅くまで脱走する方法を考えていた。その時である。どこかで大きな破裂音がした。

「なんだなんだ？」

　独房マンションがあわただしくなる。破裂音の次に聞こえてきたのは水が勢いよく噴き出る音だ。当然労働者達に外を確認する術はないので、忙せわしなく行きかう職員の足音に耳を傾けて想像を巡らせるしかなかった。

　朝起きると騒動の原因が分かった。道路は水浸しになり、巨大なポンプ車が第二ビル付近に溜たまった水を吸い出している。どうやら、消火栓に過剰な水圧がかかって破裂したらしい。

　消火栓の周りにはゴトクテンの職員が現場検証を行っていて、銃を持った警備員の数も増えている。

（もしかして、昨夜の騒動は誰かが意図的に起こしたものなのかな？）

　だとすれば、ここの警戒も強くなるかもしれない。

（あまり下手に動くことは出来ないな）

　いつもより気をつけつつも、他に脱出の糸口がないか外を散策した。

　向かった先は東側のバラックが群集するエリアだ。もともとはただの広場だったらしいのだが、土が取り除かれよく分からないガラクタ市場と化している。土が取り除かれた理由は「排はい泄せつ物ぶつを使って火薬を作っていた」のがバレたからだとか。

　そんな市場の方から一人の男が歩いてくる。

「さっさと立ち去れ」

　フウが振り返った時には男の姿はなかった。

（私、こういう忠告には）

　今来た道を引き返す。

（従うタイプなんだよね）

　数秒後、壁面近くのバラックが爆発した。炎と爆風が周辺の建物を薙なぎ飛ばし悲鳴と叫び声が上がる。とっさに身を低くしていたフウは体を起こして惨状を目まの当あたりにした。

　炎は灯油か何かに引火し、赤せき色しよくの草原が瞬またたく間まに地面を駆ける。周辺は煉れん獄ごくの窯をひっくり返したような修羅場と化していた。

（やば、逃げないと）

　炎を背中に勢いよく駆けだした。誰もがフウと同じ方向に逃げている、、、筈はずだった。




「火種やああああああぁん！」




　人の波に逆走する人影。

「はぁ!?」

　フウは思わず振り返る。見れば女が一人、シケモク片手に焰ほのおへ突っ込んでいくのが見えた。燃え盛る炎にタバコを翳かざし、鬼気迫る表情でフィルターにしゃぶりつく。

「ヤニが肺にぶっ刺さるぅ～」

　体格はサミヤと同じか少し小さいくらいか。黒いチョーカーに黒のジャケット。顔立ちは美麗で、切れ長の目に整った細い眉毛をしていたが、目元は紫色でややクドい。薄い紅の引いた唇を艶なまめかしく窄すぼめて煙を吐く。軽率な行動とは裏腹に一つ一つの所作はどこか上品だ。

「桃源郷はシガレットケースの中にあったんやな」

　背後で荒ぶる爆炎に後頭部に刺さった彼岸花のかんざしが炎に照り輝いていた。

「ああ、もう！」

　フウは女性に歩み寄るとその手を引く。

「お、なんや、ワルツでも踊るんかいな」

「馬鹿言ってないで逃げるよ！」

　一瞬、手を引いたときに巨木のような「重さ」を感じた。

「情熱的なアプローチはええけど、ちょっと大胆過ぎちゃう？」

　狭い路地裏の暗がりに差し掛かった所で足を止める。フウは肩を上下させていたが、女性は散歩でもして来たかのように涼し気な顔をしていた。

「君、相当なお人よしやね」

　うるせえ、と心の中で毒づく。

　改めて女性を見ると、こんな人いたっけかな、と首が傾いた。「キタコトバ」と呼ばれる独特の方言といい、けばけばしい見た目といい、これほどの個性を持った人物ならば記憶に残っている筈はずだ。

「てゆうかこっち来るの珍しいね」

「こっち？」

「君みたいな若い子は大抵あっち行くんよ」

　あっち、と言って親指を向けたのは東にある上層組の窓だ。

「お姉さん、将来有望で羨ましいわ～」

「ちょっと待って。将来有望、ってどういうこと？」

　女はタバコを咥くわえ乍ながら目尻をスゥと伸ばしてニッコリ笑った。そして右手を広げて、

「出すもん出して♡」

　ラジオ番組〈社会代謝機構〉曰いわく「情報の価値は宝石に勝る」。フウは惜しむことなく一枚の札を手渡した。

「まいどあり～。気っ前ええやんか、君じぶん！　まあそこに座りぃな」

　とその場にフウを座らせる。

「このゴトクテンが階層社会ってのは理解しとるな？」

「ある程度は」

「泣く子も黙る最上天！　その下に有望旺盛な上層！　そして森羅万象から蔑まれるこの最下層があるわけよ」

「うん。そこまでは何となく理解できてる」

「ところがどっこい、このゴトクテンを取り仕切るリリ様はちょっとばかし意地の悪い仕組みを作った」

　シケモクを地面に置いて、後頭部のかんざしを抜いた。そしてかんざしの先端でタバコのフィルターを突き刺し、再び口に咥くわえる。どうやら煙が出なくなるまで吸いきるつもりらしい。

「一番上は最下層ここなんよ？」

「……え？」

「まずは、洗脳について説明しよか。お前、上層に行った連中になんか共通点なかったか？」

「皆お金持ちが嫌いって言ってた。もしかして、それが選別に関係あるの？」

「その通り。リリの洗脳は、労働者がリリを嫌いになり、そして金持ちを嫌いになるところから始まるんや」

「イマイチ話が見えないわね」

「まず、リリはわざとらしく金持ちアピールをして、富裕層への敵対心を煽あおる。そして、ここに連れてこられた人は仕込みが流した、金持ち嫌いの風潮に同調するようになっていく」

　たしかに彼女は貧乏人という言葉を強調していた。そして「彼女への憎しみ」は選別までの七日間で「金持ちへの憎しみ」にすり替わっている。

「そしてそこからが洗脳の肝キモや。周りに流されやすく、尚なお且かつ富裕層が嫌い。こいつらは選別で上層に行った後、大乗天によって貧しい事こそが最高という思想を植え付けられる。どれだけ清貧で居られるか、が奴やつらにとってステータスになるんや」

「価値観が転倒しちゃうんだ……」

「金持ちはダメ、金かね儲もうけは悪、って下々の発想は、金持ちにとって一番都合がええ考え方やね」

「自分から賃金を要求しなくなるから……」

　リリは悪。リリは金持ち。つまり、金持ちは悪。金かね儲もうけは悪。金を持たない人こそ最高。そして最後は無報酬で働き続ける奴隷に生まれ変わる。大乗天様のお褒めの言葉や仲間からの羨せん望ぼうがあれば、命が擦り切れるまで労働出来る。リリはあえて自分が悪役になることで労働者達の心をコントロールしていたのか。

「さらに、ある程度自由が認められてるってのも重要なポイントになってくる」

　そう言えば最初の七日間はある程度好きに生活が出来たし、服装も私服だった。

「なんで？」

「そら、押し付けられた思想より自分で見つけた真実の方が人を頑固にさせるからや。あたかも自分でその事実に気付いたように仕向ける。それが賢い洗脳のやり方よ」

「人は自分の選択を正しいと思いたがるから……でもなんで、わざわざ私達を見下すような仕組みを作ったの？」

　東の窓からは、炎で走り回る最下層の人間に嘲笑の眼めが向けられている。

「それも洗脳の一環や。人間てのは見下す相手があって初めて、今の自分の地位に安心出来る。私達は正しい。間違ってるのはアイツらや、ってな」

　ある種の優越感は人の思考を停止させる。その事を、ずっと見下される側だったフウはよく知っていた。

「じゃあこの劣悪な環境に住んでる私達は、一体なんのためここにいるの？」

「洗脳出来なかった奴やつは一定の自由を認められつつ商品を生産し続ける奴隷になる。例えばここで作られたシャツや食品の一部は輸出されてるんや。ただし、そんな奴隷の中でも才能のある人間は給金のいい仕事にヘッドハンティングされるって寸法よ」

　つまり金持ち嫌いで周りに流されやすい人間は洗脳して真の奴隷に作り替え、洗脳出来ない人間は強制労働者にする。それは実に効率的で無駄のない奴隷ビジネスだった。

「あの女は改伝人種でもサイボーグでもないただの一般人や。せやけど、アイツをただの金持ちと侮あなどった奴やつらの殆ほとんどは地獄に行っとる」

　特別な力は持たない。けれども抜きんでた才覚があれば、それを超え得る力を持てる、か。

「洗脳した戦闘員や機械兵士、そしてそれらを維持運用する潤沢な資金。笑って人間の生皮を剝ぐ残虐性。対立武装組織の殆ほとんどを壊滅させたあの女をいつしか人はこう呼んだ」




　──災害




「ちゅうわけや。お後がよろしいようで」

「勝手に落ち付けないでよ。そもそも貴方、一体何者なの？」

　フフっと女性は不敵に笑った。

「お前を助けに来た正義のヒーローや」

　胸の裏で鼓動が早鐘を打つ。サミヤに雇われたのか、と言いかけてフウは口を噤つぐんだ。

「助けに来た？　馬鹿言わないで。私はこう見えてここの生活が気に入ってるんだから」

　これは罠わなかもしれない。こちらから脱走の意思を見せるのはマズイ。

「慎重なのはええこっちゃ。もうじきデカい事件が起こる。それまであんじょうしとき」

「ちょっと待って、さっきの爆発はあなたの仕業なの？」

「あれは別の勢力や。関係ないモンを巻き添えにするのはウチの流儀やない」

　女は「ほな」と言い残してどこかへ行ってしまった。

　消火活動はかなり長い間続き、出火から三時間経たってようやく火は消し止められた。焦げた臭においが最下層全体に充満し、煙は換気扇をフル稼か働どうさせても排出が追いつかない。方々からせき込む声が聞こえ、労働者全員が息苦しさに悶もだえる最低の夜になった。




　次の日、煙のせいか喉の奥に紙くずを突っ込んだような違和感があった。飯が喉を通る時もどこかいがいがした感触がある。でも折角親爺おやじが作ってくれた料理なので、嫌な顔をする事なく食べた。

　相変わらず昼食は静かなもので、食器の音だけがタイル張りの作業場に反響する。

　この沈黙を破ったのは、意外にも親爺おやじだった。

「……お前、名前に表意文字かんじはねえのか」

　急な質問だったので食べ物を喉に詰まらせそうになる。

「名前に、表意文字かんじ、ですか？」

「俺の故郷じゃ親は子の名前に表意文字かんじをつける。どんな風に育ってほしいかって願望を込めてな」

「私の生まれた場所にそういう文化は無かったです」

「そうか」

　しばらく飯を食べる音がタイルの間に響く。

「明日からは背割りと精肉をやれ」

　親爺おやじぶっきらぼうに言った。

「私が、ですか？」

「お前は筋がいい。やり方は教える」

「私に出来ますか？」

　返答はない。何も言わずに俯うつむいて飯を食べている。

　筋がいい。自分が親爺おやじに褒められたのはこれが初めてなので、少し照れくさくなった。

　愛あい想そは悪いがフウの事を嫌ってる訳ではない。昼ごはんは毎日違うメニューだし、とても美お味いしい。解体の技術も丁寧に教えてくれる。最初は怖さもあったが、今は一人の師として慕っていた。

（もしここから脱走したら、期待を裏切る事になっちゃうな）

　申し訳なさと寂しさに胸が痛むフウだった。




　午後の仕事が終わり、大通りを歩いて昨日の女を探す。何人かの労働者から「西側の大換気扇の辺りで姿を見た」と聞いたのでフウはそっちに向かった。換気扇の近くは最下層全体の淀よどんだ空気が集まってきて酷ひどい臭においが立ち込めている。

「有望な労働者育てたいんだったらもっと居住環境良く──うわっ」

　ビクっとしてフウは立ち止まった。暗がりに浮かんでいたのは狐きつね、犬、鳥の三つの面。一人の人間がその三つの面を身に着けていると思われるが、その体は闇と同化していてよく分からない。

「な、何これ」

　言いつつフウはその脇を通り抜けようとする。すると右手がスッと伸びて行手を遮った。

「我はアガタ族一の使い手、イム・トウケン。蚊の一匹もここは通さぬと知れ」

「は、はぁ」

　喋しやべったよ、とフウは呆あきれ気味に驚いた。

「単刀直入に用件を伝えてよいものか」

「あ、お願いします」「良くないのか？」

「いえ、お願いしますって言いましたよね？」「そうか。では単刀直入に話すぞ」

「はい」「話そう」

　……え？　何今の時間をただ浪費しただけのやりとり。

「そなたはフウか」

　思わぬ一言に体が強こわ張ばり、自然と腰のナイフに手が伸びた。

「そのようだな。小生はサミヤという者に雇われてここに参った」

　……は？

　仮にこの人間がサミヤの雇った傭よう兵へいか何かなら、昨日のあの女は一体？　いや、そもそもこの男の言ってることが本当である証拠などどこにも──

「ハラミ、ハラミ、カルビ、ギアラ」

　──私が焼き肉でやる鉄板コンビネーション!?

「サ、サミヤの順番は？」

「ミノ、ハチノス、センマイ、サンカク」

　胃袋サンカクコンボ！

「どうやら拙者の事を信用してもらえたようだな。だが、我の独力では其方そなたをここから出す事は適かなわぬ。来るべき事変に乗じ首尾よくここを出ればトホ六番一九号線、第七ジャンクションへと向かわれよ」

　御免、と言い残してイムは闇に姿を消す。

　丁度その数秒後に監視ロボットが現れたのでフウは何食わぬ顔でその場を立ち去った。

　突然のことで情報を整理しきれない。立て続けにフウの事を知る者が現れた。後から現れたイムが女性のことに言及しなかったということは、二人は別の勢力である可能性が高い。

（となれば、あの女性の方が噓うそをついている？　だとすれば何のために）

　先ほどの爆発を起こした者。煙草たばこ好きの女性。サミヤの雇ったイム。

　三つの勢力がこの最下層にいることになる。

　何かが起きる。それはフウの思わぬ形で口火を切ることになった。




　西の大換気扇の近く、第八ビルの四階には賭と博ばく場じようがある。そこでは為替を簡略化したボードゲームで賭け事が行われているらしい。

　この建物に例の女が入って行くのを見かけたのだが、一体賭と博ばく場じように何の用があるのか。

　ビル内の通路は恐ろしく狭く、少し肉付きのいい男であれば通ることすら叶かなわない。

　通路奥の扉を恐る恐る開けると、室内はタバコの煙が霧のように立ち込めていた。その強烈なヤニ臭さに顔を顰しかめ奥へ奥へと入っていく。

「調子ぶっこいてすいませんでした」

　それはもう怖い怖いお兄さんが腕を組んで並び立ち、土下座する女を取り囲んでいた。土下座しているのは例のタバコ女である。

「金持ってねえってどういうことだよおい！」

「ちゃうんです、ウチの国では貨幣という概念が無く、必要に応じて物品を工面する独自の風習がありまして」

「今の時代に国家単位で物物交換はありえねえだろ！　てめえの故郷は原始時代か!?」

「はい」「はいじゃねえよ！　二度とボードゲームが出来ないよう落とし前つけてやる」

「ちょちょちょ、エンコつめつめタイムは早くないすか？」

　女はあわあわして辺りを見渡し、

「あ」フウを見つけた。

「おーう、妹やんけ、お姉ちゃんのために来てくれたんや」

　一同の目がこちらに向いたので視線を逸そらす。

「いもうとー、ありがとうなぁ」

　この世の何ど処こに、妹のことを「いもうと」としか呼ばない姉がいるのか。見捨ててやろうか悩んでいたら、あろうことかフウの体にすがりついてきた。

「ちょ、離れなさいよ」

「いもうとー、この借りは必ず返すからなぁ」

　そのまま女はフウの耳元まで口を持ってきて小声で囁ささやいた。

「正体ばらしたら面倒なことになるやろな」

　コイツ、やっぱり私の素性を知っていたか。……ここでもめても時間の無駄だ。

「分かった、私が支払います」

　フウがポケットに手を突っ込んだ、その時だった。

「全員そこを動くな」

　振り返れば、機械兵士を連れた男が数人中に入って来る。

「ちょっと、あれあなたを追いかけて来たんじゃないの？」

　顔を向けるも女性は影も形も無い。

「労働番号・ケ８７６４番サクマ・フウ」

　私？

「リリ監獄長がお呼びです。ご同行願います」




　独房マンションから職員用の狭い通路を歩く。前後には白いカラーリングの人型機械兵士が配置され、少しでも逃げる素振りを見せれば腕部の機銃がフウを蜂の巣にするとのことだった。

　連れてこられたのはショッキングピンクがベタ塗りされた扉の前だ。「リリちゃんのお仕置きルーム」というポップな文字にハートやキスマークのスタンプが、これでもかとこびりついている。銃口にせかされて中に入ると、暗い照明の中、赤いソファーに腰かけて頭シヤ蓋レコ骨ウベを弄もてあそぶリリがいた。

「ハロー、人権足りてる？」

　微笑が鋭く頰に切り込んだ。刺殺するような視線がフウの眼球を貫いて息を吞のむ。

（こいつが私を誘拐した張本人のリリ・陽よう天てん。……その後ろにいるのは？）

　上下ダークスーツの人間で、鴉からすの頭部を模したマスクを被かぶっている。黒ペス死トマ面スクと呼ばれる旧世代の医者が身に着けていたものなのだが、側面下方にガスマスクのような吸気口が突出していた。この奇妙な人物はこちらに関心を向けることもなく、壁に寄りかかって俯うつむいている。

「あれれ、なんか緊張させちゃった？」

　頭シヤ蓋レコ骨ウベを後ろに投げ捨て、リリはガラス製のローテーブルに仁王立ちした。

「一体何が目もくて──」

　会話をして情報を聞き出そうとしたフウの額へ銃口が押し当てられた。

「へいへいカノジョ～。前戯が少し雑なんじゃない？」

　肩を竦すくめてウィンクを発射する。

「これは交渉じゃなくて恫どう喝かつだよ？　意味分かるよね。言葉の強ごう姦かんなの。だから、全ての主導権はこちらにある。こっちの許可なしで言葉を射精だしたらノーグッド。額の風通しがよくなってもいいの？」

　余裕を見せるリリにフウは歯ぎしりをした。立場は圧倒的に向こうが上だ。まともな交渉は成り立たないと思った方がいい。

「でも、ま、いっか。出血爆量大サービスで教えちゃう。この私ことリリ・陽よう天てんちゃんはこのゴトクテンの最高責任者であり、隠いん道どう会かい幹部の一人」

「隠いん道どう会かい？」

「そ。泣く子もチビる五つの組織の大連合」

　つまり隠いん道どう会かいとは一つの会社のようなものではなく、異なる組織によって構成された組合のようなものか。

「世界中の貧乏人たちを集めて作った奴隷のワンダーランド。楽しんでくれたかな？」

　意図的なのか素なのか、実に露悪的な言い回しだ。

「そんなことをして他の国が黙ってると思えないんだけど？」

「思いの外ほか頭の回転が鈍いね。どーして私達が誰にも邪魔されず君らを国の外に連れ出せたか、疑問を持たなかったのかな？」

（国の外……、私達がいるのはアマクニではないのか）

　出国には税関を通らなくてはならない。人を大量に乗せた怪しげな車を素通りさせるなど普通はあり得ないだろう。……税関の協力が無ければの話だが。

「まさか……アマクニ政府もグルなの？」

「そうよん。向こうのお偉いさん方が、私達が安全に出国できるよう手を回してくれたの」

「なんで、そんな事を」

「リリちゃんが一から説明してあげる。大抵の国では貧乏人だろうが中流層だろうが、国民を無賃金で奴隷のように働かせるのは法で禁止されている。そこでクエスチョン！　ソイツらを奴隷として合法的に働かせるにはどうしたらいいでしょーか」

「……法律が守ってくれない立場にすればいい」

「正せっ解☆　さっすがは独裁国家の貧民ちゃん。察しがいいね！」

　そんな褒められ方をしても全然嬉うれしくない。

「洗脳された私の奴隷たちは何ど処この国にも属さない無人権労働者。傭よう兵へい、戦場の地雷撤去、原発での労働、怪物どもの生態調査、深海での鉱物採集！　どれだけ働かせても？　どんなに危険な任務についても？　だーれも文句は言わない。最高の奴隷ビジネス！」

　饒じよう舌ぜつになったリリは役者顔負けの大仰な身振り手振りで感情を表現する。

「私は政治家お抱えの業者さんからお金たくさんもらえるしぃ、政府は黒い仕事をやってくれる労働者が手に入るしぃ、しかも社会保障の金食い虫を減らせるしぃ、奴隷ちゃんは自分から喜んでご奉仕するからウィンウィンウィンってわけ。勿もち論ろんお得意様はアマクニだけじゃないよん。私の取引先は一〇は超える」

　つまり、それらの国はお金を持っていない国民の奴隷化をリリに委託しているのか。生産性の低い貧困層をリリが誘拐して洗脳。そして、国籍を持たない元国民は危険な任務を無賃金でやってくれる。国民の人権を守らなくてはいけないのなら、国民じゃなくしてしまえばいい。

　フウはその外道ぶりに嫌けん悪おを抱くと同時に、経営手腕は素直に感心していた。

「まるでインテリヤクザのシノギね」

「人材派遣って言ってくれるかな？　恵まれない人間を教育して優れた労働者に育て上げる。最高の経営者じゃない」

「攫さらわれた家族は黙っちゃいないと思うんだけど」

「あはは、残念。核家族の世帯主はクーリングオフって契約になってるの。人道的ィ～」

　生産性が低い労働者、それも攫さらわれても誰も何も言わない連中を集めているのか。

「分かった？　奴隷ビジネスは国家ぐるみの事業なの。だから、私は大手を振って奴隷を生産出来るってわけ」

「地下都市じゃあなたがウパニシャドの関係者って噂うわさも聞いたけど？」

　と、それとなく噓うそをついて情報を聞き出そうとする。

「ノーノー。ウパニシャドはゴトクテンと同格の別組織だよぉ〜」

　同格の別組織。ということは、ウパニシャドも隠いん道どう会かいの傘さん下かなのか？

「さぁて、なぞなぞはおしまいだ。デザートランナー。てめえで間違いあるめえな？」

　やはり、こちらの素性を知っていたか。

「このリリ様が何な故ぜ、てめえみたいな貧乏人に拘こだわるか教えてやろう。ある事件をきっかけに、他の国家で反乱分子がやけに活気づいた。同じ日に神託を受けたかの如ごとく、世界中の弱者どもが一斉に抵抗の兆きざしを見せ始めたんだ」

　リリは虚うつろと書かれた右みぎ眼めを閉じて、左の瞳をぎらつかせた。

「このある事件ってのは何を指していると思う？」

「まさか、」

「そう、お前が起こしたチオウからの脱出騒動の事だ。独裁国家から逃げ出した少女。このセンセーショナルなニュースは世界の弱者どもにとっては希望そのものだった。お前の存在こそが反独裁運動の原因であり象徴なのさ！」

　まさか、そこまで影響があるのか。どうりで政治家達が支持率稼ぎにすり寄ってくるはずだ。

「まあ、他の国なんざアタシはどうでもいい。問題はお前の臭くせぇ英雄譚たんがこの地下都市にも知れ渡っているって事だ。お前の一件がきっかけで、脱走を試みる馬鹿は増え、この辺にいる反ゴトクテン勢力も活気づいてる。これには品行方正の権ごん化げたるアタシも、ちっとばかし手荒い手段を択ばなくちゃならない」

「私をどうするつもり？」

「殺す」

　成程、そうくるか。

「自由の象徴ってのはこれが意外と馬鹿にできねえ。お前が生きてる限り奴やつらには希望が供給され続けるからな。連中の意志を断つには希望の源泉を枯らす必要がある」

　その源泉が私ということか。

「ただ殺すだけじゃねえ。お前の殺害シーンをカメラで撮影する。んで、録画したその様子をゴトクテン中に垂れ流す。そうすれば脱走を考えてるろくでなしは骨の髄まで震え上がるって寸法だ。弱者に希望なんてない事をお前の死で証明するのさ」

　一見残虐に見えてしっかりと秩序を維持しようとしているあたり、根っから計算が出来るタイプなのだろう。もっと快楽主義的な人間かと思ったが、どうやら違うようだ。

「お前の事をぶち殺したい、って国家は幾つか知ってる。処刑映像をそいつらに売りつけりゃ札束のタワーが出来上がるだろうな。てめえの死はゴトクテンに秩序を齎もたらす鎖であり、金のなる木でもあるってわけだ」

　恨めし気な視線を向けると、狂気の女は嘲笑一つでそれを受け止めた。

「コイツになんか関わらなきゃよかった、って目をしてるなぁ？　だがそれは間違いだ」

「どういう意味？」

「無線図書館への資料請求コードの殆ほとんどはアタシが買い占めてる。意味が分かるか？　お前の大事な相方の出自に関する情報はぜぇんぶこっちが握ってんだよ。つまり、お前は遅かれ早かれこのリリ・陽よう天てん様の前に現れていたってカラクリだ」

　ウパニシャドの情報を得るために使った無線図書館の？　その蔵書の殆ほとんどが掌握され、しかも、そこにカザクラの過去がある。道理でサミヤが探しても情報が出てこない筈はずだ。

「穏便に事を運ぶつもりは？」

「無い……無いね。実際にこの目で見て確信した。お前は殺すべきだ。下手に出たフリをして交渉の材料を探すような奴やつは生かしちゃおけない。狡こう猾かつな奴やつをほっとくと、いつの間にか喉を搔かっ捌さばかれる事態になりかねん」

　ある意味リリはフウの事を評価しているのかもしれない。それが彼女にフウの処刑を決断させたのは皮肉な話だ。

「処刑場に連れていけ」

　フウは両手に拘束具を嵌はめられた後、機械兵士の銃口に背中を突かれて外に出た。処刑場は独房マンションと一本の通路で繫つながっている。労働者達の前をわざと横切らせるような位置にあるのは、見せしめの意味もあるのだろう。処刑場は蜘く蛛も牛うしの解体場とよく似ていた。血で汚れたタイルにそれを洗い流すホース。そして皮を剝ぐ道具。

　もっとも、解体する対象に大きな違いがあるのだろうが。

「これはこれは、今まで見た中で一番若いお客さんだ」

　白衣を着た男が一人、注射器を片手に近寄ってくる。

「今から君が逃げないよう下半身に麻酔を打つからねぇ。その後、君を処刑する様子をあのカメラで撮とり録とりしちゃうよぉ」

　男の言葉を無視して、フウは冷静に周囲の状況を確認した。

　二体の機械兵士達が離れた所で出口を守っている。サミヤ曰いわく、機械兵士を相手どった時は人間を盾にするのがいいらしい。彼等はセンサーで撃つ相手を識別しているので、同じ組織の職員を盾にすれば銃撃してこない可能性が高い。なのでずっと武装していない人間が現れるのを待っていた。問題はどうやってこの拷問官を倒すか。武器も没収され手は塞がれている状況だが、一いちか八ばちかの肉弾戦を挑むしかない。

　よし、と覚悟を決めたその時だ。

　どこか離れた場所で爆音がした。地下都市の方角じゃない。恐らくは別の区画だ。照明が点滅し、室内が暗くなる。

「な、なんだ、補助電源を入れギャっ」

　暗闇の中に打撃音が連なり悲鳴が上がる。補助電源が入ると照明の光が室内に満ちた。

「いやあ出走が遅れてすまんなぁ」

　頭に揺れる矛先のように鋭く長い獣けもの耳みみ。黄色い瞳孔が光り、その中に細長い瞳が縦に刻まれる。半人半獣の女が、鉄パイプを肩に担かついで凜りん然ぜんと立っていた。

（サミヤの言っていたネコミミ!?　まさか、この人、改伝人種、なのか？）

　その見た目はどう見ても普通の人間ではない。が、この女性をフウは確かに知っている。

『天下泰平。色即是空。これより強制涅ね槃はんを開始します』

　異変を察知した機械兵士達が両腕の機銃をフウに向ける。

「ふん！」

　女はフウの前に立ちはだかると、機銃の弾丸を真正面から受け止めた。幾百の弾丸が女性の表皮に突き刺さる。だがその体は巨石のように動かず立ち続けた。

「あなた、大丈夫!?」

　足元には潰れた弾頭が散乱していた。

「安心せい。無傷や。ウチは頑丈さに、ちーとばかし定評があってな」

　相手は銃器だぞ。「頑丈な身体からだ」とやらでどうにか出来る次元じゃない。

「そのまま伏せてウチの勝ち馬投票券握りしめとけ」

　フウは言われた通り頭を低くする。

『強制涅ね槃はん再開』

　銃声と共に無数の空薬やつ莢きようが景気よく舞った。女は電光の如ごとき身のこなしで射線を搔かい潜くぐり距離を詰める。鉄パイプから抜いたのは銀色眩まばゆい片刃の刀剣。得え物ものを正せい眼がんに構え、地面すれすれを跳躍し、閃せん火かが瞬またたくよりも速く相手の間合に突入する。

「上り最速ッ！」

　閃ひらめく斬撃が機械兵士二体の首を同時に撥はねた。機能を停止した機械兵士は体を揺らした後左右に倒れる。
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「そしてウチは機動力も折り紙つきや」

　油にまみれた刀身をシャツで拭き取った後、煙草たばこを口に咥くわえた。鉄パイプの鞘さやを顔の前に持ってくると、切っ先を鯉こい口ぐちに添える。

「御免」

　納刀すると勢いよく火花が散って、その一つが煙草たばこに火を灯ともした。

「あなた、まさか、あの時の」

「その通りや。ウチの名前は蘭らん。紫し荘しよう蘭らん。見ての通り改伝人種や」

　──戦闘用に開発されたと言われる人体改造技術。

　戦闘用と言うだけあって、耐久力は完全にカザクラを上回っている。スピードに関しても同等か、ややカザクラが劣るくらいだろうか。

　ネコミミを見ると彼女の呼吸に合わせてひくひくと動いている。どう見ても作り物じゃない。本当に体の一部なのだ。

「耳それ普段はどうしてるの？」

　蘭らんは耳を後ろに畳んで後頭部と一体化させ、目にコンタクトレンズを嵌はめた。

「こなーしてるんよ」

　広場で爆発があった時に出会った女性が目の前にいた。瞳はコンタクトレンズで偽装しているのか。よく見れば、縦長の瞳孔が薄うっすらと透けて見える。

「色々疑問があるのは分かるけど、今はここから出るのが最優先や」

　二人は独房マンションを走りながら会話をする。

「さっきの揺れもあなたの仕業なの？」

「違う。他の勢力が動き出したんや。恐らく発電機を爆破して電力の供給を止めたんやろな」

「一昨日、広場付近で起きた爆発との関係は？」

「二つ意味がある。あの騒動に乗じてサイボーグ達を地下都市に潜伏させる。もう一つは監視の目を地下都市に向けて発電所へ潜入しやすくする」

「どうやって外と連絡を取ってたんだろ」

　所持品と遺伝子の検査はかなり厳しかった記憶がある。少なくとも胃袋や腸に何か隠していても確実にバレるレベルの検査だった。

「労働者が通信機のパーツを持ち寄って組み立てたんやろうな。外科手術の要領で」

　ぞく、と血の気が引いた。成程、内臓の中ではなく内臓の「外」であれば見つかる可能性は低い。

「本当はこそっとお前さんを連れ出す予定やったんやけどな。他の連中の武装蜂起があったせいで今はこの施設内の警備が厳重になり過ぎてる。正面から脱出するのは難しいで」

「それなら、地下都市に使われてない下水道がある。それを通って行こう」

　発電所がやられたからか地下都市内の照明は消え、ガス灯の頼りない光が闇に抵抗していた。

「あ、」

　第三ビルの前に立っていたのは、精肉屋の親爺おやじだった。彼はフウを見るなり、何食わぬ顔で背割り用のナイフの柄をこちらに向けた。フウも素知らぬ顔でナイフを抜き取る。すれ違いざま、親爺おやじが耳元でぼそっと呟つぶやいた。

「二度とここには来るんじゃねえぞ」

　手の中のナイフに目を落とすと、柄の部分に「咲さく蒔ま風ふう」と名前が彫られている。

（私の為ために表意文字かんじを）

「ごめんなさい、ありがとう」の言葉を必死に堪こらえた。ここで立ち止って礼の一つでもすれば親爺おやじの立場が悪くなる。フウは唇を強く引き結んで先を急いだ。

　蘭らんを連れてきたのは第二ビルの前だった。

「下水道はこのアスファルトの下にある筈はず。無かったらゴメン」

「構わん。大穴一点勝負は博打ばくちの華や」

　蘭らんは刀をアスファルトの亀裂に差し込むと強引に表面を引っぺがす。果たしてその下にはマンホールがあった。

「的中や」

「ちょっと待って。腕こ輪れどうするの？」

「お姉さんに任せとき」

　フウの腕を摑つかむと腕輪と皮膚のあいだに指を引ひっ搔かけた。

「ふんぬっ！」

　紙粘土でも扱うかのように力任せに引き裂いた。腕輪の残骸に目を向けると毒針と思おぼしき金属が宙を突いている。

「昔から知恵の輪は得意やねん」

　得意気に胸を張る彼女にフウの頰がぴくぴくと引きつった。

　耳を澄ませると西の方角から銃声や金網の引き千切られる音が聞こえてくる。

「換気扇の電力を止めて集団で逃げる気やな。警備員の目があっちに向いてる間に行こや」

　二人はマンホールの中にさっと体を滑り込ませた。

「暗っ」「ちょ、どこ触ってんねん」「おっぱい」「しばいたろか」

　蘭らんは夜目がかなり効くらしい。フウは彼女に手を引かれ乍ながら旧下水道を進んでいく。

「ちょっと待って。大事な物をアイツらに奪われてて、それを取り返したいんだけど」

「えぇ、さっさと出よや」

「あなただって、タバコに火を点つける道具が必要じゃない？」

「……それもそうか。こっちや」

　暫しばらく歩いた後、梯タラ子ツプを使って地上に出る。

「地下の物資貯蔵ヤードや」

　広大な地下空間に倉庫がいくつも並んでいる。よく整備された道路をフォークリフトが行きかい、物資を集荷したり倉庫に貯蔵したりしていた。

「まじでここの規模どうなってんの？」

「だから言うたやん。あの女はヤバいって」

　警報が鳴り響き、アナウンスが流れた。

『規模五の脱走あり。戦闘員は緊急対策判班の指示に従え。非戦闘員は作業を中止し監督官の支持に従え』

　重機を運転していた職員たちが一斉に社屋へと走り出す。

「今が狙い目やで」

　倉庫の一つに労働者から押おう収しゆうした私物が保管されていた。それらは銀色のタグを付けて棚に陳列されている。棚の列はざっと目算しても十五はあるだろう。

「タグ見てみ。ちゃんと日付順にならんどる」

　ラジオはあるだろうか。もう売られていたらどうしよう。心臓の高鳴りとともに、口の中が乾いていく。

「早よせな置いてくで」

「ちょっと待って」

　フウは最近の日付が打たれたタグを探し当て、陳列された押おう収しゆう物ぶつに目を走らせる。

「あっ、あった！」

　見み紛まごうはずもない。銀色のラジオが肩身狭そうに並んでいる。フウはそれを手に取ると、胸に押し当てた。腹の底から安あん堵どのため息が漏れる。

「よかったぁ……！」

「安心するのはもっと後や」

「うん。先まずはここからの脱出を優先しよう」

　二人は再びマンホールに入って外を目指した。

　地下水路を二人はひた走る。目が慣れてきて薄うっすらと辺りの様子が見えてきた。天井は低く壁は狭く、歩けばネズミや節足動物がわらわらと散る。水路にはいつの間にか水が流れていた。だけど、臭いはキツくない。

「水、浄化されてるんだね」

「そのまま垂れ流したら周囲が汚染されるし、タイフウの時に水が逆流するからな」

　……タイフウ？　水が逆流？　どういう意味だろう。

「なるべく人のいない場所に出たい」

「ここに来るとき、使われてない水質検査小屋を見た。そこから出よか」

「そもそも蘭らんってどうやってここに忍び込んだの？」

「排水管を遡そ上じようして浄水場から通水管を使って地下都市に入った」

「まさか一昨日消火栓が爆発したのって」

「ウチの所せ為いや」

「通水管って水が通ってるよね。息は？」

「出で来けへんかったなぁ」

　……どうやら凡人に比べて生命力が桁外れに高いらしい。これ以上深く考えるのはやめておこう。

「もう一つ、あの賭と博ばく場じようでギャンブルをしていた理由は何？」

「しゅ、趣味や」

「は？」

「その、、、、情報屋から賭と博ばく場じようがあるって話も聞いてて」

「欲望に負け、賭け事に手を出して問題起こしたと」

　走る背中は何も返さない。

「ダメ人間」

　蘭らんは立ち止まってフウに向き直る。振り返ったその目尻にはわずかながら涙が。

「うーるーさーいー！」

　子どものように地団太を踏む。

「ウチかて自覚しとるねん！　だから追い打ちかけんといてや！」

「分かった。分かったから早く急ぎましょう」

　カザクラとは別の意味で子どもっぽい奴やつだ。しばらく走ってまた立ち止まる。長い耳をピンと立て、音を頼りに出口を探す。

「その耳ってさ、やっぱり改伝人種の副作用なの？」

「……絶対他の人には言わんといてな」

「え？」

「この耳嫌いやねん」

「可か愛わいいじゃない」

「可か愛わいいって言われるのがいややの！」

　ぷんすかしながら蘭らんは外を目指した。

「風の音が聞こえる。多分こっちが外や」

　九つ十づ九ら折おりの鉄階段を上ると、使われていない計測機器がずらりとならんだ狭い小部屋に出た。錆さびついた扉を開け、眩まばゆい陽光を浴びてフウは瞼まぶたを細めた。

　音がする。

　ものすごく大量の砂をかきまぜたような、聞いたことのない音。

　フウは何かに導かれるように、光の中に足を踏み入れた。今は追われている身で、少しの猶予もない。なのに、フウは目の前の光景に動きを奪われてしまう。

　世界が、フウの知らない間に色を変えていた。
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　それは視界の全てを支配する途方もない青だった。

　まるで空が地上に降りてきたような、見たこともない広大な青が、絶えず躍動し、その度に光を弾はじいて金きん色いろに煌きらめいている。

「大地が……生きている」

　かつてこれ程のスケールで「地面」が動いているのを見たことがない。

「何をぼさっとしてんねん。初めて海見たんか？」

　ウミ？　これが、ラジオで何度も聞いた「海」？

「てことはこれ全部水なの!?」

「ほんまに見るの初めてなんや……」

　穏やかな風が吹く水面を、すぅ、と一つの黒い影が移動していた。それは、羽の生えた平たい巨大な生き物で、海の中を羽ばたきながら遠くに消えていく。

「あれって、もしかして、サカナ？」

「当たらずとも遠からず。四よつ羽ばマンタや」

「海の生物って、水の中を飛ぶんだ……」

　あれがラジオでよく聞いた「泳ぐ」なのだろうか。

　施設外の通路を渡り、二人は道路に移動する。そう、道路だ。アスファルトが敷かれた道路が、この海の上を水平線の彼方かなたまで走っている。道路の脇にはガードレール、その外側には幅二メートルくらいの歩道がある。

「ここってどこの国なの？」

「どこの国でもない。いわゆる経済水域外の無法地帯やな」

「この道路は？」

「紺こん碧ぺきたる血脈。この海を血管みたいに走ってる高速道路や。国家間の貿易は主にこれで行われてる」

　聞いた事がある。紺こん碧ぺきの血脈では主要な路線以外は国家の主権ちからが及ばず、アウトローの縄張りと化している、と。

「でも何で道路なんだろ。ヒコウキを使った方が便利なのに」

　蘭らんは手すりの上から手を伸ばして海上の一点を指差す。その先に焼け焦げた人工物が水面に浮かんでいた。形状から推測するに「戦艦」や「豪華客船」と呼ばれていたものだろう。その帆先に、人と同じ大きさの巨鳥が風を浴びていた。

「怪鳥によるバードストライクで空港は作れん」

「怪鳥」

「人よりデカい鳥のことや。人よりデカい魚は怪魚。この辺は特に低空飛行の際にやられることが多いんよ。回転翼機を使うなら機関銃必須やね」

　アサくらいの大きさならいざ知らず、あんな化け物に突撃されたらたまったものではない。たしかに、「海」によくよく目を凝らすと、墜落したヒコーキの残骸と思おぼしきものが水面に突出している。

「怪鳥か。生態系の頂点って感じの風格だね」

　そう口走った矢先だった。突然水面から触手が伸びたかと思うと、怪鳥の体を絡からめとり海の中へと引きずり込んだ。後には数枚の羽毛が空むなしく浮かんでいる。

「あんなに大きな鳥が、一瞬で」

「アガラや」

「アガラ？」

「人間でもなんでも食うてまう怪魚の一種や。注意してたら捕食されることはないから、ぎり大丈夫」

「ぎり……」

　化け物が潜伏していた故郷の砂漠と同じで「落ちたら死ぬ」、と考えた方がよさそうだ。

　その恐怖に嫌な懐なつかしさを感じつつフウは先を急ぐ。歩道には冷たい突風が吹いていた。生臭さ、とは少し違う、なんとも言えない香りを運んでくる。

「で、ウチらどこに向かえばええの？」

「トホ六番一九号線、第七ジャンクション」

「成程な……どこや？」

「いや、私に聞かれても」

　幸い、紺こん碧ぺきたる血脈には標識が跨またがっていた。表面は赤く錆さびていて、色が褪あせきった文字の上にスプレーで新たに文字が上書きされている。

「この先一〇キロやって」

「膝が爆発するかも」

「爆発したらウチの膝貸したる」

「いくらで？」

「一時間で一〇〇万やな」

「自分の足で頑張る」

「それがええわ」

　二人は大海原の中を軽やかに走る。時折、眩まばゆい陽光に飛び散ったフウの汗が煌きらめいた。

　海の日差しは砂漠のものほど鋭くはない。汗は砂糖水のようにべとついたが、水面を渡る風が衣服の隙間に入ると涼しくて気持ち良かった。

（風の感触が砂漠とは違う。なんていうか、纏まとわりついてくる）

　いつまでこの風と戯たわむれていればいいのか。そう思っていた矢先、蘭らんが顔を上げた。

「急がなあかんな」

　遠く、水平線の彼方かなたに出現した煙の塊。都市が丸ごと一つ爆弾で吹き飛んだのかと錯覚する程の、あまりにも巨大で異様な純白の山だ。これは──

「雲か」

　フウが見た事のあるどの雲よりも大きく、そして形がハッキリとしている。その荘そう厳ごんですらある偉容に足が竦すくみそうになった。

「セキラン雲や」

　これが、あのセキラン雲か。フウが愛聴するラジオ教育番組はこう語る。

『何かの理由で上昇気流が発生すると、高さ十数キロの巨大な雲が発達します。この発達した雲は狭い範囲に大量の雨を降らせます。これを、積乱雲と呼びます』

　遠くにあった筈はずの「積乱雲」は予想を超える早さで近づいて来た。日差しは遮られ、青かった海は波打つ灰緑色へと変貌を遂げる。風はまるで雲に吸い寄せられるように強く吹いた。

　何かが倒壊したような轟ごう音おん。

　肩を竦めて音のしたほうを見ると、雲の下から水面に光の筋が落ちていた。雷だ。

　あんな馬鹿デカい雲の塊に吞のみこまれてしまったら人はどうなってしまうのだろう。

「むう、急いだ方がよさそうやな」

　二人はさらに走るスピードを上げた。

「こ、これさ、あのセキラン雲が来たら前見えなくない？」

「なんでーな」

「あんな分厚い雲じゃ光が届かないでしょ？」

「たしかに理屈はそうかもしれんけど、ちゃんと前は見えるから大丈夫や」

（そうなの？　光が届かないと前が見えない筈はずだよね。私の知識が間違っているのかな……）

　なんとか追手が来る前に待ち合わせ場所のジャンクションに辿たどり着つく。三つの道路が絡からみ合あう場所で、道路脇にはもう使われていない飲食店の廃屋がある。薄茶色に変色した看板の文字が古ぼけた外観に一抹の寂せき寥りようを宿していた。

「誰もおらんやん」

「だって日時の指定とかなかったし」

　主だった連絡手段がないのだから、仕方ないといえば仕方ないのだが。

「もうすぐ雨も降りそうだね。いつまで降るのかな」

「そんなに天気が気になるならラジオ使えば？」

「え？　天気を？」

「ほれ」

　蘭らんが指差した道路の標識にはＦＭと書かれた文字の横に数字とＭＨｚという単位があった。

「あれがどうかしたの？」

「お前、ラジオ持っとるのにそんなことも知らんのか。あれはラジオの周波数、つまり、ここではラジオの放送が聴けますよ、って教えてくれてんねん」

　貸してみ、と蘭らんはフウからラジオを受け取った。

「お、しっかりスリーバンド仕様に改造されてるみたいやな」

　蘭らんはラジオを慣れた手つきで選局していく。

「ラジオ使った事あるの？」

「おうよ。ラジオと新聞は競争博打ばくちの必須アイテムや」

『──のです。人の心とは常に流る転てんするもの』

　そのまま選局用の摘みを回していく。

『今回のゲストは──!?』『というわけでこの攻城兵器に用いられる──』『こうして神の子は彼の地を巡り病床に伏した民を──』『キノコの出てくる小説にハズレは無い──』

　少し摘つまみを回しただけで番組に「当たる」。砂嵐の方が少ないくらいだ。

『シグレの海原に天あつ晴ぱれ！　早速センジュウ地方の天気を予報していくわね』

「これこれ。センジュウ地方ってのはこの辺一帯を指す言葉や」

　そうか、ラジオは天気予報を聞くこともできるんだ。ラジオの思わぬ使い方にフウの気分は高揚した。

『トホ六番地方は四時からにわか雨、雷雨となるでしょう。雨脚は五時から六時にかけて次第に弱まり──』

「今何時？」

　外の様子を見て

「多分四時やな」

　閃せん光こう。

　遅れて世界の終末を告げるような雷鳴が地面を揺らし、辺りが俄にわかに暗くなった。一つ、二つ、とアスファルトにシミが出来る。それはものの一秒で数千倍に膨れ上がり、弾丸のような雨が降り注ぐ。耳を劈つんざく水滴の軍ぐん靴かと雷いかずちの咆ほう哮こうが大気を震わせた。

「ああわわわ、なにこれ、なにこれ！」

「落ち着け。ただの悪天候や。取りあえず人がおらんか見てくるわ」

　一人になったフウは涙目になりながらも周囲の様子に気を配る。

　雨粒のざわめき。突風の慟どう哭こく。彼女が出て行って暫しばらく経たった。

「ん？」

　雨音に混じるエンジン音。もしかして、カザクラか？　と顔を向ける。

　建物から少し離れた場所に、機銃のついた大型車両が停車していた。なんの迷彩もない真っ白なカラーリング。その、逆に奇抜な塗装で「奴やつら」だと分かった。

　ゴトクテン有する武装集団「潔白の戦闘員」だ。

「清らかなる心には悠久の平穏を。悪あしき欲望には絶対たる静寂を！」

「「「絶対たる静寂を！」」」

　攻撃的な声を上げて中から出てきたのは、白一色の戦闘服に身を包んだ戦闘員だ。透明のバイザー越しに見えた双そう眸ぼうは、一切の瞬まばたきを忘れて見開かれている。

「この銃弾、欲望ごとその命断ち切って絶対たる静寂を下すことになるだろう！」

　バイザーのスクリーンにはスキンヘッドの男が映っていた。

『我、大乗天の名において、そなたら潔白の戦士に静かなる武器の使用を許可しよう』

「声紋確認！　臨戦次元に到達！　これより絶対たる静寂を執行する！」

　弾丸が豪雨を切り裂いて店を蜂の巣にした。フウはキッチンカウンターの奥まで這はい進すすむ。

「絶対たる静寂を！」「絶対たる静寂を！」「絶対たる静寂を！」

　壊れたレコードのように同じ言葉を吐き出し弾を撃ち続ける。弾が切れれば背後の支援戦闘員が新たな小銃を渡し、間断知らずの弾幕を張り続けた。突入や投降勧告といった選択肢を捨ててただ射撃のみを実行するその姿は、まさしく狂気と呼ぶほかない。

「こうなったら、弾切れを狙うか」

　まだまだこの程度の窮地では諦念の欠片かけらも湧いてこない。心を臨戦態勢に切り替え、何が来ても素早く動けるよう呼吸を整える。

　突如、銃声が止やんだと思ったら、握り拳大の黒い物体が目の前に落ちてきた。格こう子し状に溝を刻み込んだ縦長の球体。手しゆ榴りゆう弾だんである。

　フウの動作に一切の迷いはない。それを鷲わし摑づかみにして立ち上がる。

「おっらあああぁ！」

　そして思い切り窓の外にぶん投げた。

　あとゼロコンマ一秒伏せるのが遅かったらフウの命はなかっただろう。爆音とともに店内の全ての窓ガラスがはじけ飛び、断熱材の粉ふん塵じんが視界を灰色に染め上げた。

「なんて喧けん騒そうだ！」

　幸い、彼らに致命的な損害はなかった。

「ふー、ふー、」

　フウは目を血走らせ次の一手を考える。銃弾に砕かれた窓。それに目を付けると、その中に飛び込んだ。次の瞬間目の前に現れたのは、突風に荒ぶる水面である。

「うっそおぉ!?」

　右手を框かまちに残してぶら下がる格好になった。窓ガラスの破片で傷ついた手から血が滴したたり落おち、雨がそれを一瞬で洗い流す。濡ぬれた衣服が重い。だけど、嘆いてる暇はない。選択肢は二つ。戻るか、落ちるか、だ。

　フウは「戻る」を選択した。人間の体は水よりも比重が大きいと思われる。つまり、足のつかない水に落ちた人間は沈む事しかできない筈はずだ。まだ銃弾に立ち向かう方が生存の望みがある。フウは窓から中に這はい上あがった。丁度、戦闘員が粉ふん塵じんを進んで店内に突入してきたところだ。銃口が向かうより早く、フウは両手を上げる。

「今更命乞いか！　許すまじ。断じて許すまじ」

「待て」

　隊長と思おぼしき男が下したっ端ぱ戦闘員に制止をかけた。

「よくよく見やればこの女、大乗天様が仰おつしやっていた生け捕り対象に姿が酷似しているではないか。一度本部に連行して伺いを立てるのが静寂たる筋というもの」

（出来れば発砲する前に確認して欲しいな）

　フウは背中に銃口を突きつけられたまま、雨の中を歩かされる。

　雨脚は更に強まり、視界は一層悪くなる。

「まて、止まれ」

　豪雨のカーテンに一いつ対ついの青い光が灯ともった。




　──言語に翼を。思考を空へ。




　靴底で水たまりを踏み抜く音が雨の騒めきに混入する。灰色のベールに小柄な人間の輪郭がぼんやりと揺れた。足音が大きくなるにつれ、おぼろげだった輪郭が際きわ立だっていく。

　気付けば、一人の少女が立っていた。

　フウはホッと胸をなでおろす。やっぱり、君が助けに来てくれた。

「……でも、ちょっと遅刻だよ」

　全身を雨に濡ぬらし、されど全身から炎のような闘志が迸ほとばしる。半機半武人の少女カザクラが、雨音の只ただ中なかに見参した。

「何者だ」

「あなた方に告げる名は持ち合わせていません」

　少女は静かにそう告げた。

「関係ないのであれば去れ。それ以上近づくと絶対たる静寂を下すことになる」

　カザクラはゆるりと歩あゆみを再開する。右腕に光る「珀眼」の文字。

「第三武闘解釈、珀ひやく眼めを起動します」

「武術家だ！　撃てええ！」

　怒号のような命令に銃声が続いた。だが、弾丸が貫いたのは、降りしきる雨の帳とばりだけである。

「ひゃっ」

　戦闘員の一人が宙を舞った。手首を支点に、その身体からだが音もなく旋回する。その脇にカザクラはいた。頭から地面に落ちた戦闘員は気を逸して動かない。

「接近を許した！」「馬鹿な、いつの間に!?」

　人の体が次から次へと投げ飛ばされていく。

　神経破局柔術「珀ひやく眼め」。「柔」が重きを置くは崩しである。相手の重心を偏らせ、狩る。卓越した柔術家にとって平凡なる人の体は砂上に聳そびえた楼閣と変わらない。

　カザクラが触れた戦闘員はまるで骨など無かったかのように自重を失って地面に叩たたき付つけられた。最後に残った隊長の背後に回り、喉笛に手を回す。その腕かいなが蛇のように脈を圧おし、意識を摘み取りにかかった。

「おのれ……絶対……た……る……」

「喧けん騒そうの　刹那に閃ひらめく　絶無かな」

　彼かの体がフッと弛し緩かんすると拘束が解かれた。その体を戦闘員の上に捨て置き、立ち上がってフウと向き合い笑顔を作る。

「遅くなりました。マスター」

「本当遅い！」

　一礼をして詫わびた後、その青い瞳でフウの身体からだをさっと眺めた。

「大きな怪け我がは無いようですね。ほっとしました」

　まだ安あん堵どするのは早い。でも、カザクラが来てくれたことの嬉うれしさから自然と顔がほころんだ。雨の向こうからサミヤも駆け足でやってくる。その右手には拳銃が握られていた。倒れている戦闘員を見るなり自動小銃とマガジンポーチ、バイザーや通信機なども拝借する。恐らく後で分解するつもりだろう。

「ねえ、ここに来るまでに大人の女性を見なかった？」

「見てませんね」

　彼女、どこに行ったのだろう。まさか、ゴトクテンに捕まった、とか？

「すぐそこに車があります。そっちまで移動しましょう」

　少し離れた場所に、中型のワゴン車が停とめてあった。

「やっぱり、ちょっと待って」

　カザクラに頼んで蘭らんを探してもらおうと考えた矢先だった。

「おーい！」

　緊張感の無い声に振り返る。

「なんや、仲間見つけたんか。戻ったら連中が気絶してるし姿も見えんから心配したで」

　フウはホッと胸をなでおろした。

「こっちも他の脱出組を見つけた。合流しよ！」

　車で移動した先に小型のトラックが停とめてあった。車内には脱走者とみられる男が数人、荷台の上には、股の割れていない履物を身に着けた男が胡坐あぐらをかいている。

「スカート？」

「袴はかまですね。上は道着です」

　その袴はかまと道着なる衣服を纏まとう男は、長い棒のようなものを抱えていた。

「あれは錫しやく杖じようです」

　錫しやく杖じようの男は車の上で座を組み、目を閉ざし黙して雨を浴びていた。

「他に脱走者がいたって聞いたんだが、まさか精肉屋の子だったとはな」

　トラックの窓が空いて壮年の男が顔を出す。

「まさか、あの換気扇から脱走した人達？」

「おう。俺たち三人はな。荷台の男は傭よう兵へいだ」

「協力者までいるんだ」

「この計画は外の組織と連携してかなり入念に準備をしていた。あのリリって奴やつは味方は多いが敵も多い。それが仇あだになったってわけよ」

　傭よう兵へいはシャンと錫しやく杖じようを鳴らし、南の彼方かなたへ顔を向ける。

「猖しよう獗けつの気配がする。駄弁は程々に急がれよ」

　こうして八人は追っ手を振り切るべく南を目指す。初めに脱走組の車が、その後ろにフウ達を乗せた車が続いた。

「サミヤ、エルクは？」

「出国の手続きが間に合わなかった。もうすこし時間がかかる」

　エルク──フウと共に砂漠を渡った装甲車で、ゴリゴリの兵器に分類される。そのため出国の審査にかなりの手間が必要だった。

　外はなおも猛風と雨が激しく踊っている。叩たたきつけられた雨粒を、車前方の窓ガラスにある砂すな除よけの棒ワイパーが絶えず払いのけていた。

「ピピッ」

　その鳴き声にハッとする。一匹の白い鳥がドリンクホルダーにすっぽりと収まっていた。

「アサ！　アサ!!」

　アサは羽をばたつかせてフウの肩に飛び乗った。つんつんと優しく頰を突き、身を寄せて主人の無事に安あん堵どする。

「元気だった!?　ずっと会いたかったよぉ」

　人目をはばからずいちゃつく一人と一羽わの横で、カザクラがじーっと蘭らんの頭を見つめていた。

「ほい」

　さっと手を伸ばし後頭部に折り畳まれていた耳を摘まみ上げる。

「ひゃん！」

　蘭らんは小さく悲鳴を上げてキュッと身を縮こませ、槍やりのように長い耳をぴょんと立てた。見開かれた目は朝日のような黄色で瞳孔は縦に長い。ぎゅっと閉ざされた口からは小さな犬歯が一本はみ出ていた。

「は～、にゃんこのお人でしたかぁ」

「なななななななな、何すんねんこのドあほ！」

　耳がメトロノームのようにぶんぶん左右に振れて主の怒りを一生懸命表現する。

「かわええのお耳ですなぁ」

「可か愛わいくないわ！」

「いやいや、誰がどーみてもかわええです」

「やめて。可か愛わいいって言うのだけは、やめて」

　もごもご歯切れ悪く文句を言いながら、耳をたたんで後頭部と一体化させる。

　カザクラが初対面の相手にちょっかいを出すのは珍しい。波長が合うのだろうか。車の中は二人のやり取りで賑にぎやかになった。雨脚は弱まるも、依然として小こ糠ぬか雨あめが視界を遮っている。

　その向こうに奴やつは立っていた。

「サミヤ！　ブレーキ！」

　叫んだのはカザクラだ。車は金かな切きり声ごえを上げて急停車。

　霧きり雨さめの中に九尺の人影。黒ずんだその体たい軀くに白一色の双そう眸ぼうがギンと光る。

「最悪だ──」

　彼の仔し細さいは地下都市にて聞き及んでいた。

　その猛脚による一撃は装甲を穿うがち、その鉄拳による一打は徹甲弾に勝る。

　五体即すなわち、これ兵器。

　隠いん道どう会かいの幹部にて創始者。戦闘集団「ウパニシャド」を統括する武ぶの達人。




　名を破壊者バスターと言う。




　息が詰まった。ホールで暴力団を蹴り殺した時よりもバスターの重圧が数段上だ。どうしてもこの男をカザクラと会わせたくなかった。その思いにフウの心臓が早鐘を打つ。

　男らの車も遅れてブレーキをかけるが、間に合わない。衝撃音と共に撥はね飛とばされた。

　何が？　決っている。車が、だ。

　振り上げられた右脚が車を横転させた。その衝撃たるや、雨の幕が三メートルに渡って割ける程だ。その体を旋回させたかと思うと激烈極まりない回し蹴りを車体側面に見舞う。車は背の低い風防を突き破り、白い水柱を高々と上げて海中に没した。

「悪辣外道の輩やから！　お命千せん万ばん頂戴致した！　ゥ怨オオン！」

　だが道着の男は車から脱出し錫しやく杖じようを振りかぶって襲い掛かる。その額に浮かぶのはもう一つの目。改伝人種の副作用は彼に三つの目を与えたのだろう。錫しやく杖じようは雨を鋭く裂いてバスターの脳天に振り下ろされた。

　爆薬の炸さく裂れつにも似た音が雨音をかき消した。

　二つに折れた錫しやく杖じよう。塔のように振り上がった長い脚。そして、消えた道着の男。

「上や」

　雨雲の灰に宙を舞う男の姿があった。蹴りの衝撃で全ての骨が砕かれ、濡ぬれた草のように力みを失いながら回転している。彼の死体は数秒間滞空した後、風防にぶつかり、そして大海の奈落へと消えた。

「あの身体能力、まさか」

「改伝人種や。しかも最強クラスのな」

「マスター、」

　車外に出ようとしたカザクラの手をフウが摑つかんだ。黙って首を振る。

「せっかく助けて頂いた命です。むざむざと捨てはしません」

　分かってる。だけど……

　男はポケットに手を入れ、鉄てつ槌ついのような足音を鳴らして歩み寄ってくる。雨に打たれても垂れ下がることのない獅し子しの白はく鬣りようがこの上ない威厳を与えていた。彼の放つ威圧の波は濤とうは、その姿を数倍にも大きく感じさせる。

「アイツ死ぬぞ。相手は正真正銘の数字持ちやのに」

「数字持ち？」

「ある大国の研究機関シンクタンクが毎月出してる強さの格付けがあるねん。サイボーグ、改伝人種を対象とした査定を行い、その総合的な強さでＣ、Ｂ、Ａ、Ｓの階級を付けるんや」

「階級に数字は無いけど」

「数字持ちってのはＳランクの内上位十人を指す言葉。アイツの持ってる数字は五。つまり世界で五番目に強いことになる」

　己の五体のみであらゆる強敵を蹴り殺した武術の達人。

　そこに付随する戦せん名みようはその力を的確に表している。




　──人間軍事力──




　人間軍事力のバスター。人は恐怖と憎ぞう悪おを込めて彼をその名で呼んだ。

　車が容易たやすく蹴飛ばされたのを見ていたからか、全員が車外に出て雨に打たれていた。アサは濡ぬれないようサミヤに抱きかかえられ、蘭らんは逃げる素振りすら見せない。逃走という行為が意味を為なさないと思っているのかもしれない。

「……この感じ、知っている」

　カザクラの思わぬ言葉にフウは一瞬の間を置いて反応した。

「は？」

「久しいな、ナユメ」

　サミヤとフウは同時にカザクラへと視線を向けた。当の本人は神の口からこの世の真実を告げられたかのように、目を見開いて固まっていた。

「その名、聞き覚えがあります」

　え？　総身を電光にも似た衝撃が駆け抜ける。

　ナユメ。もしかして、それがカザクラが持つ、本当の名前？




　カザクラの脳に散らばる記憶の欠片かけら。

　その一つに「ナユメ」という言葉が存在する。それは意識に浮上することなく無意識の暗あん澹たんを漂っていた。バスターの言葉、声質、弱者を圧殺するような空気が記憶の断片を覚醒させる。

「私はあなたと、拳を交わしたことがある」

「記しるし之の億おくを手放したか」

「察しの通り、私には記憶がありません」

「その有無に拘こう泥でいは付随せぬ。欲求は一いつ。我の下に戻って目的のために力を尽くせ」

「あなたの下に戻れば、私の過去が手に入ると？」

「極ごく否ひ。最前の言げんが如ごとく都合のいい理ことわりは我が手中にあらず」

「ならば戻る道理はありません。今の私には居場所があります。貴方も当初よりこうした問答の終着を予想していたのでは」

「至当。汝じよ君くんの性さがは不変と我は憶に記している」

　要するに頑固もの、と言いたいのだろう。性格まで知っている辺り、それなりに仲は深いようだ。

「……貴方はリリ・陽よう天てんの仲間なのですか？」

「至当。彼奴あいつは知を持って、我は武ぶを用いて服従への肯定を育んできた」

「つまり、私もリリ・陽よう天てんの仲間だと」

「極否。彼奴あいつと汝君の間に認識の疎通はあらず」

　それを聞いてカザクラは少しほっとした。

「最後に聞きます。私を見逃す選択肢は」

「極否」

「ならば、我等が選びうる道は一つ」

　インターフェースに厳いかつい書体で「第八武闘解釈　怒獲」の文字が躍った。その右腕の裏を相手に向けた独特の構え。

「拳にて鍔つばを合わせ、空白の時を語らうか」

　バスターは左腕の裏をカザクラに見せて構えをとる。そこには厳いかつい表意文字かんじの墨が刻まれていた。

　壱　鹿路頸

　弐　枯貂具

　参　珀眼

　屍　失雄児

　護　朦來馬

　麓　我射独櫓

　那　邪馬梅

　撥　怒獲

　武闘解釈の拡散者たる男が今、五体という兵器を持って豪雨風雷の渦か中ちゆうに立ちはだかった。

「汝じよ君くんの技、第二武闘解釈、枯からす貂てん具ぐにて迎え討とう」

　篠しの突つく雨に全く同じ構えが二つ。

　永と遠わに思える無声の空白。一分ぶたりとも間合いを近づける事なく、その時を待つ。

　静と寂の間を雷鳴が突貫した。稲光りに映る一対の影が激突する。

　交錯する拳と脚。万の雨粒が衝撃によって弾はじかれ飛ひ沫まつとなりて散さん華げする。

　腕から発せられたシグナルを中枢神経綜そう合ごう人工知能が「激痛」として脳に伝達。その強烈な生命威力は尋常の域にはあらず。一瞬でも気を抜けば忽たちまち生と死が偕かい老ろう同どう穴けつの契ちぎりを果たす。

「如ごとく、轟ごう斧ふ」

　その巨体、高々と宙を舞い縦一文字の大太刀けりにて絶命の一撃を振り下ろす。

　断だん。

　回避したカザクラの目の前で、アスファルトが陥没し無数の亀裂が表面を走った。

　──隙が出来た！

　疾しつ風ぷう一いつ槍そう。右から撃たれたストレートがバスターの顎に食らいつく。衝撃で幾千もの雨粒が頭髪から炸さく裂れつした。反撃の蹴りを一髪の差で躱かわし、二の撃三の撃をねじ込んでいく。

「む」

　──充電完了。絶縁機能作動。

「雷電招来！」

　拳が着弾する瞬間、強烈な指向性電撃を流し込む。

「ぬう」

　電流がバスターの表皮を迸ほとばしり、閃せん光こうに水滴が輝いた。

「如ごとく、燕えん戟げき」

　長ちよう軀くが軽やかに跳躍したかと思うと、烈れつ脚きやくが蹴りの嵐を産んで形勢を逆転させる。

『──警告段階十。回避超推奨──』

　地獄の瞬発力が放つ蹴りの連打。桜の神がかった身のこなしがそれを空振りに変えた。

「私の打撃と電圧を受けてもまるでパフォーマンスが落ちないとは……」

　バスターは戦う前と全く変わらぬ儼げん乎こたる佇たたずまいで此方こちらを見下ろしている。万の水滴を圧おして届く絶の気迫。それは殺気を凌しのぐ闘気の先鋭だった。

（一撃一撃が重い上に速い、気迫までもが肌に痛い。これが、改伝人種の最高峰）

　枯からす貂てん具ぐはいわゆる「爆撃式テコンドー」の一種。得意とするは頭上からの奇襲で、改伝人種及びサイボーグの発達した身体能力は室内屋外を問わず立体的な攻撃を可能とする。死角からの爆撃的奇襲は初見で相手を必殺するのに有効且かつ習得が容易たやすい。よって、その格闘哲学は急速に伝でん播ぱした。だが、その男、奇襲よりも真っ向勝負でその技を使用する。異次元甚だしい身体能力から繰り出される空中蹴りは、読みの至難と一撃必殺を両立していた。カザクラでなければ首を撥はね飛とばされていた事、想像に難かたくない。

「記しるしを逸しても、技は不変か、

　極否。その成長、我が記しるし之の憶おくを凌りよう駕がしている」

「死線を二つ三つ潜ったので」

「わがシ、ナユメ。その怪かい技ぎと成長は、万ばん武ぶ人じんの悦を極めて止やむことなし」

　バスターを纏まとう闘気が一段と凄すごみを増した。

「方針が決した。汝じよ君くんの心、四肢滅砕を達してでも持ち帰ろう」

　バスターは読ど経きようのように深い声音で宣告する。

「──怒ぬ獲え」

　発散される迫力が数段増した。その両腕に力が通う。体をやや半身に構え、腕を腰の高さまで上げた。

　──軍事力が、来る！

　地面を蹴り抉えぐり、その巨体が雷電のように突進した。

「ちっ」

　桜の放つ迎撃の左拳。が、閃せん光こうのように射さした左手が素早く払いのけ、殺気の塊がカザクラの拳圏に招かれる。

　──攻撃を打たせるな！

　真剣の如ごとく抜かれた右のショートフックがバスターの顎を捉える。続く七の連撃が急所を喰くらい、進撃を止めて咫し尺せきの間を引き延ばす。

　再び間合いが広がると、カザクラは足の底を地面に叩たたき付つけた。

「散ッッッ！」

　総身から発した熱と闘気が幾千万の雨粒を弾はじき飛とばす。頭部のリボンが独りでに解ほどかれ宙を舞い、濡ぬれた毛先が肩や額に張り付いた。

　すでに幾つもの打拳がバスターの急所を突いている。にも拘かかわらず微小の出血を強いただけで致命傷には至らない。だがその事に動じるほど彼女は「薄く」ない。

　十の拳で倒れぬのなら、百の拳を打ちこむまで。百で足りねば千。千で至らねば万。

「「──参る」」

　一対の武ぶが三み度たび激突を果たした。連なる打撃音が荒ぶる大海を轟とどろと渡る。水面に浮かんだ怪物の巨影がまるで二人を避けるように遠ざかった。

（くそっ）

　渾こん身しんの連撃。防を担になう腕かいなが桜の拳を退ける。

（攻撃が、当たらない、）

　拳けんの筋を見切られた──形勢が変わる。

「疾ッ！」

　バスターの右手が大蛇の如ごとく撓しなり少女の首筋を突いた。そこは生体金属で覆われた人工脊髄と脳幹の接続部分に位置する。意表を潜くぐり抜ぬけた神速の一撃は零コンマ零数秒の気絶現象を発生させた。

　たかが一瞬。侮あなどり難したかが一瞬。畢ひつ竟きよう、常人であれば無に等しい隙が勝敗を分ける。

　意識が戻る瞬間、顎の下に「死」を感じた。その正体は膝。猛毒の膝蹴りがカザクラの頭部を引き抜かんと迫る。

（あ、これ。避けれない）

　防御。続、衝撃。

　──荒れ狂う海原が見える。曇天と水平線の間に伸びた道路。遠く瞬またたく稲光。目下小さくなったフウの姿。撥はねられた。あの一撃で、鋼鉄の肉体が天高く撥はね飛とばされた。

「え？」

　その頭上に覆いかぶさる影。

「まさか、ここまで跳んで、」

　雲間に瞬またたく稲光り。電光に白んだ空を背に、人間軍事力が踵きびすの一撃を振り下ろす。

　砲弾の如ごとき衝撃が腹部を貫いた。体は劇的に加速し背中からアスファルトに衝突する。

「がはっ」

　地面が焼き菓子のように陥没するのを背せなで感じた。

「く、そっ、公平じゃ、ないですね」

　もろに攻撃を受けてまだ立てるのは、足腰の踏ん張れない空中での一撃だったからか。

（私の後ろにはお兄ちゃんがいる。だから、立たないと）

　視界のインターフェースには赤い透明の文字で「危険」と出ていた。左前腕骨格破断。臓器復元器官異常あり。エネルギー漏出。不吉な文言が視界の右下に幾つも点滅していた。

（大丈夫。まだ、戦える。戦えるから）

　熱された機体が雨水を発散し、全身から蒸気が立ち上のぼる。

「背水において防御は必死。ならば、攻めるのみッ……」

　その体を敵の間合いに突き刺す。迎撃の膝蹴りをブレーキングで躱かわし、右に回り込んで鋭い肘を浴びせた。バスターの頰に流血を強いる強烈な一撃だ。だが、それしきの打撃では戦闘能力を微み塵じんも削そぐことすら叶かなわない。

「如ごとく、鳴めい風ふう」

　間合いから離れる瞬間、目にもとまらぬ前蹴りがカザクラの胸に打たれた。

「がッ」

　三日月蹴り。それはボクシングでいうジャブのような、当てる事を重視した攻撃。だが、バスターが如ごとき攻撃力をもってすれば虫を掃はらう一発も獅し子しを狩り取る一太刀となる。猛脚の横時雨がカザクラの全身を打った。ボロぞうきんのように成り果てた体が、てんと水の上を転がる。セーラー服は擦り切れ、はみ出た配線が漏電した。足に力が入らない。瞼まぶたが重い。胃液の逆流と痛みで思考が混線する。

「勝ちの目は潰ついえた。我は弑しい逆ぎやくを好む性ではない」

　駄目だ。

（私が、負けたら、駄目だから、勝つ可能性がちょっとでもあるなら、闘わないと）

　立つ。

　全身から流れ落ちる人工血液は雨水に凝固作用を妨げられて温ぬるい水み泥どろを作っていた。それでも、フウの命を背負っている限りはまだ戦うことができた。

「流石さすがは我がウパニシャドの術。まだ闘争を支援しうるか」

　優れた技術だけじゃない。闘争本能、そして使命感がカザクラの足腰を支えている。

　バスターが軽く拳でこつくと、彼女の体は小石のように転がった。無力感と屈辱に歯を食いしばり、それでもフウの為ためと雨う水すいを握りしめて顔を上げる。

（闘うんだ……闘うんだ、闘うんだ！　たた──）

　目の前にあったのは、雨に濡ぬれた小さな背中だった。

「マスター……？」

「お兄ちゃん」が両手を広げ、人間軍事力の前に立ちはだかっている。敵がその気になれば、一秒とたたず命を絶たれるというのに。

「圧倒的力量差に業を煮やし、非力乍ながら勇ゆうひとつでしゃしゃり出たか」

「私は、天アマ国クニの東、チオウから来たサクマフウ」

　その声は毅き然ぜんとしていた。その体は震えてすらいなかった。恐怖ではこの少女を縛ることはできなかった。この人は、そういう人だ。その背中が、、、いつものように大きく見えた。

　……命を賭としてでも守りたい命が、カザクラの盾としてバスターとカザクラを隔てている。

「さすれば天あま国くにに参上した女子の一人がナユメという推測。当とうか」

「そう。チオウにいた間、私が彼女を育てた」

　彼女の言葉は人の心を動かす。カザクラはその場面を幾度となく見てきた。そしてその言葉は、人間軍事力の胸中にも波紋を生んだ。
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「ほう」

　口辺が僅かに上がり、明らかに好奇の色が窺うかがえた。

「あなたの目的が何かは分からない。でも、強くなったこの子を欲ほつしているのは事実、だよね？」

「至当」

「あなたより、私の方がこの子を強くできる」

　フウは、相手の一番欲ほつする言葉を的確に選ぶ。

（きっと、私が戦ってる間、ずっとどうやったら助けられるか考えていたんだろうな）

　カザクラは人知れず拳を握りしめた。私が非力なばかりに、いつもこの人に辛つらい思いをさせる。

「正確にはこの子の発想力と技術力をさらに強大なモノにできる」

　嘶いななく雷いかずちが二人の会話を遮断する。それは、バスターの心境の変化を象徴したようにも見えた。

「であれば、結果ちからを提示しろ。我が目的に相応する、結果を。猶予はくれてやる」

　バスターの身より滾たぎる威圧が消える。脅威は潰ついえた。

　朦もう朧ろうとする意識。視界に流れる赤い警告メッセージ。バスターの背中は雨の向こうに消えて散る。

　冷たく降りしきる雨の中で、カザクラは己の無念に打ちひしがれた。
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　負傷したカザクラを車の荷台に横たえ、フウ達は先を急ぐ。いつしか、窓の外は夕方になっていた。空は晴れ、薄雲の隙間から琥こ珀はく色の光が海原に突き刺さっている。

「綺き麗れい……」

　潮しお騒さいに溶けてしまいそうな声でぼそりと呟つぶやいた。

「申し訳ない」

　サミヤは短く謝罪する。フウは後部座席からその横顔を覗き込んだ。その瞳は暮れなずむ砂漠のような愁うれいを帯びていた。

「あの状況で、私は何もできなかった」

　ハンドルを握る手に強い力が籠った。気持ちは痛いほど分かる。でも、あの場は出しゃばらないのが彼女にとっての最善だった。改伝人種の蘭らんが微動だにできなかったのだ。一般人の出る幕じゃない。

「サミヤがやられちゃったら車運転する人がいなくなる。あの場は何もしないのが正解だよ」

　一息ついて、シートの上から荷台を恐る恐るのぞき込む。

　ああ……

　傷だらけのカザクラの姿があった。全身から流れ出る人工血液に床は濡ぬれ、傷から漏れ出た電気が時折瞬またたいている。セーラー服はボロボロに成り果て、見るも無残な姿になっていた。

　でも……

「うっ……うぁ……」

　でも、それ以上に深刻なのは心の傷だった。

「……ひぐっ……」

　前腕で両目を隠し、声を震わせて泣いていた。時折歯を食いしばり、肩を震わせ、掠かすれた声で「ごめんなさい」と誰かに謝罪し続ける。

　胸にじわりと鈍い痛みが走った。

　フウは一度、カザクラの目の前で撃たれ生死の境を彷徨さまよった。後から聞いた話だが、カザクラはそのことをずっと悔やんで心を閉ざしていたらしい。再会した時はすっかり元気を取り戻していたが、本質的には自分の失敗を許せない性格なのかもしれない。

　本当はカザクラが泣く必要など、どこにもないのだ。家族に会いたいだけの君が、こんなひどい目にあって涙を流す道理はどこにある？　むしろ悪いのは……私の方なのに。

　しばらくするとカザクラはすすり泣くのを止め、蹲うずくまって動かなくなっていた。

「ねえ、サミヤ……」

　胸がざわついて思わずサミヤに安否を確かめた。

「体力の回復を優先して眠っただけ。瀕ひん死しなら涙を流すこともできない」

　聞き耳を立てると「すーすー」という寝息が聞こえてくる。たしかに、死にかけていた時のカザクラはもっと呼吸が浅かった。

　胸をなでおろして海原に目を移す。陽が傾くと、彼方かなたから光が手前に伸びてきて、水平線へと続く白銀の道が生まれていた。夕日に輝くこの全てが水だなんてまだ信じられない。ポリタンク一杯の水で命を繫つないでいたことが馬鹿馬鹿しく思えるくらいだ。

（私はまだ、ここで生きる術を知らない）

　ラジオはフウが聞いた事もない言葉で淡いメロディを流し続けている。私にこの道具を使いこなす事が出来るだろうか。不安と信頼の入り混じった複雑な気持ちで、そっとスピーカーを一ひとなでした。




　現在フウ達が行く「トホ六番一九号線」はどちらかというと車通りが少ない道路だった。道路の端には雑草が伸び、誰かが捨てていった銃や鞄かばんが雨ざらしにされている。

「主要な道路は治安ええんやけど、国籍持ってないと使われへんからな」

　とのことらしい。サミヤ達が遅れたのも主要な道路を使うことができなかったからだとか。

　とはいえこちらの道路も走る分には問題ない。代わり映えのない道路に飽き始めているフウだったが、あるものを見つけて声を漏らす。

「え？」

　別の車線を見たことのない巨大な生物が歩いていた。大樹のように太い脚、ホースのような長い鼻に曲がった白い牙。全身から枝し垂だれのように生えた深緑の体毛。それは、黄金こがね色いろに降り注ぐ光の中で、まるで神の使いのように悠然と移動している。

　車を停とめると、ずん、と重い足音が路面に響いた。

「なんだあれ」

「ゾウや」

　ゾウ。ラジオドラマで聞いたことがある。

（へえ、ゾウって海に生息してるんだ）

「ゾウ」は二匹縦に並んで歩いていて、どちらも体に人を乗せていた。怪鳥への襲撃対策か、頭部に設置された対空機銃が勇ましく天を突いている。

　よく見れば、先頭を行くゾウはキャンピングカーを軽々と引いていた。

「行商人みたいやな。ハンバーガー売ってる」

「半婆がー？」

「この世で一番いつちやん美う味まい食い物や」

　ごくり、と喉が鳴った。サミヤと相談し、行商人を呼び止めて人数分のハンバーガーとドリンクを買う。

　渡された包み紙をめくると、湯気と共に肉とバターの香りが鼻び腔こうに広がった。フウは何も言わずかぶりつく。レタスのみずみずしい食感。溢あふれだす肉汁。甘いトマトソース。それらが一体となって舌の上を滑り落ちていく。拳二つ分ほどもあったハンバーガーをものの一分で全てを平らげ、恍こう惚こつの表情で天を仰いだ。

「うっま」

　アマクニにいた頃は殆ほとんど病院食だったので、こうした「ファストフード」なるものにはなかなか縁がなかった。流石さすがにゴトクテンで世話になった親爺おやじが作る料理には勝てなかったが、今まで食べたものの中ではベストテンに入る美う味まさだ。

「カザクラ？　ごはん、食べれる？」

　荷台の方からは言葉が返ってこない。シートの影に隠れて見えないので、覚醒しているのかも分からない。

「これ、カザクラの分だよ」

　荷台の方にハンバーガーを差し出す。反応はない。

「パンの間に何が挟まってると思う？　美お味いしいお肉だよ！」

　傷だらけの手がそれを鷲わし摑づかみにして引っ込んだ。

　もしゃもしゃもしゃ、ばりばりばり、ごくん。

　ケチャップ塗まみれの包み紙が、ぽーい、と返ってくる。

「ドリンクもあるけど」

　ストローのついた容器を差し出した。だけど、何もリアクションはない。

「甘いジュースだよ？」

　無反応。

「バナナ味」

　がし。ひゅっ。じゅるるるるるるる、ずずっ、ごろごろごろ。

　ぺーい。空の容器が飛んできた。

　フウは前を向いてサミヤの横顔を窺うかがう。

「食欲があるってことは大丈夫。臓器に致命傷はないと思われる」

　そうか。取りあえず命に別状がないのはいいことだ。バスターの口ぶりからして、絶妙に手加減されていたのかもしれない。

　日は落ち、世界は漆黒に染まった。朧おぼろの月明かりが海面に弾はずんで波が僅かに光っている。その儚はかない美しさに一旦は心を奪われるも、この下に得体のしれない生き物がいる事を思い出して恐怖に肩を強こわ張ばらせるフウだった。

　暫しばらくすると、黒々と波打つ海の上に建物と思おぼしき影がちらつき始める。

（アマクニで見た仏塔や寺院にそっくりだ）

　それは間違いなく何かしらの宗教施設だった建造物で、複雑に組まれた木材や荘そう厳ごんな瓦屋根にその名残がある。しかし風化が酷ひどく、瓦は崩れ落ち、建物の幾つかは大きく破損して炎に炙あぶられた跡があった。中には鋼鉄の砲台が寺の伽が藍らん洞どうより突出しているものもある。波と雨に晒さらされて原型を留とどめているのは、木材に特殊な加工が施されているからだろうか。今は人ならざる者の住すみ処かになっているようで、屋根に群れる大怪鳥の影が空の藍色に際きわ立だっていた。海面に突き刺さった柱には大量の貝が固着している。

　静せい謐ひつな美を月光の中に溶かして波に打たれる廃はい墟きよに、時の流れの残酷をそこはかとなく感じ取ってしまう。

「ここはもともと修行僧を数多く抱えとった宗教共同体や。七〇年くらい前、アマクニと連合軍の戦争に巻き込まれてな」

「それで、力及ばず滅びたと」

「いや、ちゃう」

「違うの？」

　蘭らんは口をへの字に曲げ、目を瞑つむる。

「北方連合軍に加担して戦乱はなんとか耐え忍んだけど、それを指導してた法王が三〇年前に往いんでもうてその座を巡って派閥争いが起きて」

「……こうなったと」

　強力な指導者がいないとそうなるのか。故郷を支配していた王も、フウの知らないところで権力闘争に腐心していたのだろうか。

　窓の外にはさらに異様な光景が広がっている。穏やかな波間に群生する無数の突起物。木製の長細い板で、表面には見慣れぬ文字が認したためめられている。それは剣山のように海原を覆い尽くしていた。

「ソトバやな」

「そとば？」

「死者を供く養ようする板や。先の戦乱で死んだ連中の数だけ建てたらしいよ」

「凄すごい数……」

　戦乱と共同体の規模を同時に感じさせる。

「風化措置を施してるから、あれでなかなか高価な代物らしい。一説にはあれを建てたせいで、金回りが厳しくなって内部対立が起きたとか」

　死者を弔う気持ちが組織を滅ぼす事になったとすれば、それはとても皮肉な話だ。窓の外を眺めていると、突然車が停車した。

「どうしたの？」

　サミヤが人差し指を前に向けた。そこには数台のジープが行く手を阻はばんでいる。ジープの表面には十字架のペイントや写実的な聖母の横顔が描かれていた。

「父ふ子し教きようやん」

「父ふ子し教きよう？」

「一つの神を崇あがめる宗教で、神のことを父と呼ぶことからその名がついたんや。かつては凄すさまじい数の信者を抱えてたらしいけど、その真意は定さだかではない、とかどうとか」

　ジープの屋根にはソトバで作った十字架が刺さっていて、白骨化した死体が張りつけにされている。

「なんか、どえらいモンが車の上にあるんだけど。あれ何？」

「……分からん。あんま深く考たアカンやつやろ」

　彼らはジーパンに半裸という出いで立たちで、その全身には見慣れぬ文字の墨が入っていた。全員が小銃もしくは針金を巻きつけたソトバで武装しており、その濁った眼めと相まってアウトロー独特の凄すご味みを醸かもし出だしている。どう見ても絶対ヤバイ奴やつらなので、フウは苦い顔をしていた。

「この辺りは連中みたいな小規模の勢力が縄張り持っとるんや。父ふ子し教きようはああ見えて穏便な方やからいきなり鉛玉飛ばしてくる事はない」

「分かった。なんとか説得してみる」

　フウは扉を開けて外に出た。

「悔い改めよ！　天の国は近づきたり！」

　誰かがそう叫ぶと「ぐへへ、アーメン」と誰かが続く。針金ソトバを肩にかついだ男が近づいてきた。

「使徒行伝第二八章！　この糞くそマムシに咬かまれた奴やつを見ろ！　海から逃れても神にぶち殺されるにきまってる！」

　などと限りなく誤り臭い聖典の解釈を突如述べた。

「てめえらはどうやって救済されたい？」

「救済？」

「父の子はかの湖を素足で渡った。異端者が渡るのは三さん途ずの川かわと聞いている」

「私はアマクニに行きたいだけなんだけど」

「何ゆえに」

「ゴトクテンのリリってのに追われてる」

　男の表情に僅かな変化があった。

「リリ・陽よう天てん！」「なんと」「かの律法学者の如ごとく醜悪な女」

（父ふ子し教きようにおいて自己中な富裕層は罪やねん）

　と蘭らんが耳打ちしてくれた。

「マムシに咬かまれた男は何の害も被こうむらなかった。成程、ここで貴様らを地獄に落とすのは筋が違うという訳だ」

　何だかよく分からないが、どうやら危害を加えるつもりはないようだ。

「だが、その話が本当であらば、なおの事アマクニに行くのは止めた方がいい」

「なんで？」

「連中の手下や機械兵士がアマクニに至る全ての道路に陣を張っている」

　やはり先に手が回っていたか。

「この辺りにも連中の手が及んで小こ競ぜり合あいの真っ最中だ」

「やってさ。その子の治療もあるし、どっか別の場所に逃げたほぉぅぅぅぅ伏せええええい！」

　突然フウは抱き付かれて地面に押し倒される。

「んむっ」

　夢のＣカップがフウの顔面を挟みこんだ。銃弾がソトバの十字架を白骨ごと微み塵じんに粉砕する。見れば、大型の白い輸送車が二台停とまり、その前に武装したゴトクテンの戦闘員がいた。

「異端者と脱走者には絶対たる静寂を！　絶対たる静寂を！　絶対たる静寂を!!」

「出やがったな、邪教徒集団！」

　だがすぐに父ふ子し教きようの信者たちも車を盾にして応戦する。二人は車の影に身を隠した。

「あいつら敵対してんの？」

「手繫つないでお遊戯してるように見えるか？」

「どっちも富裕層を敵視する思想なのに」

「教義は似てても崇拝する対象が違うと悪魔に見えるんや」

　武装では潔白の戦闘員が勝っているようで、信仰深き弾丸に何人かの父ふ子し教きよう信者が斃たおれた。その隙に道路脇の歩道から何人かの戦闘員が接近する。

「絶対たる静寂を！」

「キムラが殺やられた！」「おのれ邪教徒！」「粛清の弾丸を受けよ！」

　迎撃の銃弾が潔白の胸元を貫き、哀れな戦闘員は赤い血を流して海に落ちていく。

「溺れる邪教に藁わらはいらねえ！　風穴あけて魚の糞くそにでもなりやがれ！」

　幸い、潔白の戦闘員達は小さな宗教戦争にご執心でこちらに注意は向いていなかった。だが、道路が車で塞がれているのでこちらも逃げることはできない。

「機力仏像を出せ！　強制涅ね槃はんの時間だ！」

　潔白の戦闘員の一人が高らかに声を上げた。突如輸送車の天井が二つに割れたかと思うと、体高三メートルはあろうかという機械兵士が姿を現した。二本の長いアームに大口径の多砲塔連射式機関銃ミニガンを装備した大型の機械兵士で、四つの脚を地面に突き立て、節足動物のように移動している。

「行け！　機力仏像よ！　我等潔白の戦闘員の勇を天下地平に知らしめるがいい！」

『機力仏像・金剛型、戦闘遂行次元に到達。声紋コード一六に従い強制涅ね槃はんを執行します』

　回転式弾倉が獰どう猛もうたる鳴き声を上げる。乱れ咲く閃せん火か。夜を切り裂く銃声。幾千もの弾丸が車体の一つを貫いたかと思うと爆炎が迸ほとばしり、人の体とボンネットが高々と舞って暗黒の海に消える。

『敵生奪を確認。謹賀新年。満員御おん礼れい』

「んんんッ！　素晴らしい！　これこそが強制涅ね槃はん！　絶対たる静寂の極致ィ！」

　もう滅め茶ちや苦く茶ちやである。出来れば隙を見つけてここから退散したい。

　混迷を極める戦況。が──

　この事態はさらなる勢力の加入によって急変の一途をたどることになる。

　朧おぼろの月下には靄もやが立ち込めていた。朽ちた仏塔の間に大きな波が立つ。旗の靡なびく音が聞こえる。天上天下威風堂々。勇ましく野太い男の大合唱が波間を勇んで行進する。




　──我等叫ぶ　最ソ高ヴ評イ議エ会トの　潮に塗れた労働者

　──碇いかりを揚げて　銃を取れ　資本家どもの胸を撃て




（もう勘弁して。ただでさえクソややこしい状況なのに、これ以上変なの出てこないで！）

　フウの切実たる願望も空むなしく、巨大な戦艦が波を切りたてて姿を現した。月光に翻ひるがえる真紅の旗に髑どく髏ろが笑う。その下で交差する銛もりと銃は、抵抗と労働の象徴だろうか。船首には濁った月光を浴び仁王立ちするトレンチコートの巨漢。

「……労働主義者の海賊。通称クリムゾンパイレーツや」

　労働主義。フウの故郷にもいた、支配階級を打倒し労働者主体の国家を理想とする集団。まさかこっちで海賊になっていたとは。

「我が名は最高議長グレン・ハクザンである！」

　信じがたいことに、この男の声量は銃声と爆音を圧おして大海に響き渡った。

　グレン・ハクザンと名乗った男は、腰から上の筋肉が異様に発達していて肩幅は山の如ごとく広い。頭皮と顔の大半を覆う青白い体毛は、彼が改伝人種であることを風に靡なびいて主張した。

「階級闘争の雷いかずちをその身に受けよ！」

　右手を大きく振りかぶって投とう擲てきされた巨大な鎖付きの銛もりが、機械兵士の胸部を貫いた。

「ぬぅぅぅぅぅぅん！」

　鎖を引くと機体は爆散、無数の鉄てつ屑くずとなって猛炎を上げた。

「この銛もりの餌え食じきになりたい愚か者はどいつだ！　神かぁ！　仏かぁ！　資本家かッ!?」

　ゴトクテンの戦闘員達はどこかと連絡を取った後、仲間の死体を回収して速やかに撤退する。父ふ子し教きようの信者達も舌打ちを交えて早々と立ち去った。

　当然残ったフウ達にハクザンの注意は向かう。やたらと太い炎のような眉と、並々ならぬ意思を伴う灼しやく熱ねつの眼光。丸太のような右腕が上がったかと思うと甲かん板ぱんに薄着の男女が整列する。

　なんだなんだ、何が始まるんだ。

「この世は無法　資本の狂想」

　モノノ怪ケじみた声量でハクザンが叫ぶ。

「「「搾さく取しゆされるはあくなき労働！！！」」」

　船員が唱和する。

「我らは虎こ狼ろう　放つ咆ほう哮こう」「「「ブルジョワ飲み込む巨大な止揚！！！」」」

「羊の心」「「「獣に変えろ！」」」

「真紅の兵士よ」「「「月夜に吠ほえよ！」」」

「まだ見ぬ悲願！」「「「資本の彼岸！」」」

「剛体　解体　悪あしき国体！」ザン、ザン、ザン、と船員たちが靴底を轟ごうと踏み鳴らす。

「「「「我ら海洋労働共同体!!」」」」

　正直フウは疲れていたので何か具体的な感想を述べる気力すらなかった。

「とう！」

　ハクザンが船首から飛びあがり、重々しい着地音で一同の前に降り立った。

「……というわけなのだが」

（どういうわけです!?）

「察しの通り、労働者達の脱走の手引きをしたのは我々である」

　無論そのような事実を察した覚えはない。

「あの悪あしき資本家の魔の手から多くの同胞たちを匿かくまっている。件くだんの計画とは別件で逃走した者がいると聞き駆けつけた」

　ハクザンは青白い体毛に覆われた手を差し出した。

「よかろう。私と同じ思想コミユニストになれ」

　あまりにも唐突な勧誘オルグにフウはあんぐりと口を開けた。

「いや」「何な故ぜだッッ！」

　ハクザンはえげつない熱量で言葉を返してくる。へろへろな身でコレとまともに応対するのはある種の拷問と言わざるを得ない。取りあえず伝家の宝刀「ふんわり断る」を抜いて相手を刺激せずにこの場を収めた。

「……アマクニに行くのは難しいって聞いたんだけど」

「左様。連中はここら一帯の道路と稼か働どう橋を仕切り始めた。国家に属した人間以外は疑いの目を向けられ、反ゴトクテンと見なされた者には銃口が向かう」

「本来なら何日でアマクニに到着するの？」

「国有線なら二日、それ以外の小規模路線なら三日はかかる」

　三日か。流石さすがに長いな。

「我等は志こそ違えど互いに同じ敵を持つ身。また協力する日もあるだろう」

　とう、とハクザンは船首に飛び乗った。

「この辺でリリから身を隠せる場所ない？」

「八号線を直進してアマテラスに向かえ。あそこなら陽よう天てんといえど主だった活動はできない」

「アマテラス？」

「この辺りで一番巨大な共同体で、殆ほとんど国のような機能を持っている。もし我と同じようにリリを討つ志を抱くならば『ジャセンクツ』という組織を探せ！」

　発進！　そう叫ぶと戦艦は白波を突いて仏塔の合間に消えていった。

　世界の向こう側には、いろんな奴やつがいる。その事実を象徴するような人間だった。




　目が覚めると窓の外は朝日に焼けていた。波一つない海面は単一の朱に染まり、やがて空は静かに青ざめていく。

「サミヤ、朝まで運転ありがとうね」

「いい」

　後ろからは「すーすー」とカザクラの寝息が聞こえてくる。蘭らんは息を立てず、腕を組んで項うな垂だれるようにして眠っていた。

　宗教施設の廃はい墟きよはいつしか見えなくなり、代わりに海に突き出た岩石や小さな島が見え始めた。この辺一帯は小さな陸地が点在する島とう嶼しよ群である。アマテラスはこの島々に「跨またがる」海洋都市らしい。

（都市が跨またがる、ってどういうことなんだろう？）

　しばらく行くと「アマテラス20㎞」の標識と、『はじめてのアマテラス情報局』と書かれた看板が目に入った。真横にＭＨｚの単位があるので恐らくはラジオチャンネルなのだろう。

　イヤホンを耳につけ、チャンネルを合わせてみた。

『ＦＭラジオ、はじめてのアマテラス情報局ゥー。ちなみにこの放送は、録音だよ』

　銀色のスピーカーから聞こえるのは明るい女の声だ。

『そだね～。これから海上都市アマテラスに初めて来るよって人に向けて流してるんだよね』

　こちらはおっとり、のんびりとした喋しやべり方の女の声。

『で、今月のパーソナリティーはサンダークワイエットのヨコヤマと？』

『ボネットだよ～』

『さてさて、アマテラスはどんな都市なんだっけ。ネッちゃん』

『アマテラスはねぇ、色んな道路ががたっくさん集まって出来た共同体だよ～』

『流通の要衝、ってヤツだね！』

『とっても大きな都市だけど、なんとなんと国じゃないんよぉ～』

『ええ？　ってちょっとわざとらしいか。アマテラスは色んな国が活用する交通の要衝だから、みんなで管理しようねってなってるんだよねっ！』

『そんなアマテラスだけど、宿泊施設や娯楽施設もあるから気軽に立ち寄って欲しいな』

　太陽が高くなると空と海に鮮やかな青色がかかった。いつの間にか並走する道路が増え、それはいつしか大きな道路に吸収されていく。車通りは賑にぎやかになり、巨大なコンテナを背負ったトラックが目に付くようになった。

「お、もうぼちぼちか？」

　と蘭らんも目を覚ましたのでイヤホンを外して皆に聞こえるようにラジオの音量を上げた。

『さてさて、道路が広くなるとそろそろ見えてくる頃だよ』

『よっちゃん、私思い出した～。初めてアマテラスに来て、超びっくりした時のこと～』

『びっくりするよねぇ。海上都市、って聞いてアレは想像しないもんね』

『晴れてたら遠くに目を凝らしてみて？』

　フウは言われた通り遠くに目をやった。

　朝あさ靄もやの中に、建造物の輪郭がぼんやりと浮かび上がる。そのスケールに鳥肌がたった。

　世せ界かい樹じゆとでも形容できそうな柱。それを等間隔で海面に突き刺し、その上を「天井」が視界の端から端まで覆いかぶさっている。それは巨大な、あまりにも巨大な一本の道路だ。

『そう、アマテラスはね、都市でありながらおっきな一本の橋なんだよ』

『ぬぁんと幅一二〇メートル、片側九車線！』

『全長は特盛御おん礼れいの一〇〇〇〇〇じゆうまんメートル！　もう橋っていうか、別の何かだよね』

　橋という言葉は知っていたが、アマクニに来るまで歩道橋以外の橋を見たことはなく、アマクニに辿たどり着ついても川にかかった小さな橋を見たくらいだ。それらに比べるとこのアマテラスは感動的に巨大だ。フウは言葉を失い、興味の赴くまま窓に張り付いていた。

「うひぃ～初めて見るけど、これはえげつないデカさやなぁ……」

　蘭らんは猫目を見開き、耳をピョンとおっ立てて感嘆の息を漏らす。

　アマテラスの真下には港や人工島があって、そこに船が停泊している。恐らくここで行われている経済活動の規模も凄すさまじい筈はずだ。

　橋に近づくと車の量はさらに増えた。それでも渋滞を起こすことなく、スムーズに流れている。検問所でのやりとりも滞りなく済み、その後あと車は巨大な木製の門をくぐった。

「なんだあれ」

「トリイや。神様が住んどる世界への入り口を意味するんやよ～」

　ラジオの情報通り片側九車線、幅一〇〇メートルを超える道路が橋の上に広がっていた。

「これ、車はどこに置いたらいいのかな」

「あそこに駐車場の標識が見える」

　標識の案内に従って端の車線に移動すると、道路は歩道を飛び越えるように脇道に逸それ、海に向かって傾斜を作っていた。そのまま下に降りて行くとその先に広々とした人工島がある。その殆ほとんどが駐車スペースで見渡す限り車がずらりと並んでいった。サミヤが車を停とめるとロック板の作動する音が聞こえる。

「降りて」

　カザクラを起こして外に出る。海の香りに乗って、水面が騒ざわめく音が聞こえた。カザクラは生まれたばかりの哺乳類のような足取りだったので、見かねた蘭らんが彼女を背負って移動した。四人と一羽わは人工島北側の桟橋を渡って、巨大な橋の真下に行く。

「うはぁ……」

　見上げれば空が無かった。頭上を覆うのは鋼鉄の天蓋で、複雑に組まれた鉄骨が空へと飛び立つ視線を遮っている。

　丸い橋脚はもはや壁のように広く、そこに波がぶつかっては白く弾はじけていた。人と同じ大きさの貝が根元に張り付き、海水が触れる瞬間に触角を伸ばしている。浮かんだ船の残骸の上に黒毛の水鳥が羽を休めていた。

「ピィ？」

「なにアサの親戚なの？」

　アサは黒い瞳でフウをまじまじと見ている。

「んなわけないよね。カザクラはどう思う？」

「……え？　……うん」

　蘭らんの背中に頰を寄せ、浮かない表情で水平線の彼方かなたを見ていた。一応受け答えはできるようにはなったのだが、回復にはまだしばらく時間がかかりそうだ。

　一同は橋脚に設置された昇降機に乗り込んだ。所々塗装が剝げ落ちたオレンジ色の昇降機で、乗ると金網床エキスパンダーメタルがしゃんしゃんと音を立てる。人の落下を防ぐものは低い手すり以外にない。昇降機の管理人と思おぼしき中年の男がだるそうに声を出す。

「うーし、全員乗ったかぁ。落ちたら多分死ぬからおとなしくしといてくれよな」

　昇降機が作動すると海面が遠くなっていく。そして橋の裏がどんどんと近づいてきた。鉄骨の間に作られた歩道を歩く人。敷き詰められた木製の床板に空いた穴から顔を出す者。身体からだにワイヤーを括くくりつけて何かを点検する整備員。橋の裏に吊つられたたくさんの洗濯物。アマテラスで生活する人の息遣いが聞こえてきそうだ。

『さあ、そろそろ到着したんじゃない？』

『多分ね～。じゃあ～いくよ。せーの』

　ラジオから聞こえる快活な声が、青い海原に解き放たれた。

『『ようこそ！　海上都市アマテラスへ！』』




　アマテラスには人々の生活を支える施設があらかた揃そろっている。負傷したカザクラは医療施設で一夜を過ごす事になった。フウ達は観光案内所に足を運び、紹介された長期滞在用の宿泊地へと向かう。

　通常大きな橋は道路の下に広大な空間がある。両側は鉄骨、中央には整備用の広い床が敷かれ、この世のどんな建築物よりも広くて長い廊下となっていた。アマテラスのそれは家どころか集合住宅地が幾つも並んで入るほどの規模だ。そして実際そこに居住区を作ってしまったのがアマテラスという都市らしい。

『この橋は最初人が住む予定は無かったんだって』

『へぇ～』

『でも、この辺りの島の人が工事現場の作業員相手に商売を始めたんだって。その人達がいつしか橋に住み着くようになって、いつしか一つの国みたくなったんだよ』

『へぇ～』

『ちゃんと聞いてる？』『へぇ～』

『聞けよ！　……で、その人たち、なんと道路の下の空間に建物を作ったの。そして橋の中に大都市が出来たんだよ』

『子供心あるねぇ～』

『特にジャンクエリアはカオスだよぉ』

『どうカオスなの？』

『ここは住宅の規制が殆ほとんど無いから、いろんなものを建て放題ってわけ』

『じゃあ、ヨっちゃんとのラブラブ記念碑も』

『建ちません。建たせません』

　ジャンクエリアはその名の通り、周辺の海域で回収された廃材や金属を再利用して作られた区画で、一言で表せば「無秩序」である。無謀な建て増しが繰り返され、居住区は橋の下や側面からはみ出し、中は迷路のようになっていた。フウの住まう貸し部屋「不知火しらぬい亭」も無秩序建築物の一つで、橋の側面に突き刺さった旅客機の尾翼が目印だ。赤茶けた錆さびの中に銀色を残す尾翼。その先端には海鳥が巣を作っている。

　バードストライクが原因でここに墜落した旅客機を解体して、宿泊施設を作ったらしい。

　旅客機からもぎ取ったアルミ製の外装、それをくり抜いて木製の扉を当てはめていた。扉には「六号室」とペンキで殴り書きされている。

「よく飛行機を解体して家を建てよう、って気になったよね」

「航空機に用いられるアルミは腐食に強い」

　サミヤが淡々と答えた。意外と理に適かなっているのか。

　扉を開けると、フローリングの細長い廊下が奥に伸びていた。

「おぉ、綺き麗れいだねサミヤ！」

「内装はしっかりしている」

　進むと、リビングとキッチンがあった。広さは三メートル四方くらいで、中央に居座ったテーブルのせいでかなり狭く感じる。

「どうもここから他の部屋に繫つながってるみたいだね」

「部屋割りを決めたら、今日は早めに休もう」

「うん。もう私くたくた」

　フウは地べたに座り込んだ。サミヤも少しふらつき気味の足取りで壁にもたれかかる。よく考えれば数日寝ずに車を運転していたのだから、疲れているのも無理はない。

「一応これからの動きについてだけ聞いておきたい」

「まずはカザクラが帰ってくるまでここで待機。その後の動きはまだ考えてない」




「考える必要はない。お前に自由なんか無いんやからな」




　喉に冷たい感触が当たる。あてがわれたのは銀色の刃やいば。冷ややかな戦慄が背筋を駆け上がる。

「動くな」

　蘭らんの唸うなるような声と吐息がフウの耳にかかった。声には力強い芯が通い、今までのおどけた様子は微み塵じんも見せない。機械兵士を一刀で仕留めた時のような凄すごみがある。

（この雰囲気、さっきとまるで別人じゃない。今までの振る舞いは演技だったのか）

　最も早はや二人に抗あらがう術すべはなく、サミヤは両手を上げて無抵抗の意思を表していた。

「あの厄介なお嬢ちゃんが離れてくれるとはな。ウチにも運気が回って来たってもんや」

　しまった。蘭らんは協力者ではあるが目的が不明瞭なままだった。彼女の助力無しではここまで辿たどり着つけなかった事を考えれば、フウに成すすべは無かったのだが。

「あなた、一体」

　先まずは目的と立場を明らかにしなくてはならない。

「外苑情報員、紫し荘しよう蘭らん。所属チオウ第一行動神隊」

　降って湧いたような単語に意表を突かれて一瞬思考が止まった。

「チオウ？」

　それはフウの故郷であり、全ての民衆を権力で支配していた独裁国家。国外への逃亡は試みるだけで殺される。つまり、それをやり遂げたフウは大罪人である。戻れば待っているのは間違いなく死だ。しかも第一行動神隊といえば、王直属の戦闘部隊じゃないか。王の息がかかった人物が直接フウを連れ戻しに来るのは予想外だった。

　心臓が、胸を突き破らんばかりに高鳴っている。

「お前さんを傷つけたくはない。頼むから抵抗せんといてや」

「最初から私が目当てだったの？」

「ご名答。上からの命令でな。お前さんを本国に送還するのがウチの仕事や」

　それが本当ならば相当な忠誠心の持ち主だ。任務とはいえ、命の危険を冒してまでゴトクテンに忍び込んだのだから。

「まあ、イレギュラーも多々あったけど、最後はウチの都合のええように転がったわ」

　フウの焦あせりは強くなった。チオウ出身であればなおさら説得は難しい。しかも、ここで動いたということは、リリの包囲網を抜けてフウを本国チオウまで連れていく算段があるということだろう。

「で、私をどうやってチオウまで連れていくつもりなの」

　苦し紛れに絞り出した問いが沈黙を生む。

　部屋の外で、潮風が一ひと薙なぎするほどの間があった。




「あ……」




　ぽかんとあいた口から洩もれた間抜けな声が全てだった。視線を蘭らんの顔にやると、額から汗を流して目を見開いている。

「いやいやいや、その、あれや、えっと、」

　もう、見ていてかわいそうになるくらいの狼ろう狽ばいぶりだった。まさかノープランだとは。

　今の今まで厳戒モードだったサミヤも珍しく眉をハの字にして呆あきれていた。

「あああああああぁ！」

　頭を抱えて情けない声を出す。どうするのかと見ていたら刀を放り出し、部屋の隅までトコトコ歩き、膝を抱えてめそめそ泣きだした。細長い猫耳が互い違いに前後する。ぴょこぴょこ。

「うぅ……、捕まえた後の事なんも考えてなかった」

（それは考えておこうよ……）

　ぽ、ポンコツすぎる。敵とはいえあまりのポンコツぶりに同情の念すら湧いてくる。

「私からこんなこと言うのはなんだけど、お互い迂う闊かつにここから動けないんだからそんなに落ち込まなくてもいいんじゃない？」

「喧やーしい！　お前の同情なんかいるかい！」

　すっくと立ち上がると人差し指をフウに向けて高らかに声を上げた。

「いつか絶対に自力で拉致ったるからな！」

　などと啖たん呵かを切って勢いよく部屋から飛び出した。

「なんか、ヨミとは真反対の人間だね」

「仕事慣れしていないのかもしれない」

「サミヤ、外がい苑えん情報部隊って知ってる？」

「知らない。恐らくチオウでも独立性の高い部署だと思われる」

　チオウの警察だったサミヤが知らないとなれば、よほど秘匿性の高い部署なのだろう。

「でも、またあの人は私達の前に現れるよね」

　遅くても一週間以内、早ければ明日かもしれない。だが、このフウの予想は見事に外れることになる。ドアチャイムが鳴って外に出れば、半泣きになった蘭らんが気まずそうに立っていた。

（六秒だったかぁ）

　律りち儀ぎにドアチャイム鳴らすところが間抜けというかなんというか。

「よう考えたら、ずっと一緒におった方が逃げられる心配ないかな、って」

「同居する気なの？」

　まさかあれだけ勢いよく啖たん呵かを切って一瞬で戻って来るとは思わなかった。フウは肩を落としてジトっとした目つきで呆あきれている。

「同居違う。人質や！　ちょっとでも変な動きあったら殺す！　ぜったい殺す！」

　子どものような脅し文句である。

「はいはい」と適当にあしらうと

「もっと危機感もてや！」

　こんな感じで怒るので、「面倒くさい奴やつだな」とフウは思った。




　取りあえず蘭らんは「大人しくしてたら危害は加えない」と言ったので一旦この件は落着した。

「サミヤ、食料の買い出し行ってくれる？」

「分かった。お肉買ってもいい？」

「もちろん！　私は蘭らんと今後の事について話し合うから」

　サミヤは蘭らんに一いち瞥べつをくれたが、下手に刺激しない方がいいと考えたのか、何も言わずに出かけた。

「ねえ、ちょっと外の空気吸わない？　これからの事についても話しておきたいし」

「逃げるんちゃうやろな」

「カザクラやサミヤを置いて逃げないよ」

「それもそうか。ウチも煙モ草クで潮風しばきたいし、丁度ええわ」

　潮風をしばくという意味は全く分からなかったが、取りあえず首は縦に振ってくれた。

　不知火しらぬい亭から外に出てすぐの所にある、海に面した通路で二人は向かい合う。蘭らんは湿気を含んだ潮風に髪を流し、少し儚はかなげなネコ目でフウを見つめている。

「本当に私を連れていくつもりなの？」

「それが上の命令や」

　曇った顔を風に流された髪が遮った。チオウが送り込んだエージェント、と聞いても実の所フウに敵意めいたものは無かった。

（なんというか、ヨミのような嫌な感じはしない）

　さっきまで刃やいばを向けられていたのに、不思議と警戒を解いてしまいそうになる、そんな親しみ易やすさがあった。ふと、気になった事が口をついて出る。

「ねえ、蘭らんって本当にあの国の人間なの？」

　彼女は市民とも、体制側の人間とも雰囲気が違う。

「違う。出身はホクガンや。外で動くには、他国で生まれた奴やつの方が都合ええからな」

「そうか、国民の殆ほとんどは国外で働けないから」

　チオウは「チオウ以外の国は滅びた」という神話で成り立っている。なので、大物の官僚や王家の人間でもなければ、外の世界がある事すら知らない。当然、国外で働ける人間は限られてくる。

「でも、国外の人間なのにどうしてチオウにそこまで肩入れするの？」

　そのはかなげな視線はフウから外れ、静々と横たわる水平線へと向かう。

「恩や」

「恩？」

「ウチがホクガンで処刑されそうになった時、命助けてくれたのが今の王様や」

　ジャケットの胸ポケットから煙草たばこを一本出して口に咥くわえた。厳いかつい表意文字と龍の絵がプリントされた黄おう燐りんマッチを取り出し、器用に片手で火を灯ともしてタバコの先端に近づける。瞼まぶたを優しく細めて右手で風防を付ける時の顔は、どことなく繊細な色気を帯びていた。

　蘭らんは遠い目で煙を吐き、独りごちるように言葉を紡つむぐ。

「何やらせても中ちゆう途と半はん端ぱなウチが筋を通さんようになったら終わりやねん」

　彼女は宗教的な崇拝じゃなく、個人への忠誠で動いている。

（味方の事を決して裏切らないタイプ、か）

　義は通す。腕っぷしは申し分ない。カザクラとも仲良くやれそうだ。これから待ち受けている苦難に立ち向かう時、蘭らんが居てくれればどれほど心強いか。

（なんとかして味方に出来ないだろうか）

　チオウの手先という壁を考慮しても、試す価値は十分にある。

「そういうわけで、ウチは王様を裏切ることはできひん」

「多分、私が蘭らんに拉致されたって聞いたら、カザクラは死にもの狂いで追いかけてくるよ？」

「だから今本国に問い合わせて脱出ルートを手配してもらってるとこや」

「あの内向的な国が、国の外でそんな手て際ぎわよく動けるかな」

「痛いトコ突くなや」

　とはいえ、手詰まりになったら多少無茶をしてでも包囲網からの早期脱出を優先しそうである。そうなれば、カザクラと蘭らんの戦いが始まってしまう。先まずは停戦協定を結んで、緩やかな協力体制を作っておきたい。

「私から提案があるんだけど」

「提案？」

「ここは一旦お互いの立場を忘れて協力しない？」

「問題を棚上げにするってことか？」

「そう。私は蘭らんから逃げない。蘭らんは私たちを連れて行かない」

「二人の敵は共通。だから今は仲良しこよしって事か」

　うぬぅ、と困った様子の蘭らん。耳がぴこぴこ上下し、遅れて顔が上がる。

「分かった。ただし、サミヤかお前、どっちか一人はウチの側そばにおること。これが絶対条件。何かあったら、ウチの指示には従うこと。それでどうや」

「うん。ありがとう」

「そんな真まっ直すぐな目で礼をするなや。調子狂うわ」

　蘭らんはバツが悪そうに頭を搔かいた。

「あくまでもウチらは敵同士やからな！　なれ合うつもりはないで」

　勢いよく言葉を発した後、大きくため息をついて肩を落とす。

「でも今日は疲れた。一緒に風ふ呂ろでも行こか」

「うん」

　幸い二人にはリリを倒すという共通の目的がある。この協力関係を通じて仲を深めていこう。

（チオウで働いていたサミヤと組ませるのも面白いかも）

　夕刻、ヒダのように並んだ雲が、後背の夕ゆう陽ひを受けて熱した鉄のように赤く色づいていた。橋は茜あかねに浸され複雑な鉄骨がモザイクアートのような影を至る所に作っている。浄化された生活排水は橋脚のパイプを下り、水面付近の水力発電を動かし新たな電力を生む。水車の回る音が潮風の歌声に混じる、優しい夕方だった。




　隠いん道どう会かい──ゴトクテン、会議室。

　室内の長机には各部署の責任者が顔を連ねていた。その奥にリリが椅子に片膝をついて座っている。その後ろの壁にバスターの姿があった。ゴトクテンの構成員でない彼は部外者的な立ち位置で会議を眺めていたが、その怪物染じみた存在感は消しようがない。

　ゴトクテンは隠いん道どう会かいでも金と人材の確保をする役割を担になっていた。一方でバスター率いるウパニシャドは改伝人種による武力の増強を目的とする。ウパニシャドとゴトクテンは同格で、バスターにゴトクテンに意見をする権限はない。

　リリは会議室の椅子に座って部下の報告を聞いている。いつものブリっ気はなく、真剣な眼まな差ざしで部下の報告に耳を傾けていた。

「計六三名の囚人が脱走。内、一〇人を捕縛。一八人を射殺しました」

「一〇人か、少ないな」

　鋭い声。そこに付するのは怒りよりももっと冷徹な感情だ。

「腐っても訓練を受けた戦闘員だ。この数は少なすぎる。周到に練られた計画、それもかなりデカい組織が関与してるな」

「作戦部の分析班によりますと、首謀者はクリムゾンパイレーツのようです」

「あのコミュ症ども、遂ついに一線越えやがったな。サクマ・フウはどうした」

　報告者の表情が一瞬曇った。

「バスターさんと接触した後、アマテラスの方角に向かった模様です」

　その報告を聞いたリリは能面のように表情を殺してバスターを睨ねめ付つけた。

「答えろバスター。お前が奴やつらを逃がしたのか？」

　空気が張り詰める。バスターはまるで微そよ風かぜでも吹いたように泰然と殺気を受け止めていた。

「我は我の目的を達したまで」

　リリは回転弾倉拳銃リボルバーを抜いた。

「拳こん銃なんじゃお前は殺せない。知ってるさ。これは抗議の意味だ。分かるか？　百の言葉を超えるアタシの怒りが引き金に表象したんだ」

「ナユメは我が目的に利する。そして恐らくあの砂漠渡りも。奴やつらの発展はシステムを破壊するに一役を買う」

　リリは犬歯のような牙を覗のぞかせ冷ややかに言葉を射る。

「……テメエの理屈なんぞ知るか。アイツらが外に出たことで、他の労働者どもはどう思う？」

　──もしかしたら俺も脱走できる。

「あのフウをとっ捕まえて処刑すれば、そんな希望は木こつ端ぱ微み塵じんに出来た。その千載一遇のチャンスをテメエは踏みつぶしたってのか」

「至当」

「……なあ、何な故ぜ私はこのゴトクテンの秩序に拘こだわる？」

「殺人快楽」に溺れ、人々から恐れられ軽蔑された元資本家。住む場所を無くして大洋を放浪していたその女の前に、バスターと名乗る男がふらり現れこう言った。

　──我と同格の権利を与える。そして、溢あふれんばかりの富を実らせろ。

「そう、お前が望んだからだ。ゴトクテンを作り、大量の資金をお前に貢みついだ。だがお前はその秩序の崩壊に手を貸した。これは何の冗談だ？

　アタシはアイツらを殺す。お前はアイツらを活いかす。

　こんな矛盾は存在しちゃいけないんだ」

　リリはその銃口を自分の蟀こめ谷かみに当てた。

　ゴトクテンの部長たちは騒然として立ち上がる。

「今から私は自分の意思を通す」

　隠いん道どう会かいの幹部は対立した場合に、揉もめ事ごとを解決する方法を予あらかじめ用意している。リリとバスターの間で交わされた取り決め。

　それは賭け。どうしても譲れない事がある場合は、取り返しのつかないものを差し出す。それを失うか。意思を通すか。その賭けをする。賭けに勝てば我わが儘ままを通せる。賭けに負ければ大切な何かを失う。リリが差し出したものは自分の生命だった。

「弱者ってのは便利だよな。簡単に命をベット出来るんだからよ」

　薬室は六つ。弾は三発。確率は五割。それがリリの見せた覚悟の重さだ。

　一秒の躊ちゆう躇ちよも無かった。人差し指は試し打ちのような軽さで引き金を引く。撃鉄が雷管を叩たたいてマズルフラッシュと銃声がはじけ飛んだ。

　飛び散った鮮血に誰もが息を吞のむ。

　リリは頭から血を流してカーペットの上に横たわる。

　音が沈んで黙となった。災害は他人の死に動じない。それが自分の死に対しても同じことを、誰もが思い知ったのだ。

「なぁ」

　力のない女の声に皆みなが肩を竦すくませる。

「この場合は、どうなるんだ」

　血まみれの顔に飢が狼ろうのような眼光が点灯した。

「かっこわりぃ。ロシアンルーレットの練習でもしときゃよかったぜ」

　彼女は改伝人種でもサイボーグでもない。生身の人間だ。なのに生きているのは、当たり所が悪かった、としか言いようが無かった。

　リリはたたらを踏みながら立ち上がり、もう一回蟀こめ谷かみに銃口を当てた。

「……やり直しだ。クソッタレ」

　銃口を銃床に押し付け、痛みに顔を歪ゆがませながら真紅に濡ぬれた人差し指を引き金にかけた。

　やはり躊ちゆう躇ちよはなかった。

　二度目の銃声。

　見ていた者の喉を固かた唾ずの塊が落ちていく。

　死んだ。誰もがそう思った。だが、リリは立っている。

　拳銃はバスターの手の中にあった。

「我は以後、其方には口出しせぬ。あの女子を二人殺あやめようとな」

　人間軍事力は出口へと向かった。途中、ふと、バスターは、入口付近で足を止める。




「鴉からす……」




　バスターが部屋の隅に視線を放つと、暗がりからカラスのような面を着けた男が現れた。その不気味な出いで立たちの男は異様な存在感を放ってそこにいる。

　名を九キユウ獏バク肋ロク。リリが行使しうる戦力で、最も強大な一個人。

「何なに故ゆえ、雇用主たる陽よう天てんが死にかけているのに動かぬ」

「私の仕事は、彼あ奴やつを他なる者の凶牙から守護すること。自らの意思で命を危機に晒さらす場合は動く道理がない」

　九キユウ獏バク肋ロクの任務はリリの敵を排除することだ。彼女の自害を止めるのは本人的に筋が通らないらしい。

「──所詮は傭よう兵へいか」

　何を思ったかバスターは九キユウ獏バク肋ロク目がけて強烈な蹴りを放った。衝撃に床が揺れ、観葉植物の枝葉が風圧に騒ざわめき躍る。屈強な偉丈夫であっても粉砕必至の攻撃。だが、九キユウ獏バク肋ロクはバスターの一撃を一本のチェーンソーで受け止めていた。

「敵意を向けるのは構わぬが、我が刃やいばは人間軍事力の命にも届きうる。その理ことわりを心しんの臓に刻み込んでおけ」

　一瞬空気が張り詰めた。

「斬撃戦車が実力は相変わらず、か」

「私の腕は錆さび知らず。かような茶番を演じるまでもない」

　言いながら九キユウ獏バク肋ロクはチェーンソーを肩に担かついだ。

「本気で戦いたいなら相手になるぞ」

「──止めておこう。汝じよ君くんと武ぶを交えれば互いに痛手となる」

　そう言ってバスターは退室し、空気は緩和へと向かった。

　バスターと入れ違いになるように、医療スタッフが入室してくる。リリの肌は失血で白くなっていたが、駆け寄る医者を右手で制した。

「作戦部長」

　頰の瘦こけた初老の男が歩み寄って来る。ゴトクテンが大規模な戦闘を行う時に、作戦の立案やリリの補佐や各部署との調整を任されるのが作戦部長だ。

「これで懸け念ねんは無くなった。堂々とアマテラスへの恫どう喝かつが出来るぞ」

「分かった。例のメッセージを流すよう命令を出す」

「あ、諸外国への根回しは忘れるなよ」

「抜かりない」

　男は表情を崩さぬまま退室する。リリは鮮血に塗れた顔に狂気の笑みを滲にじませた。

「これで面白くなる。きっと面白くなる。さあ、青い海を鮮血で染めてやろうじゃねえか」
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　朝、日が出る少し前にフウは目を覚ました。ベッドの上から足を下ろして、新たな自室を見渡した。空調はついているし、白い壁紙には清潔感がある。ただ、足を伸ばせば壁を蹴ってしまう程部屋は狭く、立てば頭をぶつける程天井は低い。全体的な広さはゴトクテン、最下層の独房以下だ。

（うん。なんか落ち着く狭さだ）

　部屋の扉を開けると細長い通路がある。床は板張りで、足を下ろせばギイと音を立てた。所々床板が剝がれて遥はるか下に波打つ海面が見える。寝ぼけてうっかり足を踏み外せば……そう考えると恐怖で眠気が薄れていった。

　リビングを通り、玄関から不知火しらぬい亭の外に出る。世界はまだ暗く、空気は冷たい。鋼板や木板で造られた通路の壁に朝露が出来ていた。街灯の光を含みながら壁を伝う雫しずくはまるで宝石が流した涙のようだ。

　しばらく進むと左側の壁が無くなって海が見えた。大洋はまだ深い紺色で、一抹の微光もない。流れてくる小さざ波なみの音を鼓膜に漂わせながら、通路を進んでいく。

　バチ、と電光が弾はじける音に足を止める。見れば通路に設置された殺虫灯とうが音を立て、その下に羽虫が遺骸の山を築いていた。橋脚から上がってきた「ヤシガニ」とかいう甲殻類が羽虫の死骸に群がっている。

（うわあ、美お味いしくなさそう）

　故郷にいたサソリが美お味いしくなかったので、甲殻系の生き物にあまりいいイメージはない。

　そこから暫しばらく歩くと、今度は小さな自販機が潮風にもたれ掛かっていた。自販機は遠い小さざ波なみの音の中で、ぼんやりとした光を暗がりに滲にじませる。ガラスはセピア濃く曇っていて、一見どんな商品があるのか分からない。でもよくよく見ると、油性のインクで「オレンジジュース」と商品名が書かれていた。

（ジュース売ってる自販機って珍しいなぁ）

　チオウでは飲み物の自販機など大企業のオフィスにしか無かった。しかも、缶ジュース一本の値段は一日分の食料に匹敵する。こっちの缶ジュースは子どもの小遣いでも余裕で買えるほどの値段だった。

（需要と供給、か。これだけ水があるから、ジュースも安くなるのかな？）

　自販機の横には瘦せた男と、膝丈程の高さの多脚機械労働者ロボツトがいた。

『日の出まであと六分。ハヨセイヤ！』

　無人機は背面に搭載された収納箱から缶を見せて男に発破をかける。男は吞のん気きなもので、タバコを吸いながらマイペースに缶を補充していった。何を思ったのか缶の一つを手に取って、フウの方に放り投げる。

「熱っ」

　お手玉をしながら缶と手の間に衣服の裾をかまして受け取った。缶には「コンソメスープ」と書かれている。

「お前さんよそ者だろ？　俺からの入居祝いだ。とっときな」

『規則違反！　マゴウ事なき規則違反！』

「うるせえ。粋いきも分からねえのか、このポンコツ」

　機械と喧けん嘩かをする男にペコリと一礼をして先を急ぐ。

　フウは通路の突き当たりにあった鉄の階段を駆け上がった。早朝だというのに車通りは多い。幅百二十メートルは伊だ達てではなく、目を凝らさないと反対側の歩道にいる人がよく見えなかった。道路にかかった歩道橋を渡ると、下から猛烈な風が吹く。見下ろせば中央分離帯に敷かれた金網の奥で巨大な換気扇が回っていた。アマテラスツーリズム曰いわく『橋の下に潜り込んだ風を逃がすための装置だよぉ』とのことらしい。

　道路の反対側に移動したフウは手すりに身を乗り出し、東に目をやった。海は、空との境を暁ぎよう闇あんに溶かして藍一色に染まっている。

　暫しばらくすると藍色が褪あせ、水平に黄金色の線を引いた。それは徐々に紅を帯び、やがて空と海の境が露あらわになる。眩まばゆい輝点が遥はるか彼方かなたに生まれると海原が金色に燃え上がった。

　世界の輪郭が、澄んだ空気の中に浮かび上がる。巨大な橋を、波を、船を、そして歩道で一人、目を輝かせる少女を。

　暁は世界を朱に染め上げながら音も無く水平線と別れた。何度も戯たわむれたはずの朝に、フウはため息が出るほどの感動を覚えて立ち尽くす。

　──ここには自由があった。憎たらしく、無慈悲で、残酷で、美しい自由が。

「カザクラにも見せてあげたいな」

　ふと、隣に誰もいない事に寂しさを覚えた。彼女の声が恋しくなる。

「先まずはあの子を迎えにいかないと」

　そして太陽と別れを告げるように踵きびすを返かえして家路についた。




　カザクラは「命に別状なし」と診断されて退院となった。

　少女が二人、道路脇の歩道を通って不知火しらぬい亭への家路を行く。

「致命傷が無くて良かったね。普通に生活してても数日で完治するって」

「うん」

　カザクラの力強い眼まな差ざしは白んだ水平線へと向かっている。声にも張りがある。だけど、何かを思いつめているのは直すぐに分かった。

「お医者さんが言ってたんだけどね、えっと……」

　──言語に翼を、思考を空へ。

　自分の言葉で上う手まく説明出来なかったのか、カザクラは言語能力が上昇する補助人工知能を起動した。

「サイボーグは医療行為の延長線上だそうです」

「医療行為？　そんなに強いのに？」

「高価なパーツを沢山使っているサイボーグは誘拐されやすいそうです。だから、自衛のために武装するにようになりました。補助人工知能に搭載されている武闘解釈理論も同じです」

「それって最初は武装すらしていなかったって事だよね」

「ええ。もともとサイボーグは、病気や事故が原因で、自身の肉体では生命維持が困難になった人のための技術だったようです」

「という事は、カザクラも事故や病気でサイボーグになったのかな？」

「その可能性は高いと思われます」

「たしか、改伝人種は戦闘用に開発された技術だったっけ」

　カザクラがフウに見せた首肯はとても重々しい。

「改伝人種は、一般人が筋力トレーニングで強くなるような感覚で成長していきます。その限界はサイボーグの平均的な力を遥はるかに超えると、主治医は言ってました」

　確かに、蘭らんもバスターも、耐久力や瞬発力においてカザクラを上回っている。

「Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｓ、階級が上がるにつれてサイボーグの割合は減っていきます。上位十人からなる数字持ちにはサイボーグがたったの一人しかいません」

　それは、カザクラとバスターの間に努力や才覚では超えようの無い渓谷が横たわっていることを意味している。

「一分だけ、供給される酸素濃度を高めて身体能力を上げる裏技も教えていただきました。ですが、強い相手には焼け石に水だそうです」

　たしかに、もしそれで改伝人種に勝てるなら、サイボーグは皆その方法を使っている筈はずだ。

「お医者さんは改伝人種を超えようとしたサイボーグは長生きできないと言いました」

　カザクラは目を細めて、雲一つない空を憎々し気に見つめた。

「それでも、私は強くなりたい。でないと、私はマスターの傍そばにいる意味がないから」

　その言葉を聞いた途端、悲痛の風が胸の裏に吹いた。自分を守るために、彼女は強くなろうとしている。なのに、自分は何もしてあげる事ができない。

　傍そばにいる意味がないのは、フウだって同じなのだ。

　その後、会話のないまま歩道を歩いていると、サミヤが息を切らして走ってきた。

「どうしたの？」

「リリに動きがあった」

「なんや剣けん吞のんな感じになってきたぞ。今すぐラジオかけてみ」

　と蘭らんもすぐ後ろから駆けつける。剣けん吞のんな、と言う割には右手にコーヒーの缶を持っているが。

　フウは三人を周りに集めて首にかかったラジオの電源を入れる。

『ハッロー、人権足りてるぅ？』

　底抜けに明るく邪悪な声が風の音を塗りつぶした。

『アマテラスの皆、この短波帯はリリちゃんが乗っ取ったよ！

　今回の脱走事件でリリちゃん堪かん忍にん袋ぶくろが海の果てまで吹き飛んじゃった。血管にガソリンぶち込んだみたいに怒りで顔が真っ赤っか！　てことで、その首謀者のクリムゾンパイレーツとぉ、それを裏で支援してるアマテラスの人達にキツめのお仕置きをしちゃおうと思います。今、具体的にどうするか作戦を練り練りしてるから、心のチャンネルはそのままで！』

　スピーカーの向こうで息を大きく吸う音があった。

『それとな、』

　野郎顔負けのドス声でスピーカーから殺意を滲にじませる。

『デザートランナーのサクマ・フウ、コイツは世界の果てまで追い詰めてもぶち殺す』

　名指しで来たか。予想は出来ていたが、ここまで大胆に殺害宣言をされるとは。

「ほんま、災難やな、君じぶん」

　部屋の隅にいた蘭らんが「他ひ人とごとニコニコ顔」で缶コーヒーに口をつけた。

『それとデザートランナーに協力した奴やつらも一人残らず殺す。特に、脱走の手助けをした獣けもの臭くせぇ女！』

「ぶっ」

　盛大にコーヒーをぶちまけたが三人は流石さすがの反射神経で見事に飛ひ沫まつを回避する。

『貴様も同罪、いや、それ以上の重罪だ！　テメエはズタボロに切り刻んでアマテラスの鳥居に七日間吊つるすから覚悟しろ』

「なんでや！　たしかに、職員ぶちのめしたり、クリムゾンパイレーツにゴトクテンの地図を横流しして脱走の機運高めまくったり、色々工作しまくったけどさぁ！」

（多分普通の国でも重罪になると思う）

『アマテラスへの攻撃は二ヵ月後を予定している。そのどデカい橋を鉄てつ屑くずにされたくなけりゃさっさとアタシの前に姿を現す事だな』

　そしてこの放送は冒頭にループし、同じ声明を延々と流し続けた。

「本当にアマテラスを攻撃すると思う？」

「交渉次第、やな」

「どういうこと？」

「ここは色んな国が使ってる交通の要衝やからな。何の根回しもなく火の海にしたら流石さすがにマズイやろ」

「攻撃はないってこと？」

「分からん。ただ、経済水域の割譲やウチらの身柄を差し出すよう要求するくらいのことはしそうやし、楽観は禁物やな」

「そうかぁ、そうだよね」

「で、君じぶんはどうするん？」

　フウは俯うつむいて黙考した。潮風に抱かれながら、選択肢を一つ一つ潰していき、ようやく一つの結論へとたどり着く。顔を上げて蘭らん、サミヤへと順に視線を移し、最後にカザクラと目を合わせた。

「私はここに留とどまって戦おうと思う」

　カザクラは空色の目を剝むき、サミヤも小さく口を開ける。

　これに問いを発したのはサミヤだった。

「アマクニの助けは借りない？」

「……その手も考えたけど、それだと先生たちにまで危険が及ぶ。そもそも、私達が誘拐された事は公にされていないんだよね」

「そう。迅速に報道規制が敷かれて無かった事にされた」

「リリは各国の上層部と関係を持っていると言っていた。その話が本当なら、アマクニに戻っても望むような協力は得られないと思う」

　下手をすれば協力してくれた人がリリの刺客に命を狙われたり、政府を敵に回す可能性だってある。

「そしてもう一つ、リリはカザクラの出自に関する情報を持っている、と言っていた。それが本当ならどのみち私たちはリリを捕まえて情報を聞きださなくちゃいけない」

　恫どう喝かつとも言う。

「リスクはあるけど、倒すリターンは大きい、か」

　颯さつ然ぜんと潮風がフウを薙ないだ。髪が靡なびき、衣服がはためき、照りつける陽光と一面の青の中に少女は凜りんと立つ。

「だから、私はリリと戦う」

　サミヤとカザクラは小さく頷うなずいた。

「リリを生け捕りにして、アマテラスへの攻撃を止めさせて、カザクラの情報を聞き出す」

　そもそもフウの倫理観的に殺すという選択肢は極力取りたくなかった。

「蘭らん、それでもいい？」

　煙草たばこを吸っていた蘭らんは耳をピンと立てた。一つ大きなため息をして頭を搔かく。

「しゃあないやろ。ウチかて名指しで殺害宣言された身や。手くらいなんぼでも貸したるわ」

　ふん、とつっけんどんにそっぽを向いた。

「ありがとう」

「どういたしまして！」

　まんざらでもなさそうに、頰を少し赤くする。

「今回はチオウの時のような逃避行じゃなくて、力と力のぶつかり合いになる。しかもその辺の野盗が相手じゃない。戦うのは大量の戦闘員や機械兵士。これと張り合うには力強い後ろ盾がいる」

「その後ろ盾、とは」

「ジャセンクツ。クリムゾンパイレーツの言っていた組織に当たってみようと思う」

「でも、情報は無い」

「だから私は図書館やラジオで情報を収集する。サミヤには足で協力して欲しい」

「分かった。早速二人で聞き込み調査に向かう」

　蘭らんの耳がピンと立つ。

「ん？　二人」

「そう。貴方と私」

「いや、なんで協力せなあかん？」

「貴方は私よりも世界の外に詳しい」

「お前に扱こき使われるのは嫌や。何となく」

「では、一人で動いて大きなミスをしてもいい？」

　むっ、と言葉に詰まる蘭らん。

「ま、お前を野放しにすると何しでかすか分からんからな。監視つけとくのもええやろ」

　何しでかすか分からないのはアンタだろ、とフウは心の中で呟つぶやいた。

「賢い。だけど、ギャンブルは仕事が終わってからにして」

「わわ、分かってるわ！」

　どうやら図星だったらしい。流石さすがサミヤ。既に蘭らんを自分のペースに引き込んでいる。サミヤは去り際、こちらに一いち瞥べつをくれた。それにフウは首肯を返す。彼女には、こっそりアサを伝でん書しよ鳩ばと代わりにして「蘭らんを味方に引き込みたい。だから先まずは蘭らんの事を分析して欲しい」という旨むねを伝えてある。きっとさりげなく蘭らんの性格や経歴といった基本的な情報を収集してくれる筈はずだ。

　わいわい喧やかましく遠ざかる二人を見送った後、フウとカザクラは青一色の海と空の中で向かい合った。

「お兄ちゃんは、強いね」

「そんなことないよ」

「リリが大軍勢だと知っても戦うことを選びました」

「戦いを決意する事に心の強さなんか必要ない。それより傷の方は大丈夫なの？」

「大丈夫。リリと戦うならいつまでも落ち込んでられない」

　空色の眼めが気丈にも蒼そう天てんへと向かった。どうやら気持ちの整理はついているようだ。

「カザクラはこれからどうするの？」

「修行してきます」

「傷は大丈夫なの？」

「体動かすくらいなら大丈夫」

　自分の非力に負い目を感じているのか、カザクラの眼めは悲壮に揺らいだ。

「ねえカザクラ？」

「どうしましたか？」

「無理はしないでね」

　口から出たのは驚くほど陳腐な言葉だった。

「お兄ちゃんも」

　そう言ってカザクラはフウに背を向けた。

「じゃあ、修行、してきます」

　そう言ってカザクラは、そよ風と共に立ち去った。

　もう落ち込んではいない。だけど、いつものような明るいカザクラとは違っていた。

　バスターに敗北してから、カザクラの様子がおかしい。あの男は、彼女に屈辱を強いた以上に、影響を与えている気がする。奴やつの口ぶりからして、カザクラの過去を知っているのは間違いない。武闘解釈を使っていた点を考えると、浅い関係ではなさそうである。そもそもバスターはカザクラとどういう関係なのだろうか。あの男が発した言葉の一つに、妙な違和感を覚えた気がするのだが、どうしてもそれが何なのか思い出せないでいた。




　意外にも、リリの声明があってもアマテラスの住民に変化はなかった。放送を知らないか、襲撃に対する危機感が無いかのどちらかだろう。恐きよう慌こう状態になっても動きづらいだけなので、フウとしてはこちらの方がありがたかった。

　カザクラは強くなるために修行をする。サミヤは聞き込みでジャセンクツを探す。そしてフウは本やラジオでジャセンクツの手掛かりを集める。

　というわけでフウは、遠く離れた六十地区の図書館に出かけて本を借りてきた。

　ジャセンクツは、クリムゾンパイレーツの統率者、グレン・ハクザンの口ぶりからして大きな組織である可能性が高い。にも拘かかわらず、アマテラスにそのような団体は表向き存在しない。この時点でマフィアのような裏社会の組織である可能性が濃厚になった。

「正攻法じゃ厳しいかな。ちょっと別の角度から攻めてみるか」

　まずはアマテラスの歴史にヒントが無いか考えてみる。

　まず手に取ったのは「一時間で分かるセンジュウ海の歴史」という本だ。

「お、これは分かりやすい！」

　この地域の歴史がすんなりと頭に入ってくる。が、中盤まで読み進めた所でページをめくる手が止まった。

「……これ、違う」

　フウが引っかかったのは次の記述だ。

　──これとよく似たチオウという国家がある。チオウは独裁国家という形態をとっているが、弾圧は緩く、人民たちの権利は保障されている。その証拠に二代目ハロウレンは孤立していた部族の村を保護下に置き、それを軍に守らせることで彼らに市民権を与えた。

　フウはまさにこの「チオウ」で生まれた人間だ。そしてその部族の村というのはフウの住んでいた「管轄区」のことだろう。

「あの国の弾圧は緩くなんかない」

　王に疑問を持つ市民は片っ端から殺された。フウだって王の手先に命を狙われている。管轄区の権利が保障されているというのも大おお噓うそだ。母は脱水症状で他界しているし、父は病気で帰らぬ人となった。保険なんてものは無く、まともな人権などありはしない。

　この記述は間違っている。そうなると当然、ある疑問が湧いてきた。

　……他の部分も間違っているのではないのか。

　今まで見てきたこの本の記述の全てが噓うそに思えてならない。

　これ以上本を読み進めていいか分からずフウは本を脇に置く。

　次に「アマクニ外交史」という本を手に取ってみる。これもダメだった。

　次から次へと聞きなれない単語が出てきて何について書かれているのかさっぱりだ。その後も根気よく他の本を読んでみたが、今のフウに得られるものは何も無かった。

　気が付けば、太陽は西の水平線に沈んでいる。深いため息が洩もれた。

「……貴重な一日を無駄にしちゃった」

　次の日、フウは情報収集の手段を変えてみる。

　このアマテラスで受信できるラジオ放送は非常に多い。放送局は一〇を超え、番組も一〇〇を超えた。もっともこれは狭い範囲に届くＦＭ放送のみの話で、広範囲のＡＭと超広範囲のＨＡＭ放送もそれぞれ十のチャンネルがある。この膨大な番組情報を把握するために人類は「番組表」というものを発明した。図書館で手に入れた番組表は小冊子になっていて、曜日ごとにどの局でどの放送があるかを記載している。

（この時間はピースエンジンって番組が面白そうだな）

　聴くまで内容は分からないので、番組名の語感で聴取する番組を選んでみた。

『平和とは基本的に暴力によってのみ成立するんですね。だから、独裁国家こそ理想の平和主義国家なのです』

　いきなりの過激思想である。

『ゴトクテンの苛烈な支配が批判されていますが、私はあれこそが理想の社会だと思います』

　個人の主張を否定はしないが、独裁国家で生きてきたフウにとっては中々受け入れ難がたい主張だった。ピースエンジンが終わると、今度は同じ放送局で別の番組が始まる。

　その番組の冒頭は次の通り。

『平和とは暴力の否定によって達成されます』

　全く違うことを言っている。困ったことに、よくよく聞くとどちらの主張も一定の「正しさ」を持っているように感じられた。この混乱にも負けず、根気強く他の番組にも耳を傾ける。ラジオの番組で成長してきたフウにとって、これしきの困難で「聴取」という選択肢を捨てるのはあり得ない。ノートとペンを買い、知識と体力をフル出動させ、自分にとって「正しい」番組の発掘に挑んだのだ。

　そして気が付けばアマテラスに来て三日の時間を浪費していた。

　その三日間で得たものは、失望という名の結論のみである。

　自分は、情報の真意を確かめることすら出来ない程無力なのだ。

（チオウの作った世界は全てが虚構だった。だから、私はラジオの言う事をただ信じていればよかった）

　だけど、ここは違う。ラジオにも「真」と「偽ぎ」が混じっている。ラジオだけじゃない。人の話す言葉、誰かの書いた本。その全てに自分で正否の判断を下さなくてはならない。

（でも、私にはその知識がない。情報を吟味するための知識が……）

　力も無い。かといってコネもない。その上知識まで役に立たないとなれば、一体自分に何が残るのか。

　焦あせりという名の不純物が、静かに胸の奥で沈殿し始めていた。




　四日目、それでも心を折ることなく、書籍からジャセンクツの手がかりを探そうと試みていた。しかし当然の如く何か利益になるような情報は摑つかめない。疲労が限界を迎えた昼前に、ふらりとリビングに足を運ぶ。そこには蘭らんが一人、刀の手入れをしていた。

「あれ、サミヤは？」

「まだ起きてきてないで」

　おいおい。もう昼飯時だぞ。

　リビングから細い廊下を通り、サミヤの部屋の前まで行く。

「サミヤ？」

　ドアをノックするも、返事は無い。

「入るよ」

　二畳の部屋の中に専門的な技術書が所狭しと敷き詰められている。人工知能、電波工学、機械工学、整備の専門書等々。他には遠隔で操作する機械腕マニピユレーターなども置いてある。

「何に使うんだ機械腕これ」

　メカや本の山に囲まれる形で、白い布ふ団とんがこんもりと丸みを作っていた。

「サミヤ、もう朝の十一時だよ」

　布ふ団とん、動かざる事山の如ごとし。

　そう、彼女は異常なほど朝が弱い。アマクニのホテルに滞在していた時は全ての朝食時を寝て過ごし、昼飯を八人前くらいドカ食いするという不摂生極まりない生活を送っていた。

　サミヤは夜通し車を運転して、今はジャセンクツ探しに尽力してくれている。それには感謝しているし、多少寝ぼすけさんなのも致し方ない。だが、昨日サミヤが就寝した時間は夜の十時だ。流石さすがに寝過ぎである。ここは心を鬼にしなくてはなるまい。

「さーみーやー！」

　照明を点つけると、ようやく山が動いた。

「うゅ、ゆゆ」

　ぐずる赤ん坊のような声を出して身体からだをもぞもぞさせる。

「起きて」「にゅっ！」

　ギュッと体を丸めて抵抗の意思を見せる。

「起きなさい！」

　布ふ団とんを引っ張ると

「やー」

　子どものように高い声を上げて布ふ団とんを引っ張り返す。

「夜まで寝る気なの？」

「や←ー」

「ダメ！」

「や→ー」

「こうなったら力ずくだ」

　フウは思い切り布ふ団とんを引っぺがし、蹲うずくまるサミヤを見て目を丸くした。

「ふゅ……」

　赤子のように体を丸めるサミヤ。その体は黒いセーラー服に包まれている。どこからどう見ても、以前フウが潜入捜査の際に用いた学生制服である。胸元の生地ははちきれんばかりに丸く張り、スカートの裾はふともものかなり際きわどい部分を横切っている。少し身を捩よじれば太ふと腿もものラインとお尻のラインの境目が見え隠れした。

「アタシの服じゃねえか！」

「部屋着に最適」

　やかましいわ。確かに普段着ているボディースーツやジーパンに比べれば着心地はいいかもしれないが、人の服を拝借していい理由にはなっていない。

「でも、ちょっと窮屈」
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「うっせえ！」

　発育のいい彼女にはサイズが合っていないらしい。

「とにかく起きないとごはんなし！」

「ぅぅごはん～」

　上体をゆっくりと起こし、鼻の下をクッションに埋めてもぞもぞする。

「くかー」

「寝るな！」

　彼女が抱えているのは表ひ音ら文が字なの形をしたかたつむりの、ゆるいキャラクターのクッションだ。サミヤの胸にあるクッションは「え」の形をしていて、右下のはらう部分から気け怠だるげな表情の本体がぴょっこりと顔を出している。

「なに、その珍妙なデザインのクッション」

「ひらがなつむり」

　いつ買ったんだ、そんなもん……

　その後リビングでうとうと右に左に頭を揺らしながら「ご飯」をもきゅもきゅしていたが、次第に目が覚め始め、クールな顔つきになっていく。

「なあ、あの女っていっつも朝あんな感じなんか？」

「うん、まあ、」

「昨日起こす時顔面蹴られたんやけど」

「私は鳩みぞ尾おちやられたことある」

「性た質ち悪いなぁ」

　当の本人は米を五合ほど一人で平らげると、ようやく本調子に戻って立ち上がる。

「よし、ジャセンクツの調査に行く」

　キリとした表情がとても凜り々りしく頼もしい。……頼もしいのだが、出来れば私の制服をとっとと脱いでほしいと思うフウだった。




　アマテラスでの生活が始まって四日目の夕方、本を読み疲れたフウはリビングで一番古株の相棒といちゃついていた。

「ねえアサ、私の胸、これから大きくなると思う？」

「ピピッ」

　アサは明るく鳴いて元気に羽を上下させる。

「だよね！　流石さすがは私の相棒！」

　得意気に嘴くちばしの角度を上げ、凜り々りしくピッと鳴いた。

「じゃあ、どれくらい大きくなるかなぁ。それこそＳクラス、みたいな？」

「何してんの、お兄ちゃん」

「うわぉぉぅ！」

　肩を竦すくめて部屋に入って来たカザクラに振り向いた。カザクラは少し疲れた様子で、言葉や視線に強さがない。

「しゅ、しゅしゅ修行の方は順調？」

「……ぼちぼち」

　視線を逸そらして声の調子をさらに落とす。どうやら上う手まくいってないらしい。

「サミヤから通信が入った」

「なんて？」

「ジャセンクツのアジトの場所が分かったって。飲食街で待ってる」

　む、とフウの表情が硬くなる。自分は睡眠時間を削ってまで情報収集に取り組んだのに成果はゼロ。一方のサミヤは昼まで寝ていたのにも関わらず、もう手掛かりを摑つかんでしまった。自分の存在意義を問い、人知れず唇を嚙かむ。そのまま足早に玄関へ向かうと、後ろからカザクラが呼び止めた。

「……ラジオは？」

　その小さな背中に緊張が走った。ラジオは今、フウの部屋の隅で、借りて来た本と共に眠っている。

「ちょっと、今日はいいかな」

　逃げるように玄関の扉を開けて外に出た。




　夜になると、橋の側面に突き出た飲食店の看板に明かりが灯ともった。白、赤、青といった飲み屋の看板が並んだ三一地区。ここで蘭らん、サミヤと合流した。「取りあえず飯でも食いながら報告しよう」となったので蘭らんが前々から行きたがっていた居酒屋を目指す。鉄骨の間に組まれた木板の足場を渡り、積み重なったビールケースの間を抜けて、こぢんまりとした店にかかった赤い暖簾のれんをくぐった。

「居酒屋鬼おに潮しお風かぜ」は橋の側面から店の半分が外に突き出す特殊な立地で、店と鉄骨が無数のワイヤーで繫つながっていた。落下防止の意図があるのだろうか。確かに、ワイヤーが無ければそのまま海に落ちていきそうな危うさがある。

　店の中は狭く、カウンターとテーブルを合わせても十席に満たない。板張りの壁には女性のグラビアや酒造会社のポスターが所狭しと貼られ、ラジオからはノイズの混じった演歌が聞こえてくる。カウンターには腰の曲がった老人が包丁を研いでいて、後ろの棚には酒瓶がずらりと並んでいた。

「座りな」

　愛あい想その無い声で店主が呟つぶやいた。四人掛けの席に肩を窮屈に寄せて腰かける。暫しばらくするとネコさんのエプロンを着た目つきの悪い女性が、水の入ったコップを運んできた。コップを机に置くと、エプロンのポケットから煙草たばこを出して一言。

「火くれ」

　蘭らんは慣れた感じで注文をしながら、ノールックでマッチに火を点つけた。店員はそこに咥くわえた煙草たばこの先端を近づける。

「あんがと、改伝人種とサイボーグってのも珍しい組み合わせだね」

　突然思わぬ単語が飛び出したので自然と警戒心が上がった。

「さ、サイボーグ？」

「しらばっくれても無駄だよ」

　女性が右手を掲げると、前腕が機銃に変形する。

「私もどーるい。女学生の頃、橋の修繕事故に巻き込まれて右手と両脚を失ったの。で、借金して手術受けてこうなった」

「こ、ここでずっと働いてるんですか？」

「おう。この身体からだを怖がってか、なかなか就職が上う手まく行かなくてね。奥で料理作ってるのがウチのじいちゃん」

　はよー注文聞いて来い！　と厨ちゆう房ぼうから怒号が飛び、「あいよー」と軽い返事をする。

「ここで働くなら就職は苦労するよぉ」

　そう言い残して、女性はカウンターに引き返した。

「せいのう高いかんじする」

「そうなの？」

「ひかくてき、新しいもでる」

「なのに働き口がないってのは変な話だね」

　女性がカウンターの奥にあったレバーを下げると、天井付近の滑車が音を立てて動作する。

　上がってきたのは網に入った手足もないのに蠢うごめく謎の生き物だった。

「ばけもん？」

「ナマコやな」

　店主はナマコの内臓を取り出すと、紐ひもで縛って茹ゆでた。その間に、女性が別のレバーを引くと、今度は銀色に輝く謎の生物が現れた。金属めいた質感の肌で、後ろに羽のようなものが付いている。それは俎まな板いたの上でぴちぴちと元気よく跳ねていた。

「金属を纏まとった爬は虫ちゆう類るいだ！」

「いや、魚や魚」

「サカナ！　あれが、よくラジオで出てくるサカナ！」

　フウとサミヤの目は俎まな板いたの「魚」に釘くぎ付づけになる。

「うわあ、目が真横についてる」「あの身体からだで、どうやって水中での推進力を得ているのか」

　魚は三枚に下ろされ、薄く切られた身は生の根菜と木の実と和あえられ、その上に醬しよう油ゆがとろりとかかった。茹ゆでたナマコは中に鶏とり肉にくと銀ぎん杏なんの炒いため物を詰められている。

「うい、シオナメ鯛たいの魚ぎよ醬しよう和あえと、ナマコの詰め物。美う味まいぞ」

　ウェイターの女性が「どん」と大皿をテーブルの中心に置いた。

　ナマコの詰め物は特殊な香辛料が臭みを上う手まく消していて、嚙かめばほどよく海の香りがする。

「美お味いしい」

「刺身は食べねえのか？　床下の海に泳がしていたから新鮮だぞ」

「いや、ちょっと」

　思わずフウの口が引きつった。

「生魚食べれない系か。酒蒸しにしてやるからちょっと待ってな」

　そう言ってカウンターに引き返す。

　生肉を食べるのはかなり抵抗がある。サミヤも同じで、カザクラは魚の臭みが苦手らしい。……のだが、カザクラは喉に空いた吸気口に食材をほりこんでいる。

「なんやそれ」

「カニューレ、気道と食道に繫つながっている穴。酸素を直接入れたり、のどに詰まった異物を除去する時に使う」

「そうまでして腹を満たしたいか」

　フウはカザクラのカニューレを何回か見たことがあるので驚かなかった。その後、魚の酒蒸しに舌した鼓つづみを打ち、合計一八合の白飯を平らげたところでようやく本題に入った。

「調査ありがとうね」

「どってことない。居場所は完全に特定した」

「流石さすが元警察」

「国家の権限がないから苦労はした。商店への情報開示も強制できないし、人手も足りない」

「よくそれで詳細な位置まで分かったね」

「運送業者や倉庫の顧客情報を閲覧すれば後は芋づる式。其それほど難しくない」

「よく業者さんが見せてくれたね」

「よそモンにそんな機密情報見せる理わ由けないやろ」

「は？　じゃあどうやって情報を手に入れたの」

「ウチにコソ泥みたいな事させたんや！　コイツほんっまありえへん！」

「ちょ、ちょっと、声が大きい」

　すると声量を出来るだけ絞って、机をバンバンし始めた。

「苦労して資料のコピー取って来たら、これと違うからもう一回取って来いとか言うねんぞ」

　サミヤは全く意に介さず追加注文した魚の蒸し焼きをはむはむしている。まだ食うのか。まだ食うのか。

「チオウのスパイなら、出来て当然」

「こうやってウチの自尊心煽あおるような事いいよんねん。年下の癖に！　年下の癖にぃ！」

「入隊したのは私の方が早い。役職の上では先輩」

「お前、殉職扱いやん」

「三階級特進だから立場はさらに上になった」

「口くち喧げん嘩か強すぎやろ……」

　チオウという単語にカザクラがはっ、と面を上げた。

「にゃんこのお人は、あの国の人ですか」

「せやで」

「はー、人材難」

「どういう意味やコラ」

　いいツッコミが貰もらえて嬉うれしかったのかカザクラは得意気に笑う。その様子を見ていたフウは誰にも分からないよう、口を尖とがらせた。

「話戻すけど、ジャセンクツってどんな組織なの？」

「武器商人。だけどその一方で自分の利益になりそうな組織に資金を援助して規模を大きくする手助けをしている」

　それはアクセラレーターやインキュベーターと呼ばれるものに近い。けれども、資金の提供先がクリムゾンパイレーツのような無政府組織であることを考えると、一筋縄ではいかないのだろう。

「場所は？」

「五〇地区の電気街」

「よし明日皆で一緒に行こう。蘭らんも来てくれる、よね」

「そらお前らを監視せなアカンねんから行くに決まってるやろ」

　そんな彼女に、サミヤカザクラフウは揃そろって頭を下げた。

「「「ありがとうございます」」」

　蘭らんは鉛一リットル飲み干したような苦い顔で頰を赤らめた。実に複雑な表情である。

「ひ、人の承認欲求を弄もてあそびおってからに！　そんなんで心許したりせえへんもん！」

　そう言ってクッと御お猪ちよ口こ一杯の酒を飲み干す蘭らんだった。




　翌日、早速四人はジャセンクツのアジトがある五〇地区へと向かった。ただ、不知火しらぬい亭のある三〇地区から直線で二キロも離れているので鉄道を使う。

　アマテラスには二種類の鉄道が存在し、その一つが橋の中を通る「橋内鉄道」で、もう一つが橋の下を通る「クニウミ鉄道」だ。

　フウが乗車したクニウミ鉄道は懸架式の単線鉄道モノレールで、車体は潮で赤く錆さびていたが内装は小奇麗でロングシートには埃ほこり一つない。けたたましいディーゼルのエンジン音を吐きながら、列車は四人と一羽わを目的地へと運んでいく。

　この日は荒天で、下には緑色に濁った海が白波を立て、真横には水平線と天蓋に区切られた灰色の空が見えた。天上からは巨大な魚が吊つり下さがっていたり、住民の洗濯物が干してあったりしている。アマテラスの住民は橋の下を潜くぐり抜ぬける風で洗濯物を乾かすので、雨が降っていても特に不利益は生じないのだろう。

　企業エリアに差し掛かると、奇妙なモノに目を奪われた。女性が、胸元が大きく開いたドレスを纏まとう艶なまめかしい女性が、天蓋を逆さ向きに歩いているのだ。

（え、どうやって歩いてるの!?）

　女性はこちらを向くと、ウィンクを一つ放った。すると、ハートマークがひらりと飛んで会社のロゴマークが浮かぶ。シートに膝をついて窓に張り付いていたサミヤが気付いた。

「立体映像。本物と違う」

「あー、会社や商品の宣伝か！」

　橋の下のスペースを広告に活用するとは、面白い発想だ。フウは興味をそそられて窓にかじりついた。二人並んだサミヤとフウは、まるで無邪気な子供のようだった。

「あ！　あれ見て！」

　サミヤの指差す方向に視線を移すと人を丸まる吞のみ出来そうな程巨大なヤモリが、のっそのっそと天井を這はい進すすんでいた。ヤモリは風を逃がすための穴に入ったかと思うと、会社の看板を咥くわえて顔をひょっこり出す。

「サミヤ、あっちも面白いよ！」

　天井から大量の水が漏れていると思ったら、その水を鯉こいが遡そ上じようしその鱗うろこに商品名が光った。二人は次から次へと目に飛び込んでくる広告の数々に圧倒されっぱなしだ。

『五〇地区、電気街下。電気街下』

　宙づりになった駅のホームで降車すると、刺すような冷たい突風が吹いた。突風から逃げるように、四人と一羽わは階段を上って「橋の中」に入る。

　電気街はその名の通り、電気製品を売る店が軒を連ねている。家電製品は勿もち論ろん、無人機や機械兵士のパーツなども売られていた。アマテラスは橋であるが故に、土地の利用が限られている。なので家電量販店が進出できず、昔ながらのマニアックな店が残っているらしい。

「すごい熱気だね」

「うん」

　サミヤの案内で電気街の外れにある、人ひと気けのない小道に足を運んだ。どことなく剣けん吞のんな空気が漂う小道で、壁は怪しげな金融会社や売春、ドラッグの隠語が書かれた広告で埋め尽くされていた。天井を見上げれば埃ほこり塗まみれの送電線が蜘く蛛もの巣すを貫いて奥まで伸びている。

「送電線があるってことは、この先に電気を引いてるのか」

　暗がりの中を進むと、木製のドアに突き当たった。ドアの前には袈け裟さを身に着けた一人の僧が座禅を組んでいる。僧は頭にスチール製の一斗缶を被かぶっていて、正面には「黙然」という文字が朱色の墨で書きなぐられていた。

「変わった人がいる」

「虚こ無む僧そう。僧侶の一種で、一斗缶を被かぶってるのは鉄くろがね虚こ無む僧そうと呼ばれてる」

　と蘭らんが教えてくれた。フウは「虚こ無む僧そう」に近づいて声をかける。

「ジャセンクツってのはここであってますか？」

　頭の一斗缶がかたかたと揺れ、回転して「通話」の文字を向ける。

「左様。如い何かなる用向きあって参られた」

「リリ・陽よう天てんって人と対立してまして」

　がたがたッと、一斗缶が激しく揺れ、狂ったように回転を始める。再び「通話」がこちらを向いた時には、息が荒くなっていた。

「っ、悪いが信用できぬ者を通す訳にはいかない」

　それもそうか、とフウは納得してしまう。

『通すがよい』

　一斗缶の中から艶つややかな女性の声が聞こえてきた。

「ですが」

『東の国より参った砂漠渡りの少女であろう？』

　隠しても仕方ないのでフウは無言で頷うなずいた。

『うむ。素直素直は良き事じゃ。さあ、その者たちを蛇の腹へと案内するがよい』

　どうやらカメラのようなものでフウ達を監視しているらしい。

「承知。一行よ、拙せつの後について参れ」

　虚こ無む僧そうは背を向け、前腕を長細く変形させて扉の鍵穴へと挿入した。

　──個人識別生体コードの認証完了。通行を許可します。

　木製の扉は音を立てて左右に割れた。その先は車が一つ入れるほどのエレベーターになっている。全員が中に入ると、虚こ無む僧そうはドア横のコンソールに手を翳かざした。

　──支柱内昇降機が作動します。

　一瞬、エレベーター内が揺れたかと思うとコンソールに浮かんだ文字が　伍ご　四よん　参さん　弐に　壱いち　下壱　下弐と順に若くなっていく。扉が開き、木製の小船を水に浮かべただけの薄暗い部屋に出た。

「こっちだ」

　一行が船に乗り込むと、虚こ無む僧そうは木べらのような櫓ろで船を漕こぎ出した。手前の壁が音もなく二つに割れ、その先にアーチ型の天井と水を張った通路が奥まで伸びている。船はまるで、死者の国へ旅立つかのように、空くう々くう寂じやく々じやくと水路を進んでいった。

　何気なく天井を見ていたフウが「あっ」と声を上げる。

「今、何かが横切った」

　カザクラと蘭らんが同時に面おもてを上げて天井に目を凝らす。天井は分厚いアクリルガラスで出来ていて、影はその向こう側にいた。

「お兄ちゃん、ここ海の中だ」

「えっ？」

　しばらくすると頭上の海面が煌きらめき、淡い光が水中に満ちていく。漆黒は深い青色に変わり、大きな岩や朽ちた船の残骸がおぼろげに見えてきた。

「うわ、魚だ！　魚が泳いでる！」

「そら、魚は泳ぐやろ……」

　サミヤとフウ、砂漠チオウ出身の二人はぐんと背を伸ばし「海」を仰いで興奮していた。一方蘭らんはそれほど感動した様子を見せず、カザクラも「ほぁ」と口を開けるだけだ。

　しばらく進むと藍色の中から朽ちた都市が現れた。山脈のように聳そびえるビルの一群が一同を見下ろしている。一体、ここに誰が、どうやって住んでいたのだろうか。

　やがて光の柱が生まれ水面近くの紺を青に、青を水色へと変えていく。一方で光届かぬビルの谷間には闇が沈殿し、水色と黒が海を二つに隔てた。

「お兄ちゃんあれ」

　潮の流れに揉もまれる黒い影の一群。「海藻」というものらしいが、それはまるで地獄の瘴しよう気きのように、おどろおどろしく揺れている。その合間からこちらを「見る」一匹の生物。

　大きさは大人二人分ほど。市いち場ばで見た蛸たこやイカに近い形状だが、連中よりもさらに強い生理的嫌けん悪お感かんを見る者に抱かせる。細長い胴体は大きな一つ目を持ち、胴体から伸びた太い二本の触手の先端が、華のように無数の細い脚を開いていた。それはまるで、人の手のようで、酷ひどく気味が悪い。

「アガラやな」

「アガラって、ゴトクテンから逃げた時に見た？」

「せや。見てみ、こっちを餌やと思ってるのに襲って来えへんやろ。何でやと思う？」

　この奇怪な生物はビルの影から影を渡りつつこちらをじっと、じっと観察していた。奴やつと目が合うと、畏怖とは別種の恐怖が背筋をそっと撫なでた。その、自然の理ことわりから外れたような見た目は、かつて砂漠で見たチアゲハという巨大生物を連想させる。

「知能が高いから、ガラスがある事に気付いとるねん」

　アガラはフウ達の事を観察していたが、暫しばらくしてさっと藻の間に身を隠した。すると今度は平たく長い生物が悠然と頭上を通りぎていく。頭は無く羽のようなものが八つ連なる、なんとも摩ま訶か不ふ思し議ぎな生物。

「カラダキやな。あれはエイの一種や」

　さっと魚が散ったかと思うと、暗闇の向こうから巨大な魚が現れた。全身は硬質化した皮膚に覆われ、嘴くちばしのような細長い顎でカラダキを喰くらい、彼方かなたへ連れ去っていく。

「海洋爬は虫ちゆう類るいの一種や」

「てことはトカゲの仲間なんだ」

　爬は虫ちゆう類るいいるわゾウいるわ、いよいよヤバイな海。

　海底都市の中央に見えてきたのは霊峰のように黒々と佇たたずむ寺院だ。水路はそこに向かって続いている。正面には鉄の扉があって、船が近づくと上下に割れた。

　聖堂の中は広々としていて、丸い支柱が等間隔で並んでいる。天井には白い羽を持つ赤子が優雅に舞う様子が描かれ、壁には矛を持った赤い肌の鬼がこちらを睨にらみつけていた。

「この奥に我が主が待っておる」

　船から下り、大理石の床を歩いていく。通路の脇には法ほう衣えを身に着け頭を剃そり上げた僧たちが、座禅を組んで黙している。香の匂いが薄うっすら漂い、どこからともなくハープの調べが聴こえ、そこに誰かが唱えた経が伴った。

　奥まった場所にある大階段を上り、七つの燭しよく台だいに囲まれた広間で一同は足を止めた。そこにいたのは幹のように体が太い大蛇である。よくよく大蛇の腹を注視すると、人の形に膨れ上がっていた。

「よく来たのう」

　大蛇は体をもたげ地面に向かって口を大きく開けた。ぬる、と細く白い脚が現れ、痙けい攣れんを始めたかと思うと艶なまめかしい下半身が絞り出され、挙句に壮麗な着物を纏まとった色白の女性が吐き出された。粘液に塗まみれた女性は、幸薄げな笑みを口元に揺らしてじっとフウを見やる。

「儂わしはヒメツバキ。ジャセンクツの頭目である」

「あ、えっと、どうして蛇の腹の中に？」

「蛇の腹は乳母の懐ふところのように暖かくてのう、まるで赤子に戻ったようで実に心地がよい。お主にも勧めてやりたいが、並みの人間であれば溶かされてしまうでな」

　と言うからにはこの女性もサイボーグか改伝人種なのだろう。

「しかし其方そなたも名指しで処刑を宣告されるとは運に恵まれておらぬのう」

「こういうのには慣れているので。貴方はどうしてリリと敵対しているのですか？」

「奴やつがここら一帯を手中に収めれば自由に武器を輸送できなくなる。それは儂わしら武器商人にとっては死活問題じゃ」

「縄張り争いってわけかいな」

「平たく言えばそうなる。アマテラスを追い出された恨みか、連中は儂わしら商人の交渉に一切応じぬ。平和的に物事を解決する時期は過ぎた」

「アマテラスを追い出された？　あの人、ここの出身なんですか」

「違う。あれは、ここから南東の国に生まれ落ちた忌いみ子こじゃ」

「忌いみ子こ？」

「少しあの者について知を授けてやろう。

　彼あ奴やつは、母国でも指折りの裕福な家庭に生まれ落ち、両親より格別の愛情を受けて育つ。その後ご、類たぐいまれなる頭脳で押しも押されぬ才女として華々しい幼少期を送った」

　リリは最初から悪党じみたことをしていた訳じゃなかったのか。幼少期を恵まれた環境で育ったというのは、フウにとって意外な話だった。

「齢よわいが一五を迎えた時、リリ・陽よう天てんは物流会社を立ち上げた。その知恵と発想で会社は春先の竹のようにすくすくと成長しおった。そんな折、従業員の一人が事故によって命を落とす。その時、事故を取材したとある記者が奴やつの本性を暴き出したのじゃ」

「本性？」

「死体愛好癖。噂うわさでは、人が拷問によって死ぬ違法な映像を大量に保持していたらしいの」

「いわゆるスナッフビデオってやつかいな」

「マスコミや政治家に批判された彼あ奴やつは自らが死体愛好癖であることを認め、会社を売り払って母国を去った。そして流れ着いたのがこのアマテラスよ」

「てことは面識があるんですか？」

「儂わしは直接会ってはおらぬ。奴やつがここで立ち上げた会社の従業員は、人や動物の死を見てもまるで顔色を変えなかった、と証言しておるの。その後、奴やつはアマテラスからも追放され、隠いん道どう会かいに入った」

「隠いん道どう会かい。ウパニシャドが所属する組織連合。そしてウパニシャドとゴトクテンは同格なんですよね」

「うむ。バスターは奴やつの商才を恃たのんでリリを味方に引き入れた。己と同じ幹部という席まで与えてな」

　バスターという単語が出た瞬間にカザクラの表情が引き締まる。とはいえ気持ちの整理がついているのか、大きな動揺は見せていない。サミヤも事前にバスターとリリの関係についてはフウから聞いているので表情に変化はない。対してゴトクテンの事を語るヒメツバキの語調には、わずかながら怒りの気配が感じられた。

「奴やつはまず、かつて大戦の拠点であった収容所を島ごと買い取り、人間狩りと称して労働者を集め、大乗天という教祖を立てて洗脳していった」

　賃金が零ゼロで尚なお且かつ勤勉であれば、引く手は数多あまたあるだろう。所いわ謂ゆる、高性能な機械労働者というわけだ。

「ゴトクテンという財布を得た隠いん道どう会かいは着実に勢力を伸ばしておる。あれを幹部に招いたバスターも相当慧けい眼がんじゃの」

「でも、人間狩りとかしてたら色んな所から恨みを買いますよね」

「うむ。事実奴やつは何度か大規模な襲撃を受けておる。昔はクリムゾンパイレーツの他に有力な共同体が三つもあったからの」

「三つもあった？」

「主要な武装組織のあらかたは、ゴトクテンが持つ自衛戦力によって駆逐された。残るのはクリムゾンパイレーツと、父ふ子し教きようのような弱小集団だけじゃ」

　確かに、ゴトクテンは恐るべき数の武力を所持していた。

「大乗天によって洗脳を受けた潔白の戦闘員、それを支援する機械兵士の機力仏像、そしてもう一つ、奴やつは幾万の兵士に勝る懐ふところ刀がたなを持っておる。此こ奴やつらをソツなく運用出来るあのリリ・陽よう天てん、容易たやすくは落ちぬ。儂わし等らジャセンクツは、アマテラス北方における商業を制限され、悔し涙で枕を濡ぬらして幾千もの夜を超えた」

「隠いん道どう会かい、ウパニシャドについては何か知らないですか？」

「先ほど話した事以外は殆ほとんど知らぬの。あれはゴトクテンよりも遥はるかに秘匿性の高い集団じゃ。この海域で悪さをしているという話も聞かぬ」

「あくまでも隠いん道どう会かいではなくゴトクテンを倒すために敵対勢力を裏で援助しているんですね」

「本来ならばこうやって初対面の人間に儂わしが会うことなどあり得ぬ。お主が、砂漠渡りと気付かねば追い返していたであろう」

「私に力を貸していただけるということですか」

「ククッ」

　彼女が不穏に笑ったので無意識の内に警戒のレベルを上げた。

「わらわは莫ばく大だいな資金と武器の販売ルートを複数保持しておる。だが、それを誰にでもくれてやるつもりはない」

　蛇のような長い舌を波打たせ、下からフウを覗のぞき込む。

「お主は確かに他の者には出来ぬことをやってのけたかもしれぬ。だが、お主は未熟じゃ。青く、小さく、弱い」

　何も言い返せない。フウが自覚していた事をそのまま口に出されたようなものだ。

「クリムゾンパイレーツですらリリが強く息を吹けば命の灯ひは霞かすみと消えかねぬ。如い何かに手て練だれといえども四人如ごときでどうにかなる相手ではない」

　痛いところを突いてくる。力と力のぶつかり合いというものは、勝敗が戦力に大きく左右される。それを自覚していたからこそ、藁わらにも縋すがる思いでここを訪れたのだ。ヒメツバキの言葉を否定する材料など、今のフウにはない。

「どうやってあの補給線を断ち切る？　負傷者が出た場合の対応は？　目まぐるしく変わる情報をどう処理する？　そして、九キユウ獏バク肋ロクをどうする？」

　九キユウ獏バク肋ロク？　首を傾かしげたフウの目の前で天井に設置されたプロジェクターが床に映像を流した。

「コイツは、あのリリの隣にいた黒ペス死トマ面スクの男」

　鴉からすのようなマスクをつけた男が、改伝人種と思おぼしき人々をゼリーのように斬り殺していく。その圧倒的かつ暴虐的な戦いぶりに、四人は言葉を無くした。

「これはリリが旧父ふ子し教きようのアジトを襲撃した時の映像で、九キユウ獏バク肋ロクはたった一人で二人の改伝人種と八人のサイボーグを蹴散らした」

「潔白の戦闘員だけじゃなく、こんな化け物まで抱えているのか」

「左様、お主ぬし達たちに立ち塞がる障壁はバスターだけではない。此こ奴やつや潔白の戦闘員をお主等ら四人で相手どれる筈はずがなかろう」

　指を鳴らすと、蛇がアタッシュケースを吐き出した。それを足蹴にすると、蓋が開いて大量の札束が晒さらされる。

「だが儂わしは有望な者への投資を惜しみはせぬ。ここに用意した一億禄ろくの支度金。戦力強化の肥やし使うがよい」

「具体的には？」

「徒党を組め。グレンの如ごとき有志を募り、洗練された組織を作れ。儂わしがリリに抗あらがう力があると認めた場合にのみ、さらなる力を授けよう。期限は一ヵ月じゃ」

　アタッシェケースに手を伸ばした所でフウは顔を上げた。

「……代償は？」

「察したか。なかなか鋭き勘を持っておる」

　突然、ヒメツバキの眼めに亀裂が走る。割れたコンタクトレンズが剝離して蛇のような縦長の瞳孔が露あらわになった。蚯蚓みみずのように長い舌が波打ち、顎の上を這はいまわる。

「金を持ち逃げされてはかなわぬからの。お主にも強き覚悟を見せてもらおう」

「私は何を差し出せばいいの？」

「魂の担保。即すなわち人質じゃ」

　フウは他の三人を見渡した。蘭らんは人質としては不適切。ならば、カザクラかサミヤが候補に挙がる。二人は黙ったまま「覚悟の上だ」と首を縦に振る。

　その様子を見ていたヒメツバキは袖で口元を隠し冷ややかに笑った。

「見た所そこの二人はお主の手足になる貴重な労働力であろう」

「じゃあウチか？　言っとくけど、今は協力してるだけで人質になるような儀理はないで」

「それも心得ておる」

「じゃあ、誰を差し出すの？」

　粘液に塗まみれた細い指が、すっとフウへと向かった。

「手頃な代償が、お主の肩に留っておるではないか」

　フウの右みぎ眼めが、恐る恐る、アサへと向かう。

「それがただの愛玩動物に見えるほどわらわの目は節穴ではない。長い時の中で苦楽を共にした仲間なのであろう？　その命を担保にしようではないか」

　己の置かれた状況を理解しているのかいないのか、アサは「ピピ？」と陽気に鳴いていた。

「もし、私が組織を作るのに失敗した場合は？」

「決まっておる」

　背後の大蛇がするするとヒメツバキの肢体に巻き付き、肩に顎を置いて口を開けた。

「死んでもらう」

「投資と違って失った命は取り返せない」

　アサの命を懸けるくらいなら別の協力者を探す。どんな条件であっても、この相棒を差し出すことはあり得ない。後ろに下がろうとした瞬間、肩がふっと軽くなった。

　アサは羽をばたつかせて、ヒメツバキの足元に降り立った。

「何、してるの？」

　フウが近寄ろうとした分、アサがちょんちょんと後ろに下がる。凜り々りしく頭を伸ばし、つぶらな瞳でじっとこちらを見つめていた。

「どうやら、本人はお主ぬしと違う意見を持っているようじゃの」

「そんなの関係ない！」

　衝動的に動こうとしたフウ。だが蛇は素早くアサに飛びつき、その身を喰くらう既すんでの所で顎を止めた。

「動けば鳥こやつの骨を砕く」

　ここまで動揺を見せていなかったフウの顔に冷や汗が浮かび、表情が大きく崩れていった。自分の油断が取り返しのつかない状況を生んだ。後悔が冷静な思考を蹂じゆう躙りんしていく。

「獣にしては良き覚悟ではないか」

　それが動物的な気まぐれでないことはフウが一番知っていた。お前の為ためなら命くらい張ってやる。その心意気を誰よりも正確に汲くんでいる。

「強き者を喰くらうには代償がいる。お主ぬしの奮起を期待しておるぞ」

　アタッシェケースの取っ手を摑つかもうとしたサミヤを左手で制す。また自分の愚が大切な人の命を危機に陥おとしいれた。この罪から目を背けはしない。

　己の掌てのひらで取っ手を力強く握りしめ、一億の金を受け取った。




　自室に戻ったフウは自分の頰を強くぶった。自傷になんの意味もないことはよく分かっている。だけど、そうせざるを得ない程彼女は自責に暮れていた。

　自分の無力がカザクラを傷つけ、リリと戦わざるを得ない状況を生みだし、そして最も古い相棒をも危険に晒さらしている。

　それでも、それでもフウは拳を握りしめて前を向く。

「今日は寝て、明日に備えよう」

　言葉を強く振り絞り、発狂しそうになる心を抑えつけた。

　翌朝。水平線から朝日が差し込んで橋の東側が赤まった。

　フウはやつれきった顔を窓の外に向ける。橋の影が燃えるように赤い海面に伸びていた。

「結局一睡も出来なかった」

　朝食をとろうと、ふらり酔っぱらいのような足取りでリビングへと向かう。

　パンを食べたが、味はしない。胃が弱っているのか、中のモノを吐き出そうとしたが、根性がそれを押し戻す。この身体からだは、たとえ大切な人が死んでも生きるのを止めてくれない。

　しかし、どうやって「リリを倒す力」とやらを手に入れる？

　四人では無理だと言われた。ならば、誰かの助けを借りなければならない。

　だが、どうやってその協力者を探すのか。

　まったくその発想が出てこなかった。自分は無力だ。そして、自分が成長しきる前に審判の日はやってくる。悶もん々もんと次に打つ手を考える間に、フウは貴重な一日を費やしていた。

　次の日も、夕方になるまで妙案が浮かばない。

　何かを思いついても、それが上う手まくいく気がまるでしない。

　アサの命が、カザクラの未来がかかっているというのに。

　ベッドの上で膝を埋め、シーツを摑つかんだ。どうすればいい。私はこの未熟と、どう向き合えばいい。

「お兄ちゃん？」

　顔を上げると、開いた窓からカザクラが顔を出していた。

「ちょっと、いい情報」

　中に入ると、部屋の隅に横たわっていたラジオを拾い上げ、他人行儀な笑顔をフウに向けた。

「外、行かない？」

　このアマテラスには独自の文化がいくつかあった。「風際ベンチ」もその一つ。不知火しらぬい亭のリビングの床には銀色に縁どられた取り外し可能な部分があった。それを外すと梯子はしごが海に向かって下りている。梯子はしごを降りて床下に出ると幅五十センチくらいの足場が潮風の中、宙づりになっていた。足場には背もたれがあって、そこに二人並んで座った。

　遥はるか下には海が波打ち、遠くには一いつ赤せきの海原を大きなタンカーが横切っている。風は穏やかで、水平線の果てに大きな雲が膨れ上がっていた。視線を上げれば天蓋が彼方かなたまで続いている。こうやって橋の下に来ると、その途と轍てつもない大きさがよく分かる。

　少し離れた所には、橋の下に吊つられた発電用の風車が低く唸うなりながら回っている。羽の一つ一つがフウの体よりも大きい。風車は整備不足なのか時折破裂音を出していた。




「そのラジオ、どうするの？」

「見てて」

　カザクラは優しい手つきでラジオをチューニングしていく。

『──というわけで、国外向けに番組つくっちゃいました！』

　それは、遠いあの故郷の砂漠で聞いた、アナウンサーの声だった。

『まったく、うるさい事この上ないのだよ』

　大学教授、フクモトさんの声が聞こえてくる。突然の事に鼓動が高鳴り、体が熱ほてって目から何かが零こぼれそうになった。

「先生の声だ。先生の声だ！」

　フウは興奮気味に叫んだ。でもどうして。ここじゃ先生達の授業は聴けなかった筈はずだ。

『この番組では社会や自然の色んなことを教えていきたいと思います。ＨＡＭ帯の放送では木曜金曜の夜八時に放送しています。木曜日は私ことアリタユタカと、解説のフクモトシュウゾウさんでお送りしていきます』

『よろしく、なのだよ』

『いや、良い時間をもらえましたね。週二とはいえ夜の八時ですよ！』

『それについては同意なのだよ』

『もともとこの番組って海外向けの放送もやってましたよね』

『いつしか止やめてしまったのだよ。だけど、我々の放送には貧しい人間の生活を変える力があると分かった。だからまた、こうやって微力ながら授業を続けていくのだよ』

『先まずはフクモトさんからリスナーの皆さんに勉強の心構えを一つ』

『なかなか一言では表しづらいな』

　暫しばらくスピーカーの向こうで唸うなり声が聞こえて来た。

『例えば大事な生徒が国外に旅立ったとしたらどういう声をかけたいですか？』

　その質問にフウはハッとする。そういえば、先生達はフウが何ど処こにいて、何をしているのか全く知らない。もしかしたら、フウの為ために国外向けの番組を作った可能性もある。

『ふむ、学校を出た生徒の多くは、世界に溢あふれる情報の成否を自分で判断しなくてはならない。そして、自分で資料を収集すると己の持っている知識の浅さに戸惑うのだよ』

　それは怖いくらいに今のフウの心境を言い当てていた。

『フクモトさんもそうだったんですか？』

『うむ。今だって、分からない事はあるし、他の専門家に頭を下げることもある。どんな人間にも無知は立ちはだかるのだよ』

『誰だって通る道なんですね』

『学問に王道はない。知識とは学者たちの想像絶する努力によって成り立っている。例えば歴史だって、膨大な量の一次資料と先行研究を読み込み、議論を重ねて史実ができあがる。私達が教えてきた事も、そうした偉大なる先人が積み重ねてきた礎いしずえの上に立っている』

　──そうか、だから先生の教えてくれた事を信じても、私は失敗しなかったんだ。

　先生達の知識は最初から正しかったんじゃない。間違いが無いよう、吟味されたものだった。たった一時間の授業にも何十年という、学習の積み重ねが活いきている。その事をフウはようやく知った。

『もし若い、例えばまだ一八にも満たない少女が勉強で悩んでいたらなんと声をかけますか？』

『一人で気を張るな、と言いたいのだよ。もし周りに知識の豊富な人物がいるなら、その者の力を借りるのがいい。私だって若い頃は優れた教授の下で資料の読み方を教わった。そういった知識の扱いに長たけた人に頭を下げるのがいい』

　フウの脳裏にサミヤと蘭らんの顔が浮かんだ。

『そして、全てが正しい人間などいないように、全てが間違っている人間もいない。自分が見てきて、そして経験した事の中に揺るがないモノは確かにある。失敗続きだからといって今までの経験が否定されるわけではない』

（今までの、経験）

『その一八に満たない少女は、恐らく私よりも現実の苛酷さを知っているだろう。君は誰よりも生きる事に関しては詳しい』

　熱が入ったのか、フクモトさんは他のリスナーなどお構いになしに、フウ個人へのメッセージ性を強めていた。フウが聞いているか分からないのにも拘かかわらず。

『だから君の命を支えたモノは大切にしてほしい』

　私の命を支えたモノ。それは、先生の授業であって、母の教えてくれた生活の知恵であって、チオウでの商売であって……。

　ふと、フウは顔を上げた。ラジオを抱えたカザクラの青い瞳があった。

『どんな苦難があっても、決して君は一人にはなれない。死にかけても、たとえ仮に君が生を拒もうとも、手を差し伸べて希望に引きずり出そうとする人は確実にいる』

　そこでＣＭが挟まれた。フウは一旦ラジオを切って、目の前にいる一人の少女と向き合った。カザクラは不安そうに首をかしげてフウを見る。

「気持ちは、晴れましたか？」

「うん」

　その言葉に噓うそはない。フウは袖口を両目に当て、さっと涙を拭った。

　自分の経験を大切に。足りない所は仲間の力を借りる。誰にでも無知は立ちはだかる。フクモトさんの言葉を胸に、少女は再び前を向いた。

「お兄ちゃん」

　カザクラは、持っていたラジオを優しくフウの胸に押し当てた。胸板を挟んで心がトクンと揺れる。

「忘れものだよ」

　ラジオを受け取り、首にかけた。その僅かな重みに体が打ち震える。

「──ありがとう」

　カザクラは照れて頰をかく。

「私は大したことはしてない」

「私にとっては大したことなの。この放送、録音したの？」

　ラジオの中で言及されていた時間と今現在の時間は違う。

「通信機能をアップデートした」

「通信機能ってカザクラの体に備わってるやつ？」

「うん。肋ろつ骨こつの内側にアンテナがあって、それをぶるぶるさせて色んな電波取って来れる。ここの医者さまに診てもらった時、ＯＳアップデートしてラジオも受信できるようにした」

「要するにカザクラの体は通信機にもラジオにもなるわけだ」

「昨日先生のラジオ放送を見つけました。だから、その放送を体内のコンピューターに録音して、今ラジオを使って再生しました」

「放送も出来るの？」

「うん。発信する周波数を調整すれば」

『このとおり』

　とラジオのスピーカーからカザクラの声が聞こえた。先生のラジオ放送を受信して録音。その録音した放送を、同じ周波数でラジオに送ったらしい。流石さすがサイボーグ。機能の多さでは改伝人種を超えるかもしれない。

「じゃあ、私は、これで」

　立ち去ろうとするその手を摑つかんだ。

「お兄ちゃん？」

「私ばっかり元気づけられるの、ずるくない？」

　しゅんと、視線を伏せる。

「ずるい」

「今度は私が悩み事を聞く番ね」

　二人は再び並んで潮風の中に座った。

「このところ、ずっと元気ないよね」

「カザクラは悩んでいますから」

「何を悩んでるの？」

「バスターのこと、悩んでます」

　やはりか。フウに驚きは無い。

「バスター、武闘解釈使いました。同じ武闘解釈でも、自分と威力がまるで違う。負けて、死ぬほど悔しい。なのに──」

「なのに？」

「戦ってるときは、すごく懐なつかしい感じがした。私とアイツが戦うの、一度や二度じゃない」

　人を殺す事に躊躇ためらいの無いバスター。そんな男と自分が浅からぬ関係にある。それは、かつての彼女がバスターのように沢山の人を殺していた可能性を孕はらんでいた。

「もし、記憶を失う前の私がどんなでも、お兄ちゃんは受け入れてくれますか？」

「もちろん」

　即答して親指を立てた。意表を突かれたカザクラは目を丸くする。

「こっちは、チオウにいた時からアンタが何物でも受け入れるって決めてるからね」

「本当に？」

「本当」

「殺し屋でも？」「もちろん」

「詐欺師でも？」「どんど来い」

「おっぱい大きくても？」「それは許さん」

　巨乳の件に関しては割とマジなトーンで返す。

「アイツに勝って聞き出そう。もしかしたらリリの持っている情報よりも詳しい話が聞けるかもしれないし」

「でも勝つのが難しい。今のままじゃ、そこまで強くなれない」

　拳を巌いわおのように固めて歯を食いしばる。

　カザクラの言う「強さ」とは、バスターやヨミと戦ってフウを守れるだけの力を指している。サイボーグは改伝人種よりもスペックが劣る。この壁を乗り越える為ため、彼女は人知れずずっと努力していた。

「強くなれないのはさ、カザクラが十分に強いからじゃない？」

「はえ？」

「だって、チアゲハとか余裕で倒してたじゃん。私が初めて見たサイボーグはチアゲハにあっさりと負けてたよ」

「うぬう、武闘解釈を用いればいけると思う」

　武闘解釈は、目的に合わせて最適な格闘技を使う特殊武術。補助人工知能に格闘技を「保存」出来るサイボーグの自衛手段には最適と言われている。

「カザクラは他のサイボーグよりも強くて、知識も豊富だと思うな」

　事実今のところ、カザクラよりも強いサイボーグを見たことがない。そして、格闘技に関する蘊うん蓄ちくは「彼女自身のもの」だ。

「カザクラの格闘技は円熟しきっているんだよ」

　カザクラは泣きそうになってフウを見つめた。

「じゃあもう成長できないですか？」

「そうじゃない。そういう時は気分転換が大事。発想ってのは寄り道から生まれるんだよ」

「きぶんてんかん」

「私、今から強い組織を作るためにあることをする。それにはカザクラの力が必要なの」

　強い語気でにじり寄ったのでカザクラは圧倒されて上体を反らした。

「やっぱり私、一人じゃ駄目なんだ。カザクラと一緒に頑張らないと、壁は乗り越えられない」

「一緒……」

「そう、一緒！　今から私が始めようとしてる事はきっとカザクラにもいい経験になる！　だから、カザクラの力を私に預けてほしい」

　圧倒されていたカザクラだったが、すぐに笑顔を浮かべた。今までよりも、少しだけ元気のある顔。

「分かった」

　カザクラは立ち上がった。

「なんかやる気が出てきました」

　もう一度ピョンとその場で小さく跳ねる。

「やる気出てきました！」

　フウは座ったまま握り拳を差し出した。それを見たカザクラはストンと横に座る。

　丁度、夕日が水平に射さして二人を茜あかねに包み込む。

　二つの影が、太陽の中でこつんと拳を合わせた。今までカザクラの表情を覆っていた靄もやが晴れ、もう一つの太陽が咲いている。フウも大輪の花を咲かせて笑顔に応えた。

　──やっと、二人でスタートラインに立てた。
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　こんにちは。お元気ですか？

　私は息災です。最近すっかり寒くなりましたね。リリさんの方に主だった動きはありません。

　ですが、外部との通信が多くなってきたのと、物資の搬入も少し忙しいようです。

　戦争にならなければよろしいですね。

　もうすぐ稲刈りの季節です。

　稲穂の香りにあなたの顔を懐なつかしむ、そんな日々を送っています。

　元気であればまた実家の方にいらして顔を見せて下さい。

　──イム・トウケン




「田舎のおふくろか！」

　貰もらった手紙を床に叩たたき付つける。アマテラス某所の密室にフウの荒い吐息が反響した。

　目の前には一人のシノビが立っている。

　黒装束に顔を覆い隠す長い前髪。さらにその前髪の上に装着された三つの面。それはまるでヒドラのように別々の方向を向いている。

　アガタ族一の使い手（自称）、イム・トウケン。サミヤが雇ったシノビで、情報収集の腕は超一流……なのだが押しも押されもせぬド変人なので、フウは何かと意思の疎通に苦労していた。

「なんで直接会ってるのに手紙くれたんですか？」

「うむ。お主ぬしがツッコむ所を見たくて、かように迂う遠えんな方法を取らせてもらった」

　うわあ、性た質ち悪い。

「あ、追加報酬入金しておきました」

「うむ。拙者も引き続き斥侯の任に就かん。必要とあらば戦闘もこなして見せよう」

「荒っぽいことは止やめてください。てか戦えるんですか？」

「リリの護衛を纏まとめて相手取るのは難しいが、その気になればＢ級の活躍は可能でござる」

　戦えばＢクラス。それがもし、本当なら、戦ってもらう機会が生まれるかもしれない。

「あの、あんまり無理しないでくださいね。ヤバイと思ったらすぐに逃げてきてください」

「御心遣い感謝いたす。だが、拙者も族長、藤田大草原様直々に手て解ほどきを受けた身。そう易やす々やすと見つかりはせぬ」

「誰だよ藤田大草原って。芝狩り機のライバルかよ」

　その時だった。突如、一人の男がこの密室に入ってくる。

「イム・トウケン様、大変です！」

　男は血相を変えて二人に走り寄る。

「大変です！　大変です！」

　そして二人の横を通り過ぎていく。

「トウケン様！　イム・トウケン様ぁ！　大変です！　大変です！　あ～大変です！」

　そのまま男は別の入り口から出ていった。

　間。

　フウは肩を落として大きく嘆息した後、息を吸い込んだ。

「どこの誰だよ！　上かみ手てと下しも手ての妖精か!?」

「サクラでござる」

「なんでそんな周到なんですか……」

「お主、さてはかなりのお人よしだな」

　一つ一つ丁寧にツッコんだらこの言い草。イムは「ありがとう」の一言も言わずその場から霧消する。一人残されたフウは徒労感に肩を落とし、暫しばらく突っ立っていた。




　カザクラと夕ゆう陽ひの中で拳を合わせた翌日、フウは早速棄すてられた「ジンジャ」に三人を集めた。ジンジャは敷しき地ちの半分が橋の側面から海に突き出た祭さい祀し施設だが、今はもう誰も使っていない。青空の中に聳そびえる、錆さびた鋼材で作られた鳥居。その下にフウは堂々と立っていた。

「方針は定まった？」

　力強い首肯をサミヤに返す。

「アサを救い、リリを倒すためのプランを立てた。題して、」

【アマテラスのサイボーグ総味方化計画】

　三人は揃そろってフウの額に手を当てた。

「熱ねつない！」

「いや、アマテラスのサイボーグつったって、大半は何ど処こで何してるかも分かれへんねんで？」

「居場所も分からないし、協力してくれる保障もない。会った事が無いのだから」

「とてもとても正しよー気きの沙汰とは思えません」

「リリ率いる機械兵士や戦闘員の大軍勢。これと戦うにはたくさんのサイボーグの力がいる。もし、サイボーグの軍団を作れれば、きっとジャセンクツのヒメツバキも資金を援助してくれるし、アサも帰ってくる」

「サイボーグつったってなぁ。見てみ？　リリの宣戦布告があったのに住民は吞のん気きに普段通りの生活しとる。これで戦え、言うても誰も戦わんで」

「それは百も承知。だから頼むんじゃなくて、雇用関係を結ぶの」

「全員傭よう兵へいとして雇うってことか？」

　それも違う。




「私は、サイボーグが働く会社を作る」




　三人はフウの額に手を当てた。

「だから熱ねえよ！」

「会社って立てるのは簡単やけど、形にするのはごっつ難しいで？」

「事業の計画は頭の中に入ってる。サミヤと蘭らんには会社を立てる準備をしてほしい。カザクラには従業員として現場で働いてもらう」

「なるほど」

　とカザクラは納得する。

「……え？」

　納得はしてなかったようだ。

「なんでカザクラが働く必要ありますか」

「アマテラスのサイボーグを集めるにはまずカザクラに頑張ってもらう必要があるのよ」

「せめて労ろー働どー基準法ほーは順守してくだせえ」

「本当に申し訳ない」

「なんで謝る！　お兄ちゃん労働の概念おかしいから本当に怖い！」

　チオウではかなり扱こき使つかったのでその時の記憶が蘇よみがえったのだろう。

「何かを始めるには覚悟を先行投資する必要がある。皆には、血ち反へ吐どを噴き出すつもりでいて欲しい」

　蘭らんとカザクラは顔を引きつらせ、サミヤは無表情のままだった。

「私だけじゃ集めた資料が正しいか判断できないから、サミヤと蘭らんには資料の収集と検討を手伝ってほしい。先まずは、アマテラスにおけるサイボーグの人口比率、職業、失業者の数、あと起業の手続きや商習慣についても調べたい」

　頼まれた二人は顔を見合わせ、フウを向いて首を縦に振った。

「任せて」「やったるわい」




　その後、早速サミヤと蘭らんの助けを借りてデータの収集をみっちりと行った。不知火しらぬい亭のリビングのテーブルには大量の資料が積み重なっている。それを四人を囲んで最後の会議に入っていた。

「アマテラスって他の国よりサイボーグの人口比率が多いんだ。なんでだろ」

「そら、他の国にはサイボーグの事を快く思わん奴やつが一定数おるからやろ。選挙でもサイボーグから仕事を守るために戦います、って声高々に演説する政治家だっておるし」

　蘭らんは吸っていたタバコの先端を灰皿に出来た吸い殻の山に突っ込んだ。

「そういえば、アマクニにいた時もカザクラがサイボーグであることを公表しない方がいいって言われた」

「ウチとサミヤが調べた限りでは、十年前からアマテラスのサイボーグが増えだしたみたいやな。この頃はサイボーグの機体制作会社の新規参入や手術費用の低下が著しい時期や」

「つまりサイボーグの技術革新があって、世界中でサイボーグそのものの数が増えたってこと？」

「せや。文化人類学者の論文複数を参照して、サミヤとしっかりファクトチェックもしたからほぼ間違いない」

「それ、後で見せてほしい。その、どうやってチェックしたのかも教えてくれると……」

「勿もち論ろんや。資料の見方くらいなんぼでも教えたるわ」

「本当にありがとう」

　サミヤも蘭らんも、知識や経験の積み重ねがあるので資料の扱いには慣れている。自分にその力がない悔しさをぐっと吞み込み、二人に頭を下げて色々教えてもらっていた。

　サミヤは涼しい視線をフウに向けて、一枚の紙を取り出した。紙の発行主はアマテラス法務局となっている。

「もう必要事項は記入してある。あとは、ここに責任者のサインをして法務局に提出すれば会社が出来る」

「遂ついに私が会社を持つ」

　机に差し出された紙に、右手のペンが近づいていく。

　──仲間だけじゃなくて、これから働くであろう従業員の生活も背負うことになる。

　社長になるという重責に、フウの手が一旦止まる。その右手の甲に、カザクラの手がそっと覆いかぶさった。右を向くと、深い青さの瞳がこちらに向かっている。

「アサが待ってるよ」

　その潮しお騒さいのような声が胸に吹いて、颯さつ然ぜんと迷いを掃はらった。頷うなずくこともなく、決意を眼まな差ざしに込めて彼女の言葉を肯定する。手の甲に温ぬくもりを感じたままペンを紙の上に走らせていった。

　──咲さく蒔ま風ふう──その名が記された書類を法務局に提出し、武装法人「メタルタイフーン」が、快晴の大洋に産うぶ声ごえを上げた。




「メタルタイフーン」はサイボーグの人材派遣会社だ。普通の人には手に負えないような仕事にサイボーグを派遣する。これはフウがチオウで行っていた便利屋稼か業ぎようと殆ほとんど同じ内容だ。

　フウは、その時の経験を活いかし、自分の足でアマテラスを駆けまわって「漁業の手伝いをしてほしい」という一つの依頼を取って来る。場所は三三地区にある「橋の中の漁港」だ。

　次の日の朝、カザクラとフウは現場へと向かった。

　九つある車道のうちの一つは「獣けもの路みち」と言われ運搬用のゾウが歩いている。二人並んでゾウの傍かたわらを歩くと、荒い呼吸が聞こえてきた。道路に跨またがるように設置された象舎では、エンジンの燃料噴射装置を改造した機材を使って、緑色の体毛に防虫スプレーが噴霧されている。そのせいか、ゾウに跨またがるとハッカの匂いがつんとした。

「ゾウタクシー」は堂々とした足取りで二人を目的地へと運んでいく。

「うわあ、すげー高い！」

　珍しくカザクラは興奮していた。ゾウの体高は八メートルと三階建てのビルより少し低いくらいだ。フウはカザクラの体に摑まりながら、先導する多脚無人機を観察していた。非効率だからゾウタクシーなど止めておこうと言ったのだが、乗ってみると意外と楽しい。

「結局お兄ちゃん、チオウでやっていたことをするの？」

「うん。便利屋稼か業ぎようは勝手が分かってるから。それをもう少し発展させて事業にしようと思う」

「じぎょう？　お仕事を大きくしたやつ？」

「うーん、そういう認識で間違ってはないかな。社会代謝機構でマユミさんが言ってるの思い出したんだ。安定した収入を得られる仕事は事業に発展出来るかもしれないって」

　社会代謝機構。それはフウの故郷であるチオウで聞いていたラジオ番組の名前だ。その知識は、チオウから逃げる際の大きな手助けとなった。そしてそこで学んだ事は今もフウの中で活いきている。

「マユミ姉ねえの言うことなら安心だね」

「うん」

　少し物思いに耽ふけってから顔を上げる。

「本当に、感謝してもしきれないな」

　カザクラ、サミヤ、蘭らんの手を借り、そしてフウの経験を活いかし、そして先生達が教えてくれた事を胸に未来へ歩いていく。

　遠く、クレーンが動く音が聞こえてくる。漁港はもうすぐそこまで迫っていた。




　どんな大事業も最初は一人の顧客を摑つかむところから始まる。便利屋稼か業ぎようでもそうだった。

　ここでいい働きが出来れば「アイツは役に立つ奴やつだ」と口コミで評判が広まっていく。だから最初の仕事はとても重要だ。

　漁港赤あか鱗り粉こは今日も魚の生臭さと鉄の臭いに満ちている。ここで働く「フェイ」という人物が最初の依頼人だった。

　天井には竜でも吊つるすのかと言いたくなるような巨大なフックや滑車をつけたレールがある。

　回転ノコを両腕に装着した機械労働者ロボツト。海水を吸い上げる大掛かりなポンプ。隅っこの机に置かれたラジオからはノイズ交じりのハードロックが流れ、ゴム製のエプロンを着けた屈強な男女が行きかい機材や用具の点検をしていた。しばらくすると赤いランプが点滅し、注意喚起のアナウンスが室内に響く。

『こちら近海怪漁船エメラダ。水揚げ準備よし』

　男が一人、隅っこの錆さびた無線機に応答した。

「作業員退避完了。これより水揚げを開始する」

　クレーンの動力機関が咆ほう哮こうし歯車の回る音と蒸気の噴出する音が聞こえてきた。天井に設置された滑車から錆さびの破片が八方に散る。真下の床は二〇メートル四方に抜けていて、その淵ふちを手すりが囲っていた。クレーンはそこから海面へと下りていく。

「見慣れない顔だね」

　女の人だった。白のシャツと黒のスラックス。体はすらっとしていて、黒ぶち眼鏡と相まって知的な印象がある。後頭部で揺れる歯車の髪飾りにちょっとした遊び心が出ていた。

「見学かい？」

「いえ、フェイって人を探してるんですけど」

　女性は驚いた様子で口をぽかんと開けた。

「もしかして君がサクマ・フウかい？」

「あ、はい」

「失敬失敬、こんな少女とは知らなかった。私がフェイ・ウズキ。海洋学者としてここの責任者をやらせてもらっている」

　学者、と聞いて無意識に背筋が伸びるフウだった。

『固定具装着完了。水揚げ開始』

　男が壁にあったレバーを勢いよく下げると、リールが蒸気を吐き出し鎖を巻いた。

「「うわぁ！」」

　ハンモックのような網に包まれる形で現れたのは、大型トラック程の大きさを持つ化け物だった。肌はざらつきがあって色は灰色。頭部と思おぼしき部分はヘラのように平たく細い。

「ホウライネムリブカ。大型サメの一種で半径数キロ以内の血の臭においを嗅ぎ分け、どんな狭い所にも入り込んで獲物をしとめるハンターさ。アガラの天敵だね」

　あんな触手だらけの化け物を食べるのか。なかなかの珍食家である。

「なんでハンモックみたいなのに乗ってるんですか？」

「サメは硬骨を持たないから、丁重に扱わないと肉が崩れてしまうのさ」

　そのあと「サメ」は内臓を抜かれてスカイタンクと呼ばれる、氷の敷き詰められたプールに保存される。

「海であんなもんに襲われたらひとたまりもないな」

「サメ系はろっこつがないから、どてっ腹に一発かませばイチコロです」

　フェイは腕を組んであっはっはと豪快に笑った。

「これは頼もしいな。さっそく海に出てもらいたいのだけど、準備はいいかな？」

「万事にぬかりなし」とカザクラは頷うなずいた。




　漁船「雷電丸」は波を切りたてて海を行く。

　排水量七〇〇〇トン。水線長一六〇メートル。武装、二〇ミリ自己完結型対空砲六門。二〇ミリ自己完結型対生物砲四門。その他放電爆雷、対生物用誘導弾キャニスター、威嚇砲を搭載し対空レーダー、さらに球状船首バルバスバウに対生物センサーも完備した「漁船」である。

　この漁船とは名ばかりの武装艦が沖合に停泊すると同時に、フウは甲板に出た。

「うぇっ、死む……」

　激しい船酔いで胃袋の中身を床にアレして顔色が悪い。

「お兄ちゃん、大丈夫？」

　サイボーグのカザクラは当然ケロリとしている。

「大丈夫。ギリ」

　空はこの上なく青く、雲一つない。燦さん々さんたる陽光は、ビキニ姿のカザクラに眩まばゆく降り注いでいた。今気づいたが、胸板以外はスタイルがいい。

「よくあのサイズの水着持ってましたね」

　フェイの胸には林りん檎ご二つ分ほどの丸みがある。

「妹のやつ」

　成程。同志よ。

「ここで漁をするんですか？」

「ああ、この辺りは潮と潮がぶつかり合っていてね、栄養豊富なプランクトンがたくさんいるのさ。プランクトンがいるなら魚も豊富。魚が豊富なら──」

　突如天より振った鳴き声に肩を竦すくめた。頭上を横切ったのは赤い羽毛を持った巨大な鳥だ。その行く先に視線を向ければ怪鳥が次から次へと海に突入している。

「──怪魚や怪鳥も集まってくる。だが、怪魚というのは賢くスピードもあるので釣り上げるのが難しい。とりわけ、この地域にいるタイガーファントムという魚は非常に美味だが、通常の漁船では捕獲は不可能に近い。君達にはそんなタイガーファントムの漁獲を頼みたいんだ」

　出来そうかい？　フェイが尋ねると腕に装着したリールを鳴らし、格闘家の顔になった。

「肯定あふあーむど」

　カザクラは海の中に飛び込んだ。

「とはいえ、最初は難しいだろうね」

「そんなもんですか」

「魚というものは、我々が思っているよりも遥はるかに素早いんだ。いくら腕うで利ききのサイボーグでも初見で怪魚を捕まえるのにはセンスがいる」

　数分後、海面が爆はぜ、カザクラが甲板に着地する。えらく不機嫌そうな顔をしていた。

「どうだった？」

　頰を膨らませ、無言でもう一度海面に飛び込んだ。

　日が真南に登る頃、甲板にはびしょぬれになったカザクラが仏ぶつ頂ちよう面づらで胡坐あぐらをかいていた。

「むー！」

「思った通りにいかないだろう？」

「むー！」

　むっすん、と頰を膨らませる。

「捕獲するための具体的な方法とかあるんでしょうか？」

「聞いた話だと、視覚の重要度を下げるらしい。サイボーグの強みは感覚器官が多い事だから、五感以外にも赤外線や大気センサーもフル活用して動きを読むとかなんとか」

　それを聞くなりカザクラは再び海に突入した。

「あー、行っちゃった。海の中は電波の進みが特殊だから、習得するには時間かかるんだけど」

　三〇秒後、水面を突き破ってカザクラが飛び出してきた。

　──言語に翼を。思考を空へ。

「ドラグ強度調整完了。これより引き上げに移ります」

　蟹がに股またで腰を深く落とし、リールを装着した右腕を思い切り振り上げる。

「せいっ！」

　高々と上がった水柱の中から、体長三メートルはあろうかという魚が飛び出してきた。

　体は黄色と銀色のまだら模様で、なんとも毒々しい色をしている。カザクラは魚の腹部に刺さった鉤かぎを引き抜き、得意気に胸を張った。

「どうすか？」

「凄すごいね……。縦縞幽霊海加羅身タイガーフアントムシーテトラ。知的で素早く、かなり捕獲の難易度が高い怪魚だよ。耐久力は低いから別名海の紙飛行機とも呼ばれてる」

　魚はスカイタンクに収納されてそのまま冷蔵となった。

「ふむ、君は中々腕の立つサイボーグのようだね」

「恐縮です」

「実はもう一人、腕うで利ききのサイボーグを探している人がいるんだ。会ってくれないか？」

　二人は顔を見合わせ、笑みを交わす。もう次の仕事が舞い込んできた。

　もちろん返事は決っている。

「「はい、よろこんで！」」




　少し南西に下ると海上にポツンと浮かんだ人工島が見えて来た。大きさは縦横、数一〇〇メートル程で高さは八〇から一〇〇メートル。青空を突いた鉄骨のタワーや、ヘリポートが建設されている。

「気象観測所、帝テ無ム秦ジンだ」

　人工島には足場が張り巡らされ、至る所に稼か働どうしていないクレーンが首こうべを垂れている。

「気象観測所の割には大きいですね」

「もともとここは海洋資源の採掘施設なのさ。色んな国が参入した大事業で、この近海に六つも建設された。不ふ破わ如きさ月らぎ、白はく竜りゆう、覚かく王お山ざん、霞かすみ、虎こ王おう、そしてこの帝テ無ム秦ジン」

「でも使われてないってことは……」

「石油も海底レアアースも利益が出るほど採れなかったようだね。政治家と石油会社の癒着があったらしいけど、責任者不在で結局有う耶や無む耶やさ。この帝無秦はアマテラスが鉱区ごと買って気象観測の基地にしているんだよ」

　船を西側の港に泊め、広大な施設内を移動して屋上に出る。採掘施設の最上階には、白い石造りの建物があった。その周辺は波の音もささやかに、優しい静けさが満ちている。

「後から建てた気象観測所だ。あそこに君達の顧客がいる」

　フェイは勝手知ったる人の家とばかりに観測所の中へと入り、二階のテラスへ二人を案内する。テラスへの扉を開けると、涼風が三人の脇を駆け抜けた。

　歌声。

　伸びやかで透き通った女性の歌声。ガラス細工のように繊細な調べが、そよ風に乗って天に流れた。その軌跡をたどるように、金属の翅はねを持った無数の蝶ちようが碧へき空くうへと飛び立っていく。その光景は白昼に生まれた星の河のようだ。

「あら？　フェイじゃない」

　テラスに立っていた一人の女性が切れ長の目を三人に向けた。空色のドレスにグレーの長髪が美しく、そこはかとなく気品が漂っている。

「シグレ、サイボーグの働き手を探してたよね」

　シグレと呼ばれた女性は口元に人差し指を立て、首を傾かしげた。

「あ、そういえば、そんなこと言った気がするわ」

「この子、かなり腕うで利ききのサイボーグなんだ」

「あら可か愛わいい子たちね。お姉さんと遊ばない？　一時間三千円で」

「その言い方は凄すごく如何いかがわしく聞こえるなぁ」

「そう？　浮世の感覚って難しいのね」

　こなれたやりとりの後、フェイは改まってフウの方を向いた。

「紹介しよう。アマテラス気象観測官のシグレだ」

「よろしくね」

「私はカザクラ」

「フウです」

「いい名前ねえ。私、明日からカザクラに改名しようかしら」

　妙な角度から飛んできたジョークに乾いた笑いが出た。

「今年はシグレでずっといくって言ってたじゃないか。頼むから名前を呼ぶ方の身にもなってくれよ」

　本気だったのか……




　シグレは石油採掘場の西にある管制室に三人を案内した。窓ガラスは割れ、中は焦げ付いている。

「これは？」

「前にここで火災があったのよ。どうやら原油の貯蔵タンクがまだ空になってなかったらしくて。このままにしておくと危ないでしょ？」

「つまりこの廃屋の解体を手伝うのが依頼でいいでしょうか？」

「その通りよ。私だけじゃ時間がかかり過ぎちゃうから、お手伝いさんを探していたの」

　シグレの周りにはわらわらと甲虫型の無人機が群がっていた。

「それは？」

「サイボーグ用のデバイスよ。私がさっき飛ばしていた観かん測そく蝶ちようと同じ」

　ということは、この人もサイボーグなのか。

「昆虫同士を経由して電波を送信していけばかなり遠くの無人機まで操れる。すごいでしょ？」

　対してカザクラが纏まとっているのは水着だけだ。

「私は丸腰ですが」

「あら、優れたサイボーグなら道具が無くても解体は出来る筈はずよ」

「やる」

　凄すごい。もうカザクラを上う手まく転がしている。

　カザクラはシグレに解体工事の基礎を教わりながら、少しずつ管制室を解体していった。




　その間、フウとフェイはテラスのテーブルで紅茶を飲んでいた。

「君はどういう経いき緯さつでここに来たんだい？」

「あの子の家族を探していまして……」

「それで旅をしているのか。大変だね」

　フェイは後頭部に手を回し、歯車の髪飾りを弄もてあそぶ。

「でも普通の旅じゃなさそうだね」

「……正解です」

「これも何かの縁だ。出来る範囲で協力するよ？」

　どうしようか。ここで自分の立場を明かせば、かえって相手を疎遠にしてしまう可能性もある。でも、協力してくれる人は一人でも増やしておきたい。

「私、リリに命を狙われているんです」

「リリって、あのリリ・陽よう天てんかい？」

「はい」

「一時期アマテラスに宣戦布告をして話題になっていたね。そういえばあの時、リリは誰かを名指ししていたけど」

「あれが私です」

「そうなのか。実は漁師達も彼女の動向は気になっていてね。今よりもアマテラス側に進出してくるだけで、私たちは商売あがったりだから」

「そうかアマテラスの経済水域が狭くなるだけで漁獲量が減るんだ」

「その通り。戦争状態にまで行かなくても漁師の生活は厳しくなる。もし彼女をどうにかしたいのなら力を貸すよ」

「本当ですか!?」

「ああ。多分漁業組合の人達も手を貸してくれる筈はずだ」

「その話、私にも詳しく聞かせてくれないかしら」

　振り向けばシグレが立っていた。その隣には茶色い人っぽい何かがいる。

「カザクラ、どうしたの！」

　水着の白も地肌の白も、粘り気のある泥に汚されていた。

「べつに」

　恐ろしく不機嫌そうだ。

「石油掘削に使う泥でい水すいタンクが空になってなかったのよ。それを間違えて壊しちゃって、カザクラちゃんこんな事に」

「むー」

　カザクラは泥まみれになった事よりも、解体作業が上う手まくいかないことに腹を立てているらしく、蟹がに股またでシャワー室へと向かった。

「話を戻しますけど、協力してくださるんですか？」

「ええ。私面倒事に首を突っ込むのが大好きだから」

「動機軽すぎません？」

「買い物感覚で危ない橋を渡るのがモットーなのよ」

「不必要に危険な事はしないでくださいね？」

「大丈夫よ。私は他のサイボーグとは少し違うから」

「違う？」

「もともと私の機体は軍用なの」

　軍用という言葉にフウは少し驚いた。シグレの容姿はどう見ても戦う人間のそれではない。

「私は無人機を操るためのチャンネルが多いのと、それを一括で処理する高性能ＣＰＵを有してる。この子たちを戦闘用の攻撃型無人機に変えれば、それなりの戦力にはなるわ」

　彼女の足元に蝶ちようや、金属の芋虫が集まっていた。確かにこれを全て攻撃に用いれば、他のサイボーグとは違った戦い方が出来そうである。

「てゆうか戦闘用に開発されたサイボーグも存在するんですね」

「開発費が高額だから量産には至ってないけどね。私だって、デバイスを扱う能力を差っ引いたら普通のサイボーグと同じようなものよ。高出力の機動アーマーとリンクをして改伝人種と真っ向からやり合う人もいるけど、私の性には合わないわ」

　彼女の言った事はフウも把握していた。戦闘能力上位十人の中にもたった一人だけサイボーグがいて、アーマーで戦う。フウはサミヤにその男の事を調べてもらっていた。

「で、貴方はどうしたいの？」

「まずはカザクラを色んな場所で働かせたいんです。それで多くの人と仲良くなりたい」

「あの子を通じて人脈を広げていくわけだ。ＯＫ、そういうことなら私に任せて」

「ありがとうございます」

「あと、解体した鋼材もいただいていいですか？」

「いいけど、何に使うの？」

「アマテラスで売ろうと思います。重機を使わないから解体した資材は再利用できるんじゃないかな、って思って」

　海の真ん中にあるアマテラスでは建築資材の価値が高い。上う手まくいけば、ちょっとした小遣い稼ぎになるだろう。

「成程、そういうことなら好きなだけ持って行ってちょうだい」

　ここまではフウの狙い通りだった。誰にも出来ない仕事で成果を出し、人脈を形成しつつ会社の評判を広めていく。初日の依頼人がここまで協力的なのはいい誤算だ。

「ようやく運が向いてきた。待っててねアサ」




　二日後の夜、ラジオのスピーカーからシグレの透き通るような声が聞こえてきた。

『さて、ショウリン・シグレの海原に天あつ晴ぱれ！　天気予報の前にフリートーク行っちゃおうかしら。以前観測所にずっと解体されない廃屋があって困ってるって話をしたわよね？　なんと、それが今日無事解体されました。どんな業者を呼んだの？　って思うわよね。私も驚いたんだけど、なんと現れたのは二人の女の子！　片方はサイボーグなんだけど、あっという間に一人で廃屋を解体しちゃったのよ？　凄すごいわよね。メタルタイフーンって名前の会社で、建物の解体だけじゃなくて、もっと色々な事もやってくれるんだって。私も飼ってる機械虫の御お世せ話わとか頼んじゃおうかしら』

　所々話が盛られていたが、多少の誇大広告は仕方ないだろう。

　この放送の翌日、早速依頼が舞い込んだ。今度は橋の主塔に設置されたカメラを修繕してほしいとのことだった。この仕事をやり遂げると、その様子を見ていた運送会社から「コンテナに住み着いた大型両生類を撃退してほしい」との依頼が入る。

　この大型両生類を無傷で別の場所に移すと、動物保護団体からアマテラス周辺の島とう嶼しよに住む怪鳥の調査をしてほしいと頼まれる。

　評判が評判を呼び、その三日後には倍の依頼が舞い込んだ。カザクラとフウが寝る間も惜しんでこの仕事を捌さばききると、五日後にそのさらに倍の仕事が舞い込んだ。

　悪夢のような仕事量にもめげず、二人は目から血が出る勢いでアマテラス中を駆けずり回る。

　そして繁忙に日々を送る内に二週間が経過した。

「むり」

　カザクラは社内オフィスの中央で大の字に倒れた。五〇地区で借りたオフィスには四人の他にも複数の職員が出入りしている。悪夢のような重労働で疲ひ労ろう困こん憊ぱいするカザクラを職員たちは心配そうに見つめていた。

「完全なるろうき案件でございます」

　なにせカザクラ一人に対して依頼は一日に二〇。いくら彼女が超人的な身体能力を持っているとはいえ、これを一人でやり遂げるのは不可能だった。

「お兄ちゃんが真っ黒になってしまいました」

「フウ、いい加減休ませたらな死んでまうで」

　蘭らんは紙の資料を整理した後、カザクラをよっこらしょと椅子に座らせる。カザクラはまるで洗濯した後のぬいぐるみのように「ふにゃらぁ」と脱力した。

「うん。もうそろそろカザクラの役目は終わりかな」

「はえ！　コストカットの刃やいばでひせいき労働者を斬り捨てる、一時間ドキュメンタリー的なあれですか！」

「けったいな妄想をしない！　カザクラには別の業務をやってもらうの」

「別の業務？」

　ニッと笑って取り出したのは、音声スタジオのチラシだった。

「今日からカザクラには、パーソナリティーになってもらいます」

「パーソナリティー？　それって、先せん生せえみたく番組持てるってことですか!?」

「そうだよ！　正真正銘、カザクラのラジオ番組！　もう放送枠も買ってある！」

「わたくしめのラジオ番組……」

　うっとりとした目で遠くを眺めた。

「あの日のように、カザクラいちやく時ときの人、承認よっきゅうウッハウハ」

　どうやらアマクニでラジオ番組に出た時のことを思い出しているらしい。

「評判は十分に広まった。次はいよいよ、アマテラス中のサイボーグを集めるよ。カザにはラジオを使って、その呼びかけをしてほしい」

「呼びかけ？　呼びかけ！」

「そう。今、サイボーグにしか出来ない仕事が沢山あります。でも働くサイボーグが足りません。高い給料を出すので是非とも来てください、って」

　体を起こし、イケメンな顔つきになってぺっちゃい胸をドンと叩たたく。

「このカザクラ、パーソナリティーになってへいしゃの求人広告をこなしてみせましょう！」




　宵の冷気が墨黒の水面を静かに漂う夜の十二時、ラジオのスピーカーから元気な少女の声が聞こえてくる。

『えーせんじつ、市いち場ばでどえらい大きさのぎょにくを貰もらいました。フライパンで焼いたろか、おもたんですけど、火ぃ通らんので右手の火炎放射器使ったら家ごと燃えましたわ。

　てなわけで新番組、竜トル巻ネー機ドマ械シン銃ガン始まるよ！』

　ラジオのスピーカーからはエッジの効いたギターのジングルが流れてきた。

『てなわけで、サイボーグが普段何を考えて、何をしているのか、ってのを楽しくトークする番組です。進行は私、カザクラで、お相手はコイツ』

『口悪っ。あとオープニングトーク、シュール過ぎやろ』

『早速無難なツッコミが入りました』

『てか何でウチが選ばれたん？』

『日がな博打ばくちばっかしてるくらい暇だからです』

『ぐうの音もでえへんわ』

『さて、まあトークとか言いながら、実態はサイボーグに向けた求人広告なわけですが』

『それ言うてまうんや……』

『今、メタルタイフーンは過剰労働の危機に瀕ひんしております。是非とも働きてえサイボーグは一報ください。さて、お次は、こんな仕事やっとりますねんのコーナー』

　シグレのコネクションを使い、放送の枠をかなりの高額で買い取って求人と宣伝を兼ねた番組を放送していた。十二時から十二時半、週五日の帯番組。ディレクターや台本制作はスタジオの人に頼み、音響関係の仕事は全てサミヤが担当した。

　放送が始まって二日後の夜、スタジオにフウが聴取率の結果を持って現れた。

「番組の聴取率結構いいみたいだよ」

「そんなに早く結果でるの？」

「昔は電話で聞いてたみたいなんだけど、今は便利な代物があるから」

　とフウは愛用しているラジオを見せた。ラジオの左上にアンテナが一本増えている。

「聴取率自動集計システム。受信した電波を暗号化して基地局に送り返すガジェットなんだって」

「つまり沢山聞かれている番組はラジオから電波が沢山返って来るですか」

「うん。そして私たちの番組は同時間帯の占拠率が二位だからかなり評判がいいことになる」

　意外にも蘭らんに場を仕切る能力があるので、カザクラの変ちくりんなトークでも奇跡的に番組が成立している。そんなこんなで、この愉快な番組を通じてアマテラスのサイボーグに求人を出し続けた。




　仕事は山のようにある。今よりも暮らし向きを良くしたければ集まれ。




　このメッセージの効果は直すぐに表れた。

　サイボーグが数人、会社の門を叩たたいたのだ。

　放送開始から三日後、オフィスの面接室に三人の男女が椅子に座っていた。三人ともサイボーグで、入社の意思があった。ちなみに採用面接にあたるのはフウとサミヤである。

「えっと、まずどういった理由でわが社を志望しましたか？」

「金」

　答えたのは右端の小柄な男である。現在の職業は飲食店の接客だった。書類選考の時点でサミヤが身辺調査を済ませている。なので、ここに呼ばれた時点で殆ほとんど採用は確定していた。

「ではジュウシンさんの特技は何でしょうか？」

「野生の怪鳥をある程度操れる」

「どうやって？」

「俺の身体からだには音波発生装置が備わっている。これで連中の嫌いな音や好む音を出して感情をコントロールするのさ」

　このように彼等の得意分野を聞いたり、大体の性格を把握して面接は二十分で終わった。

　面接の後に、右端の男が鉄のように固い表情でフウを見る。

「こっちからも一つ聞かせてもらっていいか？」

「何ですか？」

「俺は今まで接客業でしか働いてこなかった。そんな俺が、昨日の今日で別の仕事に就けるのか？」

「勿もち論ろん。私達がしっかりサポートいたします。そしてその労働に見合った賃金をお支払いしましょう」

「……変わった野郎だ」

　そして最後に、フウは自分の立場を打ち明ける。

「私はリリ・陽よう天てんと対立しています。この組織は、彼女の組織と敵対関係になる危険性がある。それでもよろしいですか？」

　これは彼女のなりの誠実さだった。下手な噓うそを吐つけば、信頼関係が一気に崩れてしまう。

「別に構わねえよ。金が貰もらえるならな」

　他の二人も同様だ。今より雇用条件が良ければ、それでいい、と。男は退出する間際、フウに向かってこう言った。

「金と兵隊を同時に集める。あんたのやり方、まるでリリみたいで面白いな」

　その言葉に不意を突かれてフウは固まってしまった。サイボーグ達が退出しても、フウは出すべき言葉を失ったままでいる。

「彼の言った事が気になる？」

　サミヤが心配そうにフウの顔を覗のぞいた。

「何も言い返す気が起きなかった。なんか、そうなのかなとか思っちゃった」

　敵対する殺人快楽者と自分が重ねられても、不思議と侮辱された気持ちにはならなかった。

　私はリリを嫌っていない……？

「もう計画は動いている。今は目の前の目標に集中すべき」

「そ、そうだね。うん。集中する」

　サイボーグ達はカザクラによる研修を受け、それぞれの得意とする分野の仕事場に派遣された。最初はカザクラのように上う手まくいかず、顧客ともめることもあったが、その場合は全てフウが現場に急行して頭を下げた。そして、自ら交渉して顧客との関係を修繕する。

　従業員のサイボーグが仕事に慣れてくる頃、評判を聞き続けたサイボーグ達が集まって来た。彼等にはリリと対立している旨むねもしっかりと話す。にも拘かかわらず、彼らはそれでもかまわないと言った。彼等にとって、自分の個性が活いかせる仕事はそれだけ魅力的だったのだろう。

　遂ついに計画の最終段階──サイボーグの結集が実現しようとしている。

　残る懸け念ねんはたった一つ。サイボーグがどれだけ集まるか、だ。




　メタルタイフーンを設立して一ヵ月が経たった。

　ジャセンクツに向かう前夜、仕事を終えたフウ、カザクラ、サミヤ、蘭らんの四人は銭湯の湯船に並んで浸つかっていた。海水をそのまま沸かして使用しているので、湯船のヘリには塩だれという白色の固形物が付着している。

「あぁ、疲れたぁ」

　事業が軌道に乗るまで経営者は過労になると聞いたが、まさかここまでとは。各部署の調整や銀行との取引、各書類のやり取りなどあまりにも多忙だ。

「労働の喜びは湯船にありぃ」

　カザクラは、てろてろした笑顔を浮かべた。カザクラもラジオパーソナリティと研修の仕事で忙しかったが、初期の過密スケジュールから解放されて少し余裕が出てきている。

「ねえ、サミヤ、前に貰もらった資料の話なんだけど」

　フウがサミヤの方に視線を向けると、ぶくぶくと泡を出しながら沈んでいく彼女がいた。

「サミヤアアアアア！」

　サミヤはすっぽんぽんのまま浴槽の脇に横たえられ「くけー」とだらしなく涎よだれを出して居眠りをしている。資料の収集に加えて、リリの情報を集め、戦いが起きた時の作戦を考え、さらにラジオ放送の機材も扱っている彼女は四人の中では一番仕事量が多い。眠ってしまうのも無理はない。

「お疲れさんやなぁ」

　蘭らんは勝手に持ち込んだビールの缶に口をつけた。

「でもまさか、こんなサイボーグの需要があるとは思わんかった」

「居酒屋でサイボーグの人に会った時からずっと考えてたの。なんで、すごく身体能力が高くて、センサーとか色んな機能を持っているのに、それを仕事で活いかせないんだろうって。そして気が付いたんだ。このアマテラスにはサイボーグを働かせる習慣がないんだって」

　以前フウは祖国でコンサルティングの仕事をしたことがある。その時、新しい価値観は富の源泉になると身をもって知った。

「それでカザクラと働いた事や、大企業の人を相手に仕事をした経験が活いかせると思ったんだ」

　ずっとカザクラと一緒に仕事をしてきたフウは、サイボーグが如い何かに優秀な労働者かを誰よりもよく知り、そしてどういった分野で活躍できるかも把握していた。

　──才能とは、活躍する場がないと意味がない。経営者は才能ある者が活躍できる場を提供するのが仕事だ。今まさに高いビルから飛び降りようとしている者を、大金持ちにするのが優れた雇用主なのである。

「──ある経営者の言葉だよ」

「へえ、おもろい事言うやん。誰の言葉なん？」

「リリ・陽よう天てん」

　ぶっ、と蘭らんは酒を吹きだした。

「はぁ？」

「リリみたいだ、って言われたのが引っかかっててさ。それで変に興味沸いちゃって。サミヤに彼女の事を調べてもらったの」

「で、お前さんはアイツの事をどう思ってるんや？」

　心配そうに蘭らんが尋ねる。

「共感はする、かも」

　やり方は違うが、どちらも邪魔な障害を排除するために戦力を増強している、という点では同じだ。

「社長になって思うの。本当はリリも、そういう重圧に苦しんでたりするのかなって」

　組織の責任者になってから、あのゴトクテンを運営するのがどれほど大変な事か分かってしまった。そのせいか、彼女個人に対する興味が湧いてしまった。彼女は普段どんな事を考えているのだろう。あの、人を嘲る仮面の裏に、どんな本心が隠れているのだろう。

「おいおい、あんま敵に共感なんかせんほうがええで」

「でもさ、アマテラスを追い出されるまで直接人殺しをしたって記録はないんだよ？　もし仮にさ、本人は一度も法律を犯した事がないなら、なんか理不尽じゃない？」

「いやでも、外では人殺してるし」

「そりゃそうだけど、さ。追い出されなきゃ、人を殺さなかったかもしれない。私だって、チオウにいた時は、本当に手の打ちようが無くなった時は殺す可能性も視野に入れていた」

　それは事実だ。フウは交渉術や危機回避力に優れるから、幸い人を殺すには至らなかった。でも、もし戦闘不能になったカザクラを守るためなら最悪人を殺あやめる覚悟は決めている。

「気になるなら本人に聞けばええやん。どうせ最後はアイツとっ捕まえるんやから」

「そうか。それもそうだね」

「捕まえたらその後は……」

　そこまで言って蘭らんは意味深に言葉を切った。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない。大人の女には色々とあるんや」

　猫の目に、深い逡しゆん巡じゆんと愁うれいの幕がかかる。酒をグッと飲み干し、窓の外を眺めた。

　明らかに蘭らんは何かを思いつめているようだ。

「何か悩みがあるなら聞くよ？　その、仲間なんだし」

「仲間、かぁ」

　地の果てに届くかのような遠い目をしていた。

　どうやら、仲間、という言葉が引っかかってるらしい。

　恐らく彼女の中でフウ達はもう「敵」ではないのだろう。そしてまた、こちらにとってもただの協力者ではなかった。

　アサを助けたら、蘭らんと話をしなくてはならない。ただ利害関係を結んでいる相手としてではなく、一人の対等な人間として。

　窓の外、墨汁のように黒々と横たわる海に、一いつ痕こんの欠けつ月げつが灯ともっていた。それが新月になるか、満月になるか、今はまだ誰にも分からない。




　約束の日、フウ、カザクラ、蘭らん、サミヤの四人はジャセンクツの大広間に足を運んだ。

　広間には蛇もアサも見当たらない。空色の着物を纏まとったヒメツバキが、妖よう艶えんと気品を携えて静かに立っている。

「運命さだめの鐘は時を打った。お主ぬしの成果を暁に晒さらすがよい」

　フウは何もせず、ヒメツバキと向かい合っている。

「どうした、誓約書の一つも持ってこなんだか？」

　夜露に濡ぬれた刃やいばのように冷たい視線が、静かにフウへと据えられた。

「儂わしは慈悲深い方ではないぞ？　リリと戦う力が無ければ、お主ぬしの相棒が蛇の腹に収まる事は必然と心得よ」

　それでもフウは何もしない。何も言わない。動揺の一片も見せることなく、ただ立っている。

　そんな彼女の傍かたわらで、一匹の蝶ちようがひらひらと宙を舞っていた。機械で作られた虫型無人機は薄暗がりを漂い、ドレスを纏まとった一人のサイボーグの肩へと留る。

　その後ろから一人、また一人と、サイボーグが階段を上って広場に集まって来た。気付けばフウの背後にサイボーグが集団を成している。

「総勢三九人。皆、リリと戦う覚悟を持った精鋭です」

　恐らく普通に「助けてくれ」と頼んでも彼らは首を縦に振ってくれなかっただろう。だから、フウは会社を作り、彼らに高給の仕事を提供し居場所を与え、その見返りに協力を得た。勿もち論ろん、戦いを拒否する者に強制はせず、メタルタイフーンを維持するための人員は残してある。

　しばしの間呆あつ気けに取とられていたヒメツバキは、サイボーグ達を眺めて沈黙を破る。

「そなた等は、本当にリリと戦うつもりか？」

　サイボーグの一人が前に出た。

「せっかく金払いのいい雇用主を見つけたんだ。みすみす死なれてたまるかよ」

　その言葉に異を唱える者はいなかった。

「浮うわ気きがバレた時以外は面倒見てもらえるしな」

　誰かがそういうと和やかな笑いが上がった。

　一つ彼らを睥へい睨げいし、蛇の眼めから厳いかめしい気配を消した。

「サイボーグの事をよく知るお主ぬしにしか出来ぬ事をした、というわけか。よかろう」

　ヒメツバキは颯さつ爽そうと踵きびすを返かえす。

「ついて参れ」

　地面に「陰」の文字が輝き、陥没して階段となった。四人はヒメツバキの後に続いて階段を降りて行く。

「ふと気になったが、連中、如い何かなる手段を用いて広場までやって来たのじゃ？」

「門番の虚こ無む僧そうさんに頭下げたら普通に通してくれました」

「……彼あ奴やつは減給じゃな」

　下まで降りると一抹の光も無い闇が五人を迎え入れた。

　ヒメツバキが指を鳴らすと、天に「陽」の文字が輝き照明が灯ともって空間を照らす。企業のロゴと商品の立体映像が広大な室内を埋め尽くした。重機。装甲車。無人機。サイボーグ用のアップデートパーツ。改伝人種用の武器。古今から東西に至る兵器の会社が名前を連ねていた。

「これは、一体？」

「これらは儂わしと深い関係を持つ企業じゃ。明日より動くのであれば、お主ぬしの成功に先んじて手を打っておくのが最良というもの」

「ずっと準備をしていたんですか？　私が成功するかも分からないのに」

「幼子の頃より丁半博打ばくちは得意でのう。主ぬしの経歴と振る舞いを見て、成功の目に賭けさせてもらった」

　つまりヒメツバキはフウが仲間集めをやり遂げる、と考えていたのか。

「お主ぬしは見事に我が期待に応えた。今度は儂わしがその労に報いる番じゃ」

「追加の融資もしていただける、ということですか？」

　ここはフウも抜け目がない。資金提供の言げん質ちをすぐさま取りにかかる。

「無論じゃ。百億禄ろくの融資を今日中に行う。これを持ってしても、リリの討伐は至難じゃ。クリムゾンパイレーツへは話を通してある。奴やつらと協力して運命を切り開くがよい」

　だが小さな女社長の態度はまだ軟化しない。相手が約束を完全に果たさない限りは、警戒を維持し続ける。

「それと最後にもう一つ、アサは何ど処こにいますか？」

「そう怖い顔をするな。約束の反ほ故ごは商人の信用に致命的な裂れつ罅かを齎もたらす。当然お主ぬしの友人も儂わしが保護しておる」

　ヒメツバキが指を鳴らすと、何ど処こからともなく鳥の鳴き声が響いた。部屋の奥から一羽わの鳥がフウ目がけて飛んでくる。

「アサ！」

　両手でアサを抱き留めると半泣きになって頰ずりをする。

「アサ！　アサ！　よかった！　生きてたぁ！　たくさん美お味いしいご飯買ってあるからね！　また一緒に食べようね！」

　アサも全力で首を伸ばしてフウに甘える。それを見ていたヒメツバキが呆あきれたように笑った。

「大人びていると思えば、今は年とし端はもいかぬ子供にしか見えぬ。実に不思議な女おな子ごじゃ」




　こうしてフウは大量の資金と、心強い仲間を得た。だけどフウにはあと一人、意思を確認しておきたい相手がいる。フウは蘭らんを繁華街の立ち飲み屋に誘った。ブリの炭火焼きや貝のつぼ焼きを楽しんだ後、意を決して話を切り出す。

「ねえ、私がさ、蘭らんに出会えてよかったって言ったら、変かな？」

「なんや、頼りになるお姉さんが出来て嬉うれしいか？」

「近い」

「近いかぁ」

　蘭らんは額に手を当てて天を仰いだ。

「まあ気持ちは分かるよ」

　目を細め、浅いため息をつき、色気にある仕草でグラスに入った焼酎を揺らす。屋台のヒヨコ電球の放つ光が、コップの中で波打った。

「なんでかな、一緒におると情が移るもんやね。上う手まい事言いくるめられて、こき使われたけど、誰かと飯食ったり、ラジオ番組をやるのは楽しかった」

　フウも初めはただの協力者だと思っていた。でも、いつの間にか悩み事を打ち明けたり、一緒に焼肉を食べたりするような仲になっていく。

「決めた」

「何を？」

「この戦いが終わったら、お前らを見逃す」

「そ、そんな事をして大丈夫なの？」

「これも大人の仕事。大丈夫や」

　少し間を置いて、しゅんと耳をしなしなにさせた。

「大丈夫かなぁ……」

「なんか、ゴメンね」

「そこは、ありがとうやろ」

　蘭らんの腕がフウの肩に廻まわり、荒っぽく抱き寄せた。

「死ぬなよ」

「そっちこそ」

　尊い夜が更ふけていく。やがてこの静かな夜との別れがやって来る。

　フウが蘭らんの服を摑つかんで握りしめたのは、自分を待ち受ける死闘への不安からだった。
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　アマテラスとゴトクテンの間に聳そびえる鋼鉄の要塞「不ふ破わ如きさ月らぎ」。

　元々は天然ガスと鉱石レアアースの海上採掘施設で今はクリムゾンパイレーツの根城と化している。夜の九時十五分、大海に聳そびえた鉄の魔城に鮮血が吹き荒れた。

　遂ついにゴトクテンが侵攻したのである。

　クリムゾンパイレーツの海上戦力を殲せん滅めつしたリリ・陽よう天てん。勢いそのまま北側に船を横付けして潔白の戦闘員を潜入させヘリポートを制圧。輸送用の回転翼機から機械兵士をヘリポートに降下させた。

　雪な崩だれ込んだ機械兵士と潔白の戦闘員達は、霜のように白い戦闘服を返り血で染め乍ながら徐々に戦線を押し上げていく。リリは戦闘員達から少し離れた所で指揮をとり、自身もまた別の場所から防衛線を突破していた。彼女を守護するのは、特注の機械兵士「機力仏像・修羅」三体である。

　リリは通信機に向かって大声で叫んだ。

「いいか！　一番の目的はここを占領する事だ！　カスをぶち殺すのは二の次！　殺意に駆られて戦力を消耗しないように指示を出してくれ！」

『分かりました』

　通信機の向こうで大乗天が肯定する。大乗天はゴトクテンの幹部で、洗脳された労働者を管理するのが職務である。潔白の戦闘員達は洗脳の都合上リリを嫌っているので、命令は彼を経由する必要があった。

「それと女子供はなるべく殺すな。下手にガキどもを殺せば奴やつらはバーサーカーになっちまう。逆に生かしてガキと女を守らせるように立ち回らせろ。連中、ガキや女の前だとヒーロー症候群を拗こじらせて自分から玉砕してくれる」

『分かりました』

　続いて別の周波数から通信が入る。

『こちら作戦本部長。Ａ級Ｂ級の改伝人種が港への通路に集まっているとの情報が入った』

「分かった。九キユウ獏バク肋ロクをぶつける」

　機械兵士の間から、カラスのようなマスクを身に着けた男が音もなく現れた。ゴトクテン最大の戦力にして、最強の一個人、九キユウ獏バク肋ロクがマスクの向こう側から闘気の片へん鱗りんを見せる。

「出番か」

　彼は静かに尋ねた。

「ああ、奴らを一口サイズに殺処分プロデユースしてやろう」




　グレン・ハクザンは港にて非戦闘員の避難誘導を指揮していた。港に停泊するのは一隻の高速戦闘艦で隊員の家族である女子供と傷病者が列を成して雪な崩だれ込む。

　そんな中、ハクザンのインカムに通信が入った。

『こちら、一般見学棟、もう持ちこたえられそうにない』

　砂嵐の中で断末魔が上がる。

『こちら集荷載積場、党首ハクザン、すまない、我々の理想はここで潰ついえるようだ』

　次々に散さん華げの報が入り、ハクザンは沈痛に瞼まぶたを伏せた。

「党首ハクザン、」

　副党首──つまり組織において二番手の男が声をかける。

「船を出せ」

「え？」

　ハクザンは銛もりを構えた。

「ここも、じきに落ちる。お前も非戦闘員と共に行くのだ」

「私もこの戦場に残ります！　たとえこの命果てようとも奴やつらの胸に一いつ矢し突き刺すのが戦士たる戦士の矜きよう持じというもの」

「今はその時ではない！　早く行け！」

　怒鳴りつけると副党首は慌てて敬礼をした。そして憎々し気に唇をかみしめて背を向けた。

「この報いは、奴やつらに受けさせます、必ずや！　必ずや！」

　喉がはちきれんばかりの絶叫を上げて副党首は艦に搭乗した。

「見どころはあるが、血気に我を見失うのが奴やつの悪い癖だな」

　副党首のような気高き理想主義者は、時に独断専行の愚を犯す。何時か彼の行動が大きな過あやまちに繫つながらないかと時折不安になった。そんな副党首を乗せ、鋼鉄の船はゆるりと暗黒の夜へと遠ざかる。

　不通となった通信機を投げ捨て、搬入路へと視線を突き立てた。

　暗がりから人の気配がする。敵か!?

「党首ハクザン！」

　それは赤子を抱えた女性だった。赤ん坊はこの騒動の中でも母の腕に抱かれて眠っている。

「まさか、船はもう行ってしまわれたのですか」

　逃げ遅れた者か。

「どこかに水上バイクが停とめてある」

「分かりました。探してきます」

　さて、彼女が脱出するまでこの命保もつだろうか。自問しながら再び前を向くと、搬入路の暗がりに三日月のような口が滲にじみ出でた。

「ハッロ～、人権足りてるゥ？」

　生命讃さん歌かに対する反逆の如ごとき破顔をもって、リリ・陽よう天てんが現れる。

「絶体絶命だなぁ！　革命家」

　暗闇から西瓜すいかのように転がってきたのは、クリムゾンパイレーツの構成員だった者達の生首である。ハクザンの怒りは頂点に達した。

「おのれえええぇ！」

　銛もりをリリ目がけて投とう擲てきする。その切っ先が心臓を捉える寸前に銛もりは空中で千の鉄てつ屑くずに切り裂かれた。彼女の傍かたわらから現れたのは、黒ペス死トマ面スクを身に着けた一人の男だ。彼の「持つ」得物は爆音轟とどろくチェーンソー──高周波切断機能を持った刃渡り三メートルにも及ぶ特大の近接兵器。その動力装置が爆発じみた咆ほう哮こうを断続的に発し、空間そのものを揺るがしていた。

「我が名は九キユウ獏バク肋ロク。この対超人斬断特化型チェーンソーが貴様の全てを阻はばむ」

　九キユウ獏バク肋ロク。この海域で唯一バスターに太刀打ちできると目される豪傑中の豪傑。

　その威容を見上げ、ハクザンは圧倒された。

「これが、九キユウ獏バク肋ロクの、本当の姿」

　間合いに月光のような閃ひらめきが走った。反射的に回避動作に移るも、左手に違和感を覚えた。左肘から先が切断されている。その断面から血潮が迸ほとばしり、チェーンソーを赤く染め上げた。

　──速いッ！　太刀筋が全く見えなかった!?

　奇術の類ではない。放たれた一撃が出で鱈たら目め甚だしい速度だった。

「錆さびた革命家ども！　絶望の味はどうだ！　苦いか、辛からいか、それとも甘いか!!」

　資本に塗まみれた女は飢が狼ろうの如ごとき低俗な声でハクザンを罵った。

「死者は悶もだえて地獄に焼かれん。

　信賞必罰煉れん獄ごく火炎ッッ！

　されど、地獄の業ごう火かは浮世の火よりも遥はるかに温ぬるし！　貴様の部下は声を出す間もなくなますぎりにしてやった！　これがアタシの力だ！　これが金かあねの力だぁ！」

　クククと歯の間から声をこぼし、

「下劣だろう？　憎いだろう？　殺してやりたくなるだろう!?　だぁってアタシはテメエが嫌いな性根の腐った金持ちそのものなんだもぉん！　エッヒャッヒャッヒャッヒャ！」

　そして冷や水を浴びたように声を沈ませる。

「同じ社会のはぐれ者。大人しくしてりゃ交渉の余地もあったんだ」

　背後の母子はようやく水上バイクを見つけたところだ。だが、エンジンのかかりが悪くまだ脱出には至っていない。

　ハクザンは咽頭に気力を込めて爆声を轟とどろかせた。

「我等は思想を異する身。和解など金輪際あり得ぬ！」

「人間社会から追い出されたアタシとお前が、ここで小こ競ぜり合あいしてるのが滑稽だって言ってんだよ」

　背後でエンジンが吠ほえ、脱出の準備が整った。女性は赤子を膝抱え、ハンドルを握って叫ぶ。

「党首ハクザン！」

「先に行け！　私の屍しかばねを糧かてに革命を成せ！」

　迫りくる斬撃に碇いかりをぶん投げて応戦する。幾百の太刀を浴びた碇いかりはまるで、砂糖菓子のように微み塵じんとなった。

「なりません！」

　刹那の二撃。胸で刀傷が十字を描いて鮮血が虚こ空くうに尾を引いた。

「私が死んでも思想は生きる！」

「太陽が無ければ思想はやがて枯れ果てます！　理想を手繰り寄せるのは死者の濡ぬれた手ではなく、貴方のような生者の心です」

　女性は自決用に持っていた手しゆ榴りゆう弾だんを九キユウ獏バク肋ロク目がけて放り投げた。爆風に乗って無数の破片が拡散、その全てをチェーンソーがガンボのように叩たたき落おとす。

「逃げねば私もここで戦います！」

　英雄として果てるか、屈辱を背負って生きるか。刹那に無数の逡しゆん巡じゆんが瞬またたいては消えた。ハクザンは歯が砕けそうになるほど顎を力ませる。

　──捕虜にされた仲間よ、すまぬ。去りゆく私の非力を許せ。

　爆発の隙にハクザンは水上バイクに飛び乗った。女性がハンドルを握ると水上バイクは勢いよく夜の帳とばりを突貫する。

「この借りは必ず返す！」

　そう言い残して宵闇の彼方かなたへと消える。リリはその背中に中指を一つ立てただけだった。




「コード　ろ　２８９０。作戦終了。おまえらお疲れ！」

『声紋コード　ろ　２８９０承認。作戦終了』

　要塞の端から端まで漂っていた殺気が急速に解消へと向かう。

　一時間後、天然ガスを出荷する載積場に約二十人の捕虜が並んでいた。クリムゾンパイレーツの構成員は手錠をかけられ、輸送車に乗せられる。残ったのは、ゴトクテンの脱走者一五人である。脱走者の総数に比べて少ないのは、入党を拒否した者がいるからだろうか。

　彼らは目隠しをされ、リリに向かって跪ひざまずいている。

「今からお前たちの処刑を始める。言い残すことはあるか」

「何な故ぜ党員やつらを生かして私達を殺す！」

「お前達脱走者組はゴトクテンの規則に反したからだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「この快楽殺人鬼め！」

　その言葉を放った瞬間、並んだ機械兵士達が動脈に注射を打ちこんだ。労働者達の体は忽たちまち骨を失ったように弛し緩かんし、言葉の一つも発しなくなる。そこにもう一本、ダメ押しの注射が打ちこまれると、彼らの心臓は動くのを諦めた。

「映像部に連絡を取れ。今回は一五人分の断末魔がいる。収録は死体が腐る前に済ませろ」

　死んだ脱走者達に一いち瞥べつをくれて憎々し気に唇を嚙かんだ。

「バカが。逃げなきゃいつかは昇進できたかもしれねえのによ」

「悲しいのか」

　背後から九キユウ獏バク肋ロクが問いかけた。

「なわけねえだろ。でもな、優秀な労働者を失うのは割とキツイもんがある」

「人の死を悼いたむこととそれはどう違う？」

「なんか、死ぬほど美う味まい料理を床に零こぼした感じに似てるんだよ。お前らの言う人の死って、そういうんじゃねえだろ？　もっと、泣いたり心拍数が上がったり」

　リリはそれを上う手まく言葉で表現できなかった。

「まあ、メンタルにダメージ喰くらうって意味じゃ同じなのかもな。目の前で無能が悶もだえようが泣き叫ぼうが可哀かわい想そうとは思わねえけど、優秀な労働者が逝いった時は、ああ、コイツが成長するの楽しみだったのにな、くらいは思うぜ」

　そして唾を吐き捨てた。

「あのデザートランナーさえいなきゃ、こいつ等を殺さずに済んだのによ」

「拷問は？」

「あ？」

「あのイカれた番組のことだ」

「リリちゃんの人間パズルか？」

　それはゴトクテン、地下都市内で囚人向けに放送される娯楽型処刑番組である。

「抑止力だよ。あれ見せられたら肝っ玉小さい奴やつは金積まれても脱走なんか考えないからな」

「そうではなくて、なぜその時に死体を生きてるように偽装する。生きたまま処刑すれば手間もかからないし、反応も真しんに迫ったものになるだろう」

「あのなぁ、私は確かに死体大好きのイカれ野郎だが、公私は混同しねえ」

　彼女が職務中に行う殺人には全て意義が伴う。ホールで反抗した奴やつらを殺したのも、防衛に加えて会場の人々が歯向かわないための見せしめの意味があった。

「で、拷問を偽装するのは」

「私が良くてもスタッフがキツいんだよ。知ってるか？　銃殺刑ですら、撃った後は死体がピクピク動いて処刑人が病むんだぜ？　拷問なんかやらせりゃ、せっかく育て上げた職員が使い物にならなくなる」

　リリ自身は目の前で人が死のうが嘆こうが全く意に介さないが、他人はそうではないと理解していた。

「だから薬漬けにして魂を地獄へぶちこんでから、解体した後映像を加工して鉄くろがね風味の茶番に仕立て上げるのさ」

　こうして人間パズルという「映像作品」が完成する。

「従業員思いなんだな」

「皮肉か？」

「いや。俺は暫しばらく休暇を取らせてもらう。チェーンソーのメンテナンスがあるからな」

「アタシになんかあったらマッハで来いよ？」

「案ずるな。雇用主を見殺しにはしない」

　九キユウ獏バク肋ロクはその場を後にする。入れ替わるようにして大乗天がやって来た。

「全施設の点検が終わりました。最下層の天然ガス貯蔵タンクに、廃棄されていないガスが溜たまっているらしいです」

「はあ？　あの馬鹿どもそんな危険なもん放置してガキや女を住まわせていたのかよ」

「どうします？」

「アマクニかどっかで業者探すしかねえな。下手にちちくり回して人肉のローストこさえるよりはそっちの方がいいだろ」

「他、掘削リグの周辺にある居住区は？」

「物資搬入の邪魔になりそうなもんだけ捨てる。他はほっとけ」

「この後の大まかな方針は」

「各国政府への根回しも済んだ。一番の障壁だったクリムゾンパイレーツの根城は叩たたき潰した。いよいよアマテラスへの圧力をかける。あのデザートランナーと紫し荘しよう蘭らんの処刑と洒しや落れこもうじゃないか」

　これでいよいよゴトクテンは盤石となるだろう。

　私にはゴトクテンの責任者としてその権益を拡大し、秩序を守る使命がある。




　リリはクリムゾンパイレーツの女性幹部が使っていた部屋に入るなり衣服を脱ぎ捨て、シャワーを浴びた。その後、脱衣所の鏡に向かう。髪をストレートに下ろした女性が肌を濡ぬらして立っている。そんな自分に向かって肩を竦すくめてウィンクをした。

「ハロ～、人権足りてるゥ？」

　それは、人々の怒りを煽あおる憎ぞう悪おの仮面。

　次に歯をむいて中指を屹きつ立りつさせた。

「便所のクソ以下のゴミめ！」

　それは他者に恐怖を与え、畏怖を集める強者の仮面。

　仮面は、曲くせ者ものが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするこの海で生きていくのに必要不可欠な武器だった。

　最後に「虚」と書かれたコンタクトレンズを外し前を向く。その真面目腐った顔に思わず自嘲が漏れた。

「ははっ、ははっ、あはははは」

　箍たがが外れたように力の抜けた笑いが「外」に流れた。まるで気でも狂ったように鏡の自分に向けて拳を叩たたきつける。表面に亀裂が走って血に濡ぬれた破片が散った。リリは拳から血を流しながら壁にもたれ、ずるずると尻もちをつく。

　人生がどこに進んでも、心は折れてくれない。きっと、何があっても自我わたしは自我わたしたりつづけるのだろう。仮面を使い分け、己の責任を全うし続ける自分をふと俯ふ瞰かんすると、哀れな道化師にすら思えてくる。

「本当、私って滑稽ね……」

　常人であれば絶望の奈落を這はいずるであろう葛藤を一笑に付し、「悪」は今日も我が道を行く。










[image: 七章　激闘]




　クリムゾンパイレーツ壊滅。このニュースは少なからずアマテラスを震しん撼かんせしめた。リリ・陽よう天てんは本当にこのアマテラスを攻撃するのではないか。我々の自衛戦力だけで太刀打ちできるのだろうか。住民は、ようやく身の危険を感じて右往左往し始めた。言いしれぬ不安がアマテラスに充満する中、アマテラスのラジオにリリの宣戦布告が流れた。




『ハロー、三権分立足りてるぅ？　たった今クリムゾンパイレーツの拠点が、労働主義者どもの大きな棺かん桶おけになりました！　この死臭塗まみれの拠点は今日から私のモノ。死体が好きなそこの変態実業家、絶賛テナント募集中ゥッ！

　さてさて、次は次はぁ、ベジタリアン禁制、人間グリルパーティーのお時間だ！　お肉として振る舞われるのは、アマテラスに住んでるそこの貴方達！　こんがり焼かれて、美お味いしくなるよう今から一生懸命太りましょ。え？　私達はそんな献身的じゃない？　あらら、もう日付も会場も決まってるのになぁ。よし、じゃあ、リリちゃん民主主義的かつ平和的な解決を思いついた。

　メタルタイフーンって会社があるんだけど、そこに勤めてるサクマフウと紫し荘しよう蘭らんの身柄を差し出せば、パーティーは中止にしようかな！　期限は一いつ週しゆー間かん。それを過ぎればアマテラスで君達のバーベキューが始まるよぉ！　果たして、アマテラスの皆は家畜から暴徒に転職することが出来るのか!?　チャンネルはそのままで！』

　ここで一旦、陽気でポップなジングルが流れて番組を破断した。

『さてアマテラスに在住の三二歳、人畜ゲロ衛え門もんさんからお便りをいただきました。人間バーベキューって、どんな料理なんですか？　なるほどなるほど、気になるよねぇ。よし、そんな君には見本をお見せしましょう。畜生以上人間未満の皆さま、橋の東側をご覧ください』

　数隻の船がアマテラスの海域に出現した。ラジオからは船の中にいる人間のものと思われる声が聞こえてくる。

『助けて！　嫌だ、死にたくない！』

　アマテラスの住民は固かた唾ずを吞のんで船を注視する。

『とくと見さらせ！　人間がこんがり焼き上がる様さまをなあぁ！』

　海面が閃せん光こうに白んだ。遅れて爆音が橋を舐なめ、船は轟ごう々ごうと炎を上げて沈みゆく。

『熱い！　熱いいいいぃ！』

　ラジオから聞こえた断末魔は砂嵐にかき消された。無論船は無人で、音声は爆発に合わせて予あらかじめ録音しておいた音声を電波に乗せただけだったが、それを見抜いた住民はほんのわずかである。このラジオ放送があった直後から、メタルタイフーンのオフィスには電話が殺到した。それは序の口で、ラジオ放送から二時間も経たつと暴徒化した一部の住人がバットを片手に窓を叩たたき破って中に侵入する。

　そんな彼らが見たのは、もぬけの殻になっていたオフィスだった。




　フウ達は既にオフィスを、アマテラス北部に停泊していた漁船・雷電丸に移していた。リリの襲撃があった日の夜、倉庫に従業員のサイボーグとオペレータースタッフを集めてフウは演説をする。サミヤ、カザクラ、蘭らんも従業員に混じってフウの声に耳を傾けた。

「いよいよ今夜、戦いが始まります。今回の作戦に際し、非戦闘員を入れて五〇人のスタッフがここに集まったことを嬉うれしく思います」

　その声は滔とう々とうとしてはいるが迫力に欠ける。従業員を不用意に鼓舞しないのが彼女のやり方だった。

「このうち、実際に前線で戦うのは予備戦力を含めてたった一五人です」

　それはフウが雇ったサイボーグの半数にも満たない。

「支援に人員を割いた理由はたった一つ、死者を出したくないからです」

　従業員の中には「このアマテラスを守る為ためなら命をかける」と言ってくれた者もいた。その気持ちはありがたかったが、フウはそこまでの覚悟を求めない。

「多分、私は根が甘いのだと思います。相手も殺したくないし、味方も死なせたくない。私が会社を作ってサイボーグを集めた理由もその甘さに原因があるのかもしれません」

　リリを快く思ってない人間を大量に集める手もあった。でも、流れ弾の一発で死傷してしまう脆もろさがある。サイボーグなら多少の攻撃を貰もらっても生存する可能性は常人よりも格段に高い。

「これからサイボーグビジネスは勢いを増していく。その担にない手てである皆はここで死ぬべきではありません。だから、もしもの時は自分の命を優先してください。軍人ではない貴方達にはそれが許されます」

　そしてフウは深呼吸をして、優しい笑顔を作った。

「そして、誰も死ぬことなく生きて帰れたら、一緒に美お味いしいご飯でも食べましょう」

　その演説に熱は無かった。聞いていたものは肩の力を抜いて決意を固めた。

　この少女を──大人びていて、それでいて幼い少女を死なせはしないと。

「それでは作戦を説明します。このままアマテラスに籠っていてもジリ貧になるだけです。なのでこちらから打って出ます。後三十分でこの地域は大型低気圧の圏内に入ります。この嵐に乗じてリリのいる不ふ破わ如きさ月らぎに上陸します」

　作戦の詳細は情報の漏ろう洩えいを防ぐためにギリギリまで伏せられていた。だがこの日に合わせて模擬訓練は重ねている。

「目標はリリの生け捕り。作戦場所は天然ガス採掘施設、不ふ破わ如きさ月らぎ近海」

　フウは最後に、後ろのスクリーンに画像を映した。

「今回の作戦で最大の障壁となる相手が二人います」

　ゴトクテンから脱出した日に出会った、バスターの様子が動画で流れた。それはカザクラの視覚記憶装置に収録された映像である。彼女の主観視点で流れる異次元の格闘戦にその場にいる誰もが固かた唾ずを吞のんだ。彼等は職務の中でカザクラの優秀さについてある程度知っていたが、その彼女をもってしても歯が立たないバスターの強さに戦慄している。カザクラは心の整理が出来ているのか、平常心そのもので映像に視線を据えていた。

「人間軍事力のバスター。ランカー五の改伝人種で、且かつウパニシャドの統率者。彼に単独で勝てる人は残念ながらここには居ませんが、幸いバスターにはカザクラの成長を見届けるというリリとは別の目的があります」

「もし仮に遭遇したら戦わずカザクラちゃんを呼ぶってことか？」

「そうです。この作戦は、カザクラがバスターの戦意を削そげるかどうかにかかっています」

　──結果ちからを提示しろ

　そうバスターは話した。バスターはカザクラが死ぬことを好ましく思っていない節がある。無論バスターが翻意する可能性もあるので、次善の策は考えておく必要はあったのだが。

「そしてもう一人、警戒すべき相手がいます」

　スクリーンに流れたのは、改伝人種を寒天のように切り刻んでいくサイボーグの映像だった。通常改伝人種はサイボーグより戦闘面で優れているとされている。だが、コイツだけは特別だった。この男は常識を正面から斬り伏せたのである。

「九キユウ獏バク肋ロク。リリが抱える最強の一個人です」

　サイボーグ達は静寂を持ってその光景を受け入れる。

「彼はリリに降りかかる災難を全て斬り伏せる。説得にも応じないでしょう。報告によればクリムゾンパイレーツの主力を蹴散らしたのは彼です。けど、弱点が無いわけではありません」

　サミヤとイムが集めた資料の中に、それはあった。

「彼が戦う時に使用する戦闘用アーマーとチェーンソーは定期的にメンテナンスが必要になります。その隙を突き、リリを強襲して身柄を拘束すれば九キユウ獏バク肋ロクと戦わずに済みます。そして、クリムゾンパイレーツが壊滅した今、彼はリリの側そばを離れている。もうこんなチャンスは二度とやって来ません。そして、恐らく襲撃があったとの報告があれば、必ず彼は引き返してくるでしょう。それまでにケリをつける必要がある」

「もし、仮に戦うことになった場合は？」

　従業員の一人が尋ねた。

「蘭らん、カザクラ、シグレさんの三人で倒すしかありません。他の皆は一目散に逃げてください。作戦の詳細は各人のＯＳに送りました」

　当然、九キユウ獏バク肋ロクとの交戦も想定はしている。が、出来れば奴やつとは戦ってほしくない。それがフウの本音である。だから、なんとしても早めにリリを捕捉したい。

「皆の無事を祈ります」

　フウは万感の思いを込めてその言葉を絞り出した。従業員達は各おの々おのに首肯をして持ち場へと散っていく。離れた所でその様子を見ていると、誰かが肩をちょんちょんとつついた。

「カザクラ」

「お兄ちゃんも、本当にてっかば乗り込みますか？」

「前線にいた方が指揮を出しやすいしね。最悪のケースだと私も戦うことになるし」

　カザクラは不安げに眉をハの字にした。

「また、お兄ちゃんが死にそうくなるの怖い」

「仕方ないよ。人が何かに挑むときはリスクが伴うんだ。それより、カザクラも無理はしないでね。予定ではバスターと交戦するのは君になっているんだから」

　仮にバスターを退けても、急行した九キユウ獏バク肋ロクと戦う未来もある。フウとしては、カザクラに殺意を持たないバスターよりも、問答無用で殺しに来る九キユウ獏バク肋ロクの方を恐れているのだが。

「勝てる算段はあるんでしょ？」

「負けるために戦う格闘家はいない」

「その意気だ。アイツをぶちのめして、自分が何物なのか吐かせてやりなさい」

　某日、夜十〇時二三分。アマテラス近海の人工島より、一隻の船が大海に繰り出した。

　少女は切望する。

　一人の犠牲者も出すことなく、この作戦が成功してくれ、と。




　その日の夜は爆弾じみた低気圧がセンジュウ海を蹂じゆう躙りんし、猛もう風ふう猛もう雨うに波は高々と逆さか巻まいている。

　天然ガスの採掘場を改造した海上要塞「不ふ破わ如きさ月らぎ」はアマテラス襲撃の準備を進める拠点になる予定だった。現場を視察したリリは建築部の部長と連絡を取りながら、費用を頭の中で見積もっていく。この日は事後処理と視察を兼ねて拠点に残り、内部を見て回った後は執務室で、机に向かって黙々と資料の作成をこなしていた。

　深夜一二時六分。リリの私室に連絡が入る。

「オフィスには誰もいなかった？」

　最終殺害目標、サクマフウがサイボーグの人材派遣会社を軌道に乗せた情報は勿もち論ろん摑つかんでいた。それがリリと戦うためのものだということも容易に想像がつく。そのオフィスが住民の襲撃を受けた事も知っていたが、無人だったという情報は今まで入っていない。

　リリは何人もの斥侯をアマテラスに送り込んでいたが、武器を搬入している倉庫の位置すら摑つかめない。メタルタイフーンは機密情報の保持に努めていて、会社の取引情報は愚か従業員の生活ゴミすら纏まとめて焼却するという徹底ぶりだ。これを指示したとみられるサミヤという女が曲くせ者もの中の曲くせ者もので、偵察隊の尾行の癖を完全に把握し情報戦のアドバンテージを握り続けていた。

「オフィスに誰もいないってことは、連中は既に別の場所に移動したという事か」

　リリの鼻が非常事態の気配を嗅ぎ取った。

「作戦部長、聞こえるか」

『どうした』

「連中は動いている」

『もう攻めてくるのか？』

「九キユウ獏バク肋ロクがここに居ない事も知ってる可能性がある。攻めてくるなら今が好機だ」

　海域には哨しよう戒かい用の無人機を飛ばしているが、この雨では電波の直進が妨げられて索敵にムラが生じる。既にサクマ・フウ達がすぐそこまで来ているかもしれない。

　リリは机に周辺の海図を広げた。海図の上に周辺拠点の立体映像が青白く浮かぶ。そこには各拠点に置かれている物資、兵力、機械兵士の総数がデータで記されていた。

　それを眺めながら脳細胞をフル活動させて最適化された配送ルートを組み立てる。

「今から集荷拠点の座標と輸送ルートのデータを送る。輸送手段は空路。雨風が激しいが怪鳥共が少ない。だから荒天は有利にはたらく筈はずだ」

『分かった。細かい部分はこちらで調整をしておく。九キユウ獏バク肋ロクともこちらが連絡を取ろう』

「頼む」

『監獄長、』

「どうした？」

『俺達にはアンタが必要だ。この前のような軽率に命を捨てる行為は慎んでくれ』

「大丈夫さ。首が刎はねられても動くのが優れた組織だからな」

　こうしてリリ・陽よう天てんも動き出す。作戦目標は敵戦力の殲せん滅めつ。及び

　──サクマ・フウと紫し荘しよう蘭らんの殺害。




　この天然ガスの採掘施設には、液状化した天然ガスをタンクローリーに乗せて出荷するための「載積場」という屋内施設がある。西側に液状化ガスを注入する為ためのプラットホーム、東側に検品ゲート、南側にレアメタルを積つみ込こみする為ためのプラットホーム、そして北側にこれらを管理するための「流通総合管理室」がある。リリは護衛の機械兵士を連れてここに立てこもった。

　この流通総合管理室からは広場を一望することが可能で、いざとなれば後ろの通路から下の階に逃れる事が出来る。

　リリは椅子に座って腕を組んだ。しばらくして警報が鳴り響く。

『近海に敵船舶接近！　非戦闘員は避難せよ！』

　五分後、リリは目を閉じ、黙して経過を聞いていた。そして遂ついに、

『こちら作戦部長。不ふ破わ如きさ月らぎ西側に大型の武装漁船が侵入』

　やはり索敵網を搔かい潜くぐられたか。

『黒い学生服を着たサイボーグが先行して、港の防衛戦力を一網打尽にした』

　学生服を着たサイボーグ。デザートランナーと一緒にいたカザクラとかいう女か。

『港を拠点にサイボーグの部隊が載積場とヘリポートの二方向に進行中』

　ヘリポートを制圧されるのは最も避けたい事態である。ゴトクテンの擁ようする輸送用回転翼機は、荒天時でも大型の機械兵士を輸送できる戦略の要だ。高性能の対空機銃により、怪鳥の襲撃にもある程度耐えられる。ヘリポートを奪われれば、リリは主要な戦力の供給を失うに等しい。

　リリは目を開ける。

「了解だ。防衛戦力の七割をヘリポートに固めてくれ。残りの三割は載積場へ」

　リリの頭の中で「勝ち筋」は既に定まっていた。これよりゴトクテンはリリの手足となって活動を始める。

『分かった』

「九キユウ獏バク肋ロクを待て。奴やつの現着で全てが終わる」

　連中は極端な少数精鋭だ。こういった戦闘集団に数の優位はあまり通用しない。逆に圧倒的な個の力には弱い。ゴトクテンが保持する最強の一個人「斬撃戦車」の到着で全てが終わる。

『間もなく輸送ヘリが二機そちらに到着する。紺こん碧ぺきの血脈からも輸送車が到着する予定だ』

「輸そ送い車つらの位置は？」

『詳しい報告は上がっていない。到着時間はあと二分の筈はずだが』

「もしかしたら、やられているかもしれん」

　海上道路に至る搬入口。その奥からエンジン音が聞こえてくる。白い輸送車が横転したまま突入してきた。その背後から漆黒の装甲車が姿を現し、圧倒的な馬力で輸送車を撥はね飛とばす。

　運転手は逃げたのか、運転席に人はいない。装甲車に出来た弾痕や、こびりついた機械兵士の油が激戦を物語る。そのまま装甲車は西側のプラットフォームに停とまった。上部のハッチが開いてフウ、蘭らん、そして五人のサイボーグが姿を見せる。彼女らとリリのいる管理室との距離は四〇〇メートル程。

「道路側の援軍は恐らく連中に排除されてる。港は揺動で、そちらに戦力を集めて手薄な東側から私を探索する部隊を突入させて身柄を確保する、ってのが連中の作戦だ。奴やつらに一つ誤算があるとすれば──」

　それとほぼ同時に管理室横の昇降機が動作し、潔白の戦闘員達が姿を現した。

「──アタシがそのケースを想定していたって事だ」

　それはこの広場が激しい戦場になることを意味している。

　リリは首を鳴らして好戦の笑みを口元に燃やす。

「さあ、一緒に素敵な地獄絵図を作ろうじゃねえか」




　リリを生け捕りにするためにはまず彼女の居場所を探す必要がある、とフウは考えていた。

　一つ、まずは港を襲撃して敵の目をそちらに向ける。

　二つ、その後、フウがエルクでタンクローリーの搬入口から載積場に侵入しリリを探す。

　ところがフウが装甲車エルクで乗り入れた載積場にその、リリが陣を張っている。

　彼女はこちらの動きを読み、この場で決着をつけるべく待ち伏せていたのだ。

　互いの総大将がたった四〇〇メートルの空間を挟んで睨にらみ合う。整列した潔白の戦闘員と機械兵士。それと向かい合うフウ、蘭らん、そしてサイボーグ達。




　──この場から敵戦力を一掃した方が勝利する。




　戦いの烽ほう火かを上げたのは二足型機械兵士の小銃だった。サイボーグ達もすぐさま腕部の機銃で応戦し、互いの銃声が入り乱れた激闘となる。ここに集まった戦力を倒せば、後はリリを生け捕りにするだけだ。それが易やすいか難いか、この時点では誰も分からない。

　フウは戦場から少し離れた駐車スペースの影で指揮を取ろうと、腕にはめた通信機を起動させる。この通信網を作成したのはサミヤ。彼女は港から施設に潜入し、無人機を使って基地局を展開、たったの二分で通信網を作っていた。今もなお単独で施設に潜伏しながら支援を続けている。

　ここにバスターはいない。フウの読みが正しければ、バスターはカザクラがどれだけ強くなったか品定めに来るはずだ。バスターがこちら側と接触した場合は、フウが説得するか蘭らんが時間を稼ぐ手て筈はずになっている。

　ここに奴やつがいない、ということは……？

「カザクラ？　今どうなってる？」

　カザクラは港の方でサイボーグの別働部隊を率いている。

『こっちも交戦中です』

「リリは載積場にいた。なるべくこっちの戦力を厚くしたい」

『分かりました。他の皆に港の防衛を任せてそちらに向かいま──』

　言葉の途中で声を切った。

「どうしたの？」

『奴やつが現れました』




　カザクラは足を止めて前を向いた。背後のサイボーグ達は体を強こわ張ばらせて後ずさる。

「カザクラさん、どうしますか？」

「ここは私一人で受け持ちます。皆さんはマスターの所に向かってください」

　ご武運を。そう言い残して他のサイボーグはその場から立ち去った。

　暴力的に吹き荒れた闘気が彼女の皮膚に叩たたき付つけられ、行く手を阻はばんだ。恐怖も怒りも逡しゆん巡じゆんも、全て平常心の海に沈めて少女は通路を行く。その行く先には、白はく鬣りよう燃える長ちよう軀くの戦士。そしてカザクラは、再び人間軍事力との対たい峙じを果たした。

「汝じよ君くんが如い何かほど成長したか、我に示せ」

　バスターは鉄のように硬い声音で要求する。

「ここじゃ狭い。テラスに上がりましょう」

　テラスに上がると横殴りの豪雨が二人の体を打った。錆さびた鉄骨や金網の床は風に屠ほふられ、死にゆく乳母のように甲高い悲鳴を上げる。

「もし、私が貴方あなたに実力を認められれば、私の過去について教えていただいてもよろしいですか？」

「至当。我の知りうる範囲で教えよう」

　雨は弾丸のように降り注ぐ。二人は静かに構えを作った。

　バスターが唸うなる。

「第八武闘解釈　怒獲」

　カザクラの補助人工知能に新規登録された格闘アルゴリズムが全身を支配した。それは、予あらかじめ機体に登録されていた八つの武闘解釈ではない。新たに己と主マス人ターの手で生み出した、唯一無二の武闘解釈。

　そして、筆で殴り書きしたような表意文字がインターフェースに躍る。

「第九武闘解釈　来らい刃じんを起動します」




　猛風に雨は荒ぶっていた。この嵐は怪鳥の活動を抑制し、輸送の道を強引にこじ開ける。採掘施設「不ふ破わ如きさ月らぎ」北方の曇天より十を超える大型回転翼機が飛来した。

　海域を探査していた者、道路を見張っていた部隊、それらを数か所の拠点で「集荷」し、一つの戦力パッケージとして戦場に投入する。その到達速度リードタイムは運送会社、軍人の視点からすれば恐ろしく短い。

　潔白の戦闘員が死力を尽くして守り抜いたヘリポートに、大量の機械兵士が降下する。

『戦力投入の準備が整った。これで二分に三体の機力仏像を投入できる』

　この報告を聞いたリリは口笛を吹いた。

「広場のサイボーグどもが守勢に回ったら、後ろで指揮を執とってるデザートランナーを殺しにかかれ！　せっかく自分から戦場に出てきてくれたんだ。紫し荘しよう蘭らん、サクマフウだけは生きて返すんじゃねえぞ！」




　港から増員されたサイボーグが参戦を果たし、載積場は激しい乱戦の様相を呈してきた。

「斉射！」

　サイボーグ達は右腕の機銃を唸うならせ、誤射を出さないよう演算しながら、機械兵士に集中砲火を浴びせて一体ずつ仕留めていく。空から薬やつ莢きようと硝煙が立ち込める激戦の只ただ中なかで、一ひと際きわ存在感を放っていたのが蘭らんだ。その俊敏性とタフネスにモノを言わせ、接近戦にて雑兵の如ごときを次々に仕留めていく。

「どうしたどうした！　本命馬はここにおるぞ！」

　左手に鉄パイプ、右手に刀、槍やりのような耳で天を突き、咥くわえたタバコを吐き捨てる。

　鉄パイプで人間を。刀で機械兵士を。彼女は鎧がい袖しゆう一いつ触しよくと戦闘不能に追い込んでいった。戦闘員達は骨を折られ、後方支援用の機械兵士に回収されて戦場から離脱する。

「腕良し、武器よし、鈍りなし！　久し振りの戦場や、ええ感じに鉄砲利きいてるで！」

　人間の戦闘員はものの数分で戦場から姿を消した。

　戦況は誰がどう見てもフウ側に有利。あと数体の機械兵士を仕留めれば後はリリまで一直線の筈はずだった。管理室横の昇降機が作動し、警告ランプが赤い光を点滅させる。その扉から溢あふれ出でたのは、二本脚で立つ真っ白な機械兵士の群と、四足の巨大な機械兵士──機力仏像・金剛型である。ライフル弾をものともしない装甲と換装可能な両腕の武装によりあらゆる任務に投入される主力兵器。

『これより強制涅ね槃はんを開始します』

　腕部の五ミリ多砲塔機銃が咆ほう哮こうした。猛烈極まる弾雨が戦線を押し上げる。

『三文芝居　百円均一』

　左腕部の砲口から数発の榴りゆう弾だんが弧を描いて地面に着弾する。轟ごう音おんと共に破片が飛び散った。

「ぐあああぁっ！」

　サイボーグの一人がもろに破片を浴びて蹲うずくまる。

「カバー！」

　蘭らんが射線に割って入り、後方で待機していた支援班がすぐさま負傷したサイボーグを回収する。回収されたサイボーグは戦線を離脱した。

「南側の通路から雷電丸へ」

　フウは戦況を確認しながら、通信端末で港への経路を確認して的確に指示を出す。いわばスポーツ競技における監督のような役割を担になっていた。

　昇降機はひっきりなしに稼か働どうし、息を吐く様に機械兵士を垂れ流す。その圧倒的な物量により、サイボーグと蘭らんは守勢に回り始めた。最前線のサイボーグでは相手にしきれなくなったことで、戦線から敵が漏れ始める。

　駐車スペースに停めたエルクの影でフウは拳銃片手に劣勢を見守っていた。

「やはり増援のペースが速い」

「ピピッ」

「そうだね。ここに居ちゃまずいかも。ん？」

　フウはポーチに目を落とす。ポーチの中から、一羽の鳥がこちらを見上げていた。

「アサ！　なんでこんな所にいるの！　エルクの中にいないと駄目じゃない！」

　慌てて左手でアサを抱きかかえるフウに、二本足の機械兵士が接近した。

『家内安全　横断歩道　敵最終目標を確認。これより強制涅ね槃はんを開始します』

　機銃がフウに狙いを定める。フウは反射的に、右手の拳銃で応戦した。弾丸は機械兵士の装甲を僅かに陥没させただけで、ストッピングパワーをまるで発揮しない。

「ですよねぇ」

　だがフウの顔に驚きはない。総大将たる自分に護衛を置かない程、彼女は無策ではなかった。

「イムさん！　出番です！」

　機械兵士の背後に、どこからともなく黒い影が降り立った。




　──忍法、叢むら雲くも転てん輪りん翔しよう峰ほう落らつ下か落らく雷らい天てん王のう山ざん地じ獄ごく爆ばく殺さつの術！




　突如二足の機械兵士が木こつ端ぱ微み塵じんに爆散した。爆炎の中に妖しく揺れる黒い影。三つの面と黒装束。焰ほのおを背にして立つは、斥候の任についていた忍びの者。

「Ｂクラス、戦名──殺人芙フー蓉ヨー蟹ハイのイム・トウケンが見参相成った」

　戦名は意味不明だが、その戦闘力は確かである。

「イムさん、本当に戦えたんですね」

　彼が戦える事は事前に知らされていたが、戦うところを見るのはこれが初めてだ。

「拙者も遺伝子を改められし種の端くれ、これしきの事は造作もない」

「か、改伝人種だったんですか!?」

「そう言わなかったか？」

「言ってないです」

「そういえばそんな気もするでござる」

　ゴトクテンの潜入捜査が並の人間に務まるはずがないと思っていたので、サイボーグかと思っていたのだが。

「あいや待っておれ」

　音のような速さでフウの傍かたわらを駆け抜けると、何ど処こからともなく卒そ塔と婆ばで作ったブーメランを取り出し二体の機械兵士めがけて投げつける。

「忍法、ブーメランを投げるの術」

　卒そ塔と婆ばは直撃と同時に放電し、相手方の機能を強制的に停止させた。

　強い。敵の機械兵士がこうもあっさりと。

「……でも、ブーメランってそういう使い方するんでしたっけ」

　言いながらアサを装エ甲ル車クの下に逃がす。

「拙者の作りし軍事ブーメラン、因果応報君に常識など通用せぬ。そうであろう、カザクラ殿」

「私フウです。こんな修羅場でしょうもない小ボケかまさないでください」

「よいツッコミである。ともかくお主の警護は拙者が受け持つ」

「ありがとうございますイムさん」

「うむ。だが、拙者とて全能ではない。敵が増えればお主の命を守ることも難かたくなる」

　言いながら懐ふところから大型の拳銃を取り出し、スライドを引いた。

「忍法コッキングの術」

　ドシュ、という発砲音の後、増派された機械兵士の頭部を弾丸が貫き無力化させた。これが忍法なのかはさておき、射撃の腕も一流である。

「皆、増援のペースが鈍るまでなんとか持ちこたえて。今は守りの時間だよ」

　まずは供給される機械兵士を減らさなくてはならない。載積場の機械兵士が増えれば増えるほどリリの生け捕りは難しくなるし、フウが命を落とすリスクも高くなる。

　相手が早期に増援体勢を確立し、その輸送ルートが空輸である場合の作戦プラン。

　それは、相手の増援を妨害するまで、何とか戦線を維持すること。

（そしてペースが落ちたら、奥の手を出して一気に載積場を制圧する）

　その妨害手段は、勿もち論ろん事前に用意されている。

『社長、こちらジュウシン。配置についた』

「行けそうですか？」

『無論だ。格別の特別褒ほう章しようを頼む』

「もちろん」




　豪雨は尚なおも留まるところを知らず、猛風が波を屠ほふって海は荒ぶり続けた。採掘施設「不ふ破わ如きさ月らぎ」にて最も高い位置にある資材運搬クレーン、その先端に男は立っていた。

　Ｃクラスサイボーグ。鳥使いのジュウシン。

　彼の目前に広がるは、猛雨を貫き次から次へと迫る回転翼機の一群。彼等は狭いヘリポートでも最小限の動きで次から次へと機械兵士を投下する。




　──まずはこの援軍を妨害する必要がある。




　彼は両手を広げ、神に祈るように天を仰いだ。

「サミヤさん、準備はできた」

『こちらも出来た』

　サミヤはどさくさに紛れて管制室に侵入し、音響設備のセットアップを行っていた。

『船舶警告用のスピーカーへリンクを繫つないだ。ゼロコンマ三秒の遅延があるだけで問題は無い』

「了解。では、俺にできる最大限の仕事をしよう」

　ジュウシンはサイボーグに標準装備されている発声器官から予あらかじめ作っておいた音声パターンを電波に乗せた。その電波をアンテナで受けた大型スピーカーが羽虫のような不快な音を海原に解き放つ。それは、特定の生物が反応する特殊な音色である。効果はすぐに表れた。

　殷いん々いんと嘶いななく稲妻に風を切り裂いて飛来する怪鳥の影が点じた。鋭い嘴くちばしで雨を貫き、焰ほのおのように紅あかい羽毛と回転ノコのような冠羽を向かい風に震わせ、回転翼機目がけて接近する。

　モウエンオオツグミ。

　この一帯でも極めて縄張り意識の強い怪鳥で、各上の怪鳥や海洋性爬は虫ちゆう類るいでも問答無用で襲う空の喧けん嘩か師である。

　対空機銃の曳えい光こう弾だんが夜空に緩やかな曲線を引いた。怪鳥は羽を互い違いに傾けると錐きりを揉もみ込むように回転、弾丸を躱かわして体当たりで上陸を妨害する。

「これで暫しばらくは増援ペースが鈍化する」




　フウは直すぐさま気が付いた。襲い掛かって来る機械兵士の数が減っている。

『こちらサミヤ。妨害工作は終わった』

「ありがとう。音響設備の調整が済んだ所で悪いけど、こっちに加勢して蘭らんの支援をお願い」

『もう移動している』

　今は載積場の戦力が手薄になっている。そしてこの相手の増援が鈍った時こそが最大のチャンスだ。その時蘭らんの傍かたわらにいた女性のサイボーグが膝を折る。機銃を浴びた全身は人工血液に塗まみれ、視線は虚うつろと天に向いていた。機力仏像・金剛型が彼女に狙いを定める。右手に刺突式の爆雷を換装し、背せなの排気口から鉾ほこのような熱線を吐き、機体は劇的な加速を遂げた。

「カバー！」

　その前に蘭らんが立ちはだかった。

「来いやぁ！」

　右手の刺突爆雷が着弾。爆ばく轟ごうと爆風が着弾面から迸ほとばしり、蘭らんは凄すさまじい速度で後方に吹き飛んだ。その僅かな間に負傷したサイボーグが後方支援のサイボーグに回収された。

「蘭らん！」

「大丈夫。無傷や」

　上体を起こして再び刀を構える。

　いやいやいや、とフウは首を左右に振った。打った方は右手が爆風で大きく破損している。対する蘭らんは額に痣あざが出来ている程度だ。生物の耐久力じゃない。

「でも、流石さすがに寂しくなったな」

　既に味方のサイボーグは全て負傷して戦線を離脱していた。現在載積場に残っているのは蘭らん、後方で指揮を執るフウ、その護衛をしているイムの三人だ。最初は二体だけだった機力仏像・金剛型は十体に増え、二足型の無人機がその周辺を賑にぎわしている。多勢に無勢も甚だしい。しかし、フウの心に動揺はない。

　これ以上増えることが無いのであれば、後は全力で殲せん滅めつすればいい。それだけの戦力は残してある。周囲に九キユウ獏バク肋ロクを乗せた輸送機が来ているという報告も無い。全ての御お膳ぜん立だては整った。

「一気に畳みかける！　シグレさん！」

　広場に透き通るような歌声が響いた。

　蝶ちよう。

　翩へん々ぺんと戦場を舞う金属の蝶ちようが機械兵士に群がり、口こう吻ふんから関節に溶解液を圧入する。内部を融とかされた機械兵士達は体の至る所から泡を噴き出し、青い電光を瞬またたかせて無力化された。

「ハロー、人権足りてる？　なんちゃって」

　全身を防弾ボディースーツで覆い、その上に光沢のあるミニスカートとジャケットを纏まとった女性のサイボーグが戦場に足を踏み入れる。

　気象観測士、千せん虫ちゆう人じん巣そうのシグレ。

　彼女の機体は軍事用に開発された代物だが、運用コストの増加でサイボーグの軍事転用計画が破綻し、その際シグレ自身もお役御免となった。その後は賞金稼ぎをしながら各地を転々とし、最後はアマクニに腰を落ち着ける。彼女の流る浪ろうを支えたのは、無数の無人機──しかも複雑な運動機能を持つ昆虫型を手足のように並列で操る能力。今はその能力を平和利用しているが、ひとたび戦闘に転用すれば一般的なサイボーグとは一線を画す殲せん滅めつ力りよくを誇る。

「こんなにたくさんのプレゼントをくれたフウちゃんには感謝ね」

　気象観測用と違い、戦闘用の機械昆虫は生産している企業もごくわずかで、値段も相応に高い。そんな彼女に大量の戦闘用機械虫を買い与えたのが、何を隠そうフウだった。

　シグレは素早い身のこなしで射線を華麗に躱かわしながら、機き械かい蝶ちようを操り、二足型機械兵士を仕留めていった。

「力を温存していた分、しっかり働かなくっちゃね」

　彼女の使う溶解液は高威力だが限りがあり、それは機銃の弾薬に比べてずっと少ない。無限に溢あふれてくる敵を相手取って湯水のように使う訳にはいかなかった。

「援軍か、助かる！」

「もう一人、頼もしい仲間が来てるわよ」




　蘭らんの通信機に滔とう々とうとした声が響く。

『こちらサミヤ。今載積場天井に現着した』

「サミヤか。遅いやないか」

『ゴメン。通信網のセットアップと音響機材の整備と港方面への支援で忙しかった』

　サミヤは通信機の整備、サイボーグの支援、さらに怪鳥を呼ぶための音響機器の操作など多忙を極めていた。サイボーグ達の機銃が弾切れを起こさないのも、サミヤが統括する自立型多脚無人機が弾薬を運搬しているからだ。

　彼女は今、天井に張り巡らされたエアダクトや整備用の足場に潜伏している。

「来て早々なんやけど、あれを頼む！」

『もう？』

「今は出し惜しみしてる場合ちゃう。このままやったらフウが先に殺されてしまう」

『了解。私の手駒も支援に向かわせる』

　眼前には数体の機力仏像・金剛型が機き械かい蝶ちようを撃ち落とそうと弾丸をばら撒まいている。フウはエルクを盾にし、姿勢を低くして弾幕を防いでいた。

『準備完了』

「さあ、出走や！」

　蘭らんは再び弾幕の中に飛び出す。その背後からサミヤの放った履帯キヤタピラ付きの無人機が三体追いかける。背面のボックスから勢いよくパーツが放たれると空中で結合、巨大な機械斧おのに変形した。その柄つかを摑つかんだ蘭らんが犬歯を覗のぞかせる。

「切断砲、覇は戒かい擲てき弾だん、起動！」

　機械斧おのの後背で砲弾がコッキングされた。狙うは機力仏像・金剛型。両手で大きく振りかぶり、必殺の一撃を薙ないだ。

「死に晒さらせえええぇ！」

　砲弾の炸さく裂れつと共に爆熱を纏まとった刃やいばが機力仏像の胴体を豆腐のように裂く。両断された敵は精緻な部品を虚こ空くうに飛散させて動かぬ鉄てつ屑くずとなった。

「もう一発！」

　力任せに刃やいばを返し、傍かたわらのもう一体を斜に切り伏せた。

「ふうぅ」

　蘭らんは大きく息を吐く。一撃一撃が重い。切断砲「覇は戒かい擲てき弾だん」は特殊な弾薬を刃やいばの根元で起動させ、加速した刃やいばと音速の衝撃波で敵を断ち切る斧おのである。威力は申し分ないが、その重量と攻撃の隙により仕留めそこなった後の事は考慮されていない。

『敵、俊敏性の低下を確認』

　十の機銃が蘭らんに向かった。

「ぬん！」

　蘭らんは斧おのを盾に鉛の霰あられを耐え忍ぶ。

『──斉射』

　突如天井から無数の弾丸が、機力仏像の頭上に降り注ぐ。

　見れば滞空していた無数の無人機が弾幕を張っていた。同時に二本脚の機械兵士がサミヤに狙撃され膝を折って行動不能に追い込まれる。

『元チオウ第二行動神隊クロミカズチ特殊部隊隊長、カガノサミヤ。これより載積場での戦闘を開始する』

　サミヤは三十を超える小型無人機マルチコプターを率い、狙撃銃片手に蘭らんを支援する。

「お前、ええんか？　機械兵士と戦いたくないんやろ？」

　蘭らんは斧おので敵の弾丸を防ぎながらサミヤに聞いた。

「……あの子達を失うくらいなら、これくらいの痛みには耐えて見せる」

「分かった。なるべくお前の手を汚さんように頑張るわ」

　切断砲の弾薬には限りがある。無限に相手を倒せるわけではない。だが、怪鳥の襲撃で増援が鈍ったリリの軍団は一転して劣勢に立たされる。

　サミヤとシグレの支援を受けた蘭らんは次から次へと敵を仕留めていった。

『迎撃、迎撃！』

　敵の擲弾グレネードが蘭らんの顎下に着弾。無数の破片を零ゼロ距離で浴びる。

「んなもん効くかぁ！」

　だが常軌を逸した耐久力を持つ肉体には傷の一つも生じない。振るった斧おのの一太刀が機体を縦に両断した。この時点で斧おのの残弾数は三。そして、残る敵はリリを守護する三体の護衛だけとなる。

　広場にあれだけいたリリの手勢は完全に一掃されていた。

　あともう一息。誰もが勝利の存在を身近に感じた。

　だが、管理室のリリは笑っていた。

　その口は確かにこうつぶやいていた。




　──私の勝ちだ。




　採掘場より北西。雷鳴風雨の重囲を貫き迫る鋼の飛ひ翔しよう体たい。目標誘導のための小翼と片道切符同然の推進剤しか持たないそれは、傍はた目めに自律誘導弾ミサイルそのものである。搭載するのは化学兵器か、否。核融合装置か、否。搭載するのは武ぶ。武力という名の弾頭。飛ひ翔しよう体たいは推進剤の消耗により音速の帳とばりから脱した瞬間、内部からの斬撃で空中分解。亜音速の運動エネルギーを持った一いち鴉あがヘリポート目がけ流星の如ごとく落下する。

　摩擦による夥おびただしい量の火花で轍わだちを生み乍ながら、慣性を虐殺して強制停止。この世の終末にも似た嵐の中に、奴やつは降り立った。チェーンソーで床を切り裂くと、階層をぶち抜き載積場の天井を崩落させて戦場に見参する。

　四メートルを超える巨体は畏怖の象徴。

　鳥の如ごとき嘴くちばしとガスマスクを組み合わせた黒死の仮面は恐怖の象徴。

　金属からなる八つの脚は嫌けん悪おの象徴。

　前方を突く四つの前腕は悪夢の象徴。

　四本の上腕に搭載された刃渡り三メートルの対超人斬断特化型チェーンソー「天下無敵」は破壊の象徴。

　Ｓクラス七位。

　戦名【斬撃戦車】




　強敵必殺、鋼鉄微み塵じん──我が名は九キユウ獏バク肋ロク──




　対超人大型アーマーを纏まとうチェーンソー四刀流の男はこの世で七番目に強く、そしてサイボーグの中では頂点に君臨する。この男の到着までに勝敗を決することが出来なかったのはあまりにも痛かった。

「フウ、コイツが間に合ってしまった場合の作戦、本当にアレで行くんか？」

『うん。やるしかない』

[image: ]

　思いつめたように言葉を切りだした。

『……皆、絶対に死なないで』

　フウが一人の少女である事を思い出させるような、悲痛な声だった。

「得意分野や、まかせとけ」

　この作戦は指揮官たるフウも、今までとは比べ物にならない程の危険に身を晒さらす。むしろ、一番死ぬリスクが高いのはフウかもしれない。

　だからこそ、ここで自分がしくじる訳にはいかない。

　蘭らんの耳に、けたたましいエンジンの慟どう哭こくが聞こえて来た。死人が呻うめくようなアームの駆動音がそれに続く。

「抵抗の意思を捨てろ。これは私が与える最後の降伏勧告である」

「悪いがそれは出来ん相談や」

「そうか──ならば致し方あるまい」

　目の前で斬撃が十字に閃ひらめき蘭らんは咄とつ嗟さに飛びのいた。「避けた」と確信した瞬間、顔の表面に冷気を感じた。手を当てると赤黒い血がべったりと張り付いている。深い切り傷が、顔面の真ん中で交差した。

「何や、ウチが見えなかった？　傷をつけられた!?」

「今の一撃で切断には至らぬか。成程、私を前にして威勢を保つだけの事はある。こちらも相応の力で迎え討とう」

　より低く、より低く、蜘く蛛ものように体を屈かがめる。

　二本の刃を水平に、もう二本の刃を後方に流す。

　──四の形。葉よう隠いん帝てい。

『逃げて！』

　サミヤの警告と同時に、蘭らんとシグレは横に飛びのいた。その間を莫ばく大だいな質量を持った斬撃そのものが突貫した。

　蘭らんの腹部が浅く切られて血を吐いた。振り返れば九キユウ獏バク肋ロクは五〇メートルほど離れた場所でこちらを向く。

「あの一瞬であそこまで駆け抜けたんか」

「とんでもない運動量……ね」

　攻撃を躱かわした筈はずのシグレの様子がどこかおかしい。

「あ……、私、どうやらヘマしちゃったみ……た……ぁぁ……」

　腰の辺りをスゥと美しい切り傷が横切った。そこから人工血液が噴き出たかと思うと、シグレの上半身だけが地面に落ちた。スカートを履いた下半身は滑稽にも立位を保って人工血液をばら撒まく噴水と化していたが、すぐさまバランスを保てなくなりふらりと崩れ落ちる。

　重い唾を飲み、蘭らんは刀を構えた。

「──カザ子、はよ来い」

　……来たところでどうにかなるのか。素朴な疑問が後に続く。




　テラスは二人の激戦によって荒れ果てていた。床はそこかしこに穴が開き、掘削機の周りには鉄骨が散らばり、手すりや骨組みの至る所が破損していた。

　──強い。

　カザクラは始終防戦を強いられていた。

「如ごとく、火災竜」

　バスターが放つ猛脚の地獄を、猛風に舞う花弁のような身のこなしで回避する。

　間合いを広げて二人は視線を交わした。カザクラの衣服はボロボロになり、口から顎にかけて人工血液の筋が出来ている。

「む。多少の成長は我が感知の海に浮かべているか」

　一応の致命傷は回避していた。熱、音、電磁波、あらゆるセンサーを駆使して相手の動きを読む。それは怪魚との戦いで身に着けた技術だった。しかし、それでは致命傷を回避するのが精いっぱいだ。

　二人は雨風を凌しのぐようにトラス式の屋根の社屋で相対していた。

「これしきの格闘的革新性で第九の武闘解釈を語るか」

　劣勢渦か中ちゆう、が、カザクラは笑む。

「まだまだ、私の武ぶは底を見せていません」

「言葉は空虚。四肢による武力遂行が唯一の証明に値する」

　蹴りの一突きを回避し、傍かたわらにあったＨ鋼の支柱に素早く左拳をねじ込んだ。

　二秒後、社屋が音を立てて傾き倒壊する。

「む？」

　倒壊から逃れて外に出たカザクラ、瓦が礫れきの如ごときを蹴り砕いて脱出するバスター。漆黒の上空にその身を躍らせ、蹴りの一いつ閃せんを頭上から浴びせる。

　その空気の振動を皮膚で感知。熱源をサーモセンサーで読み取り、筋肉の動きを完全に掌握して回避する。地面を貫いたバスターの足元で床が深く陥没した。足を引き抜き体勢を立て直すバスター。その背後から巨大な掘削リグの摩天楼が軋きしみを上げて倒壊する。

　この戦いの最中で密ひそかにダメージを与え、僅かな振動で倒れるように仕向けていた。

　その巨きよ軀くは鉄骨の倒壊に吞のまれ、無数の鉄骨が九尺の体を打った。

「如ごとく──破天」

　瓦が礫れきの山が蹴りと共に爆はぜ飛んだ。そこから姿を現したバスター。その正面に拳を振りかぶったカザクラがいた。

　──カニューレ開放。超酸素吸入。

　非常用人工気管から酸素濃縮装置を通して高濃度の酸素を取り込み、常識的臨海を超えて代謝を促進する。そしてたったの二秒。カザクラの体は猛風となった。

　激震。

　カザクラの拳圧に波なみ飛沫しぶきが数千の粒子に砕けた。バスターの体は三〇メートルほど吹き飛び手すりを突き破って荒波に消えた。数秒後、高さ五〇メートルほどの水柱が天を突いて四、五匹の肉食怪魚が宙を舞う。その全てが顎を蹴り割られて絶命していた。

　口から血を流し、頰に痣あざを作ったバスターがテラスに二の足を下ろす。

「うむ」

　──普通に意識はあるんですね。

　全身の筋肉が痛い。代謝機能の限界突破は身しん体たいへの負担が大きく、推奨時間は一日に一分とされていた。

　限界を破って繰り出した最高の一撃を、急所たる顎に捻じ込んだ。せめて足取りが重くなっていれば、全力を賭とした甲か斐いもあっただろうに。

「施設を攻撃する武ぶ、か」

「気づきましたか」

　第九武闘解釈。それは施設ごと相手を攻撃する環境破壊型武術である。建物の構造と癖をセンサーと経験で見抜き、「都合のいいように」倒壊させる。例えば先ほどであれば、施設にダメージを与え、あらかじめ予定しておいたポイントまでバスターを誘い込み、そこを破壊すれば施設が連鎖倒壊を起こして頭上にタワーが倒れるように仕込んでおいた。

　それはカザクラが解体業の経験をヒントに編み出した唯一無二の技である。

「やはり畏怖すべき発想である。第八の如ごとき武闘解釈とは著しく変容しうるその技。我が悦を駆り立て止やむ事なし」

　どうやら第九武闘解釈の事を褒めているらしい。

「──あの砂漠渡りは汝じよ君くんを成長させる。その認識に修正は金輪際必要なくなった」

　九尺の体たい軀くから覇気が宵闇に消え、白一色だった双そう眸ぼうに人間めいた瞳が浮かぶ。

「君達は尊敬に値する」

　人間軍事力はカザクラとフウを認めたらしい。

「では、私の質問に答えてくれるんですか？」

「知る範囲で応えよう」

「私は一体あなたの何なんですか」

　夜風に佇たたずむバスターは僅かな間を置いて、真実を口にする。




「ナユメ、お前は私の師だ」




　一瞬、彼が、何を言ったか分からなかった。

「私が、人間軍事力の、師匠？」

「そうだ。私がお前に武闘解釈の作成を依頼した」

　脳裏にこびりついた記憶の一つが覚醒する。




　──私は、アイツを許さない。妻を焼き、仲間を砕いたアイツを。だから、お前の力を、貸してくれ！

　青年は膝を折って懇願していた。

　──分かりました。だから、もう泣かないで。

　ふくよかな胸と大人びた肢体を持つ女性。その体はともかく、顔は確かにカザクラである。




「少しだけ思い出しました。妻を失ったあなたに私が手を貸して、その後、事故に巻き込まれてサイボーグに改造されて」

「そうだ。君は私の率いるウパニシャドの武術指南役だった。その間改造手術を拒んでいたが、事故により生命維持が困難になり、サイボーグとなった」

「私の両親は」

「私が君に会った時は既に一人だった。恐らく出自に関する情報は陽よう天てんの方が詳しい」

　バスターは背を向けた。

「お前は私の目標であり、私もお前の目標である。誓いによりリリに邪よこしまを加える事は出来ぬ。健闘を祈ろう」

　その大きな背中が夜の暗幕に遠ざかる。手すりの前まで来ると、躊ちゆう躇ちよもなく海に飛び込んだ。バスターは海を割らんがばかりの白波を立てて泳ぎ去っていった。

「排熱」

　カザクラは右手を水平に掲げ、内部に蓄積された熱を火炎に変えて放った。雨が蒸発し、白い蒸気が立ち上る。

「私はあの人の師匠、か」

　不思議な気分だ。本当なら驚くべきことなのに、妙に納得している自分がいる。

「師匠であれば、こんな所で負けてはいられないですね」

　その時、体内の通信機が蘭らんの声を届けた。

『カザ子！　こっちはかなり不ま味ずい！　シグレがやられた！』

　──シグレが!?

　戦慄という名の舌が総身を舐なめ回す。素早く踵きびすを返かえし、昇降機へと向かった。

　今この時に逡しゆん巡じゆんは不要。全てを決して後、思考を廻めぐらせればいい。




　蘭らんは回避の邪魔になる斧おのを床に捨て、全ての能力を回避に傾ける。それでも全身に刻まれた裂傷から血が吹いていた。

　九キユウ獏バク肋ロクは攻撃を一旦停止。背面の動力機関の不穏な高鳴りに空間が戦慄する。

「五の形、狂きよう血けつ王おう」

　斬撃が吹き荒れた。四本のチェーンソーが乱舞し、周囲に散乱していた機械兵士の残骸が微み塵じんと化す。かくして絶命の乱気流が突進した。

　──ヤバイ死ぬ。

『これで逃げて』

　サミヤの放った発煙弾が蘭らんの近くに着弾。その煙に紛れて難を逃れた。周囲を漂う無人機が背後から機銃の斉射を試みる。

「九くの形、誠せい蓮れん妃き」

　二本の刃を眼前に組み、もう二本の刃が背後を向く。背面のソーが最小の動きで弾丸を叩き落とし、なおも二本のソーが絶と蘭らんに襲い掛かる。

「速いっ！」

　それは音を断ち殺す刹那の五撃。耳をおっ立て、全聴覚と視覚を動員し、剣筋を見きって防御に徹した。

「寸すんっ！」

　九キユウ獏バク肋ロクの気迫と共に右の一刀が水平に空気を斬った。ずる、と皮膚と肉が割かれ腹部が僅かに血を吐いた。右手に持っていた刀が圧へし折おれて宙を舞う。

「……軽くしてくれてありがとう」

　得え物ものを捨て背後に大きく跳躍──サミヤの放った榴りゆう弾だんが二人の間合を強引に引き延ばす。破片を顔に受けたが、チェーンソーの一撃よりは遥はるかにマシな出費だった。

「こいつ、剣術の心得があるな」

　暴虐に見えるその戦い方の中に技の光明が差している。

「よくぞ見抜いた。私が愛するものと共に育んだ、人体切断剣道──銀ぎん猖しよう獗けつ──誇れ。この奥おう義ぎを見て五分ふん以上立っていられたのはお前が初めてだ」

　九キユウ獏バク肋ロクは星を見るように視線を天に向けた。それは、敵てきながら気品に溢あふれ、一個体の完成を見る者に感じさせる。この男はサイボーグである前に一人の優れた剣士なのだろう

「二の形。嗚めい帝てい」

　後方に跳躍したかと思うと、八脚を壁に食い込ませて張り付いた。二段組み一対のチェーンソーを素早く前に向ける。

「何をする気や」

　そして九キユウ獏バク肋ロクは跳躍した。放たれた刃やいばの旋風は空中を飛行していた無人機を羽虫のように切り刻む。慣性を殺しきれず、壁に激突しつつもアームと脚を目まぐるしく動かし再び立位を取った。その軌跡を追うように、無数の爆炎が連なりを成す。

『無人機損耗率、六割』

　対空技まで持っているのか。

　九キユウ獏バク肋ロクは脚を折って深く体を沈ませる。その頭部は狙撃の弾道を追うように天を仰いでいた。

（まさか──）

　蘭らんは絶叫した。

「逃げろ！　サミヤ！」

　すでに巨体は跳躍した後だった。天井に向かって刃はを抜き放ち、百を超える斬撃で通風口ごと切り刻む。

「サミヤッ！」

　瞬間──通風口が大爆発を起こした。地が揺らぐ程の衝撃が空間を疾走する。

　褐色に燃える炎。その中から九キユウ獏バク肋ロクが落ちてくる。胴体の部分には破片が突き刺さり、マスクは吹き飛んで赤い髪を振り乱した青年の顔が露あらわになっていた。頭からは人工血液が流れている。

『上う手まくいった』

「どういうことや」

『途中から遠隔操作用の機械腕マニピユレーターに狙撃を代行させていた。私は無事』

「それを自爆させたわけか」

『でも殆ほとんど効いていない』

　苦笑一つが表情に出た。

「血が出るって分かっただけでもデカい収穫や」




　フウは戦いの様子を息を吞のんで見守っていた。

　まだだ。カザクラが到着するまで堪こらえろ。傷ついていく蘭らんを見ながら、唇を嚙かむ。そして、真っ二つになったシグレをじっと見やって深く目を閉じた。

　載積場には機械兵士の増援はない。激しい戦い方をする九キユウ獏バク肋ロクにとって、機械兵士は邪魔にしかならないのだろう。ヒメツバキが見せた映像の中でも、彼は他の味方と連携を取らずに戦っていた。彼が戦うと、戦場の密度は低くなる。だから、この作戦が使える。

『マスター、あと三〇秒で到着します』

　通信機に入ったカザクラの声を聴いて、フウは前を向いた。

「イムさん。今からリリに直接攻撃をかけます。支援できますか？」

「うむ」

　まさかの二つ返事。

「作戦通り、私がリリを捕まえに行く。サミヤは無人機で援護して」

『……分かった。可能な限りやってみる』

　深呼吸をし、体から余計な力を抜いて走り出した。吹き荒れる斬撃の横を素早く移動し、ポーチから銃を抜いてリリに急接近を試みる。

「王が玉を取りに来やがったか！」

　すぐさまフウに気付いたリリが高笑いをした。同時に九キユウ獏バク肋ロクがすぐさま異変を察知。脚で蘭らんを蹴飛ばしてから、蜘く蛛ものように這はって近づいてくる。

「イムさん！」

「合点！」

　影が揺らぎ、九キユウ獏バク肋ロクの前に一人の忍者が姿を現す。その五指から伸びたピアノ線のようなワイヤーが体に絡からみつく。が、ものの一秒で切り裂かれ、イムの体は脳天から股下にかけて真っ二つに両断された。

（イムさんっ……駄目だ！　止まるな！　悲しむのは今じゃない！）

　九キユウ獏バク肋ロクは残り五メートルの場所まで接近していた。一対のチェーンソーが高く吠ほえ、フウの体を両断しにかかる。

　突如、天井から偶然落下した鉄骨の雨が二人の間に割って入った。ただならぬ闘気を感じて九キユウ獏バク肋ロクは進行を止める。地面に突き刺さった鉄骨の頂点に、カザクラが矗ちく然ぜんと揺るがぬ眼光を持って立っていた。

「マスター。死なないでください」

　少女の背中がそう語った。

「努力する」

「努力じゃなくて最優先です」

「……分かった」

　二つの背中が遠ざかる。一いち瞥べつすらくれることなくフウは走った。

「サミヤ、残りの無人機でリリの護衛を倒──」

「その必要はないでござる」

　フウの真横に黒い影が並走する。

「あれ、イムさん!?」

　さっき真っ二つにされた筈はずなのに。振り向けば割れた丸太が転がっている。

「忍法空うつ蟬せみの術。拙者とてまともな忍法の一つや二つは使えるでござるよ」

　今までの忍法がまともじゃない自覚はあったのか。心の中でツッコミを入れながら、イムの生存に顔をほころばせる。

「イムさん、頼みます！」

「承知！」

　黒い影は懐ふところから短刀を抜いて機械兵士の只ただ中なかに飛び込んだ。

「覚悟！　リリ・陽よう天てん」

「機力仏像、修羅型！　私を守れ！」

　主を護衛する為ために特注された、高性能の機械兵士達がイムとリリの間に割って入る。その隙にリリは後ろの扉から逃走した。

「フウ殿！　ここは拙者が食い止める。お主は頭首を！」

「分かった！」

　護衛の機械兵士達は部屋に入って来たフウ目がけて機銃を掃射した。その全てをイムの刀剣が弾はじき飛とばす。

「我はアガタ族一の使い手イム・トウケン！　蚊の一匹もここを通さぬと知れ！」

　イムは大きな声で啖たん呵かを切って交戦を開始。その間かん隙げきをうまくついてフウは扉に滑り込んだ。

「ピピッ！」

　なにかが羽ばたく音とともに、ずしりと肩が重くなった。見れば飛んできたオオブンチョウこちらを見上げている。

「アサ！　隠れてなきゃダメじゃない！」

　肩から引っぺがそうとすると、アサはばたばた羽ばたいてそれを嫌がった。

「ピィ！」

　強い抗議の鳴き声にハッとする。

　もう、自分の知らない所で主人が命の危険に晒さらされるのは嫌だ。自分も、一緒に戦いたい。

　もしフウがアサの立場だったらたとえ地獄の果てまでも付き従っただろう。

「……分かった。でも絶対に無茶しちゃ駄目だよ」

「ピィ！」

　そして一人と一羽わは、採掘施設の深しん淵えんへと階段を下りていった。

　リリが地下の方に逃げ込んだのは想定の範囲内だ。だが、それは悪い方の想定だ。何な故ぜかというと、地下はセパレーター、油圧システムや制御システムが煩雑で身を隠すには最適だからだ。あの場に留とどまって交戦してくれた方がイムが活いきるのでありがたかったのだが。

　通路は非常用の赤黒い照明があるだけでとても暗い。

（リリの目的は私を殺す事だ。逃げるふりをして私を襲うつもりかもしれない）

　だけど幸か不幸か、感覚に優れるアサが来てくれたおかげで単純な奇襲は成功しないだろう。

「ピピィ」

「こっちか」

　フウはアサを頼りにリリを追って施設の地下へ地下へと落ちていく。深海がうねる音が今にも聞こえてきそうだった。




　この時、この施設にいたのはリリとフウの軍勢だけではない。第三の勢力が紛れ込んでいた。それはクリムゾンパイレーツの副党首ただ一人。彼は怪魚に食われる危険を冒しボートで荒波を渡り不ふ破わ如きさ月らぎに忍び込んでいた。

　ハクザンは「復興するまで復ふく讐しゆうを考えるな」と止めたが、彼のプライドがそれを許さない。理想を実現するには常に攻めの姿勢と崇高な犠牲が必要だ。

　彼は南側の鉱石レアメタル採掘エリアから中に忍び込み、地下四階の天然ガスの貯蔵エリアに到達する。彼は懐ふところからプラスチック爆弾を取り出すと高揚に感を極めて泣いた。

　死んで敵を滅ぼす事こそ、戦士に相応ふさわしい最さい期ごだ。地獄に行けばもう一度リリを蜂の巣にしてやる。獰どう猛もうたる自己犠牲のままに、副党首はプラスチック爆弾を作動させた。

「党首ハクザン。先に理想郷で待っております！　労働に幸あれ！」

　爆発は彼の体を粉々に消し飛ばし、貯蔵庫の天然ガスに引火した。炎は金属に燃え移り金属火災の様相を呈する。壁面が崩れ、海水が流れ込み、燃え上がる炎に当たって圧力が臨界点に達した。それは巨大な水蒸気爆発である。

　施設を揺るがすこの爆発の被害をもろに受けたのは、リリを追って近くの区画を移動していたフウだった。

　フウは下の階に向かう為ため、パイプがはりめぐらされた機関室を移動していた。

「ピピッ」

　アサが初めに異変に気付いた。直後、遠くで爆発音がする。

　フウは足を止めた。

「今の音、何？　下の方からしたけど」

　通路奥の暗がりに目を凝らす。通路は嫌に静かだった。

　気のせいだろうか。

　他のエリアに行こうとした瞬間、通路奥から閃せん光こうが走った。反射的に耳を塞いで口を開ける。

　その一秒後、彼女とアサは爆風に吹き飛ばされた。




　芋虫。生体パーツで構成された無人機が戦場の片隅を這はい進すすむ。一匹、二匹、三匹と、誰にも気付かれず這はい進すすむ。芋虫は瓦が礫れきや鉄の残骸に群がると、口から吐き出した溶解液を吹きかけ鉄分やケイ素をゲル状に固めそれをしゃくしゃくと喰くらった。

　腹部に取り込まれた各物質は人工代謝機能によって別の物質に合成され、絹糸腺へ貯蔵されれる。全ての作業を終えた彼らが次に向かったのは、下半身を失ってこと切れた主の下だ。

　シグレの断面に近寄ると、先ほど合成した糸を吹きかける。糸は断面の血液と混ざって凝固し、傷口を覆う膜となる。その上で光学迷彩を施した蝶ちようが首筋へと舞い下りた。

　──第一人工管カニユーレ開放──首筋の皮膚組織が変形して管が突出、酸素循環器へと至る気道が開放される。蝶ちようはそこに口こう吻ふんを伸ばすと、高濃度の酸素を送り込んだ。

　──第二人工管カニユーレ開放──今度は血管へと至る管が開放され、蝶ちようはそこに人工血液を注入する。

　──生命維持の条件を満たしました。これより仮死状態を中断。通常代謝を再開します。




　蘭らんは傷だらけになりながら、致命傷となりうる一撃のみを回避、防御することで命を繫つないでいた。すでに上半身の服はズタボロに切り裂かれ、白いさらしと桜散る背中の入れ墨が露あらわになっている。

「ここだ」

　その一太刀が空を切った瞬間、空中から狙いすましたようにパイプの雨が降り注ぐ。

　──裂！

　一対のチェーンソーがその全てを微み塵じんに斬って落とす。左に移動すると、宙から降り注いだ一本のＨ鋼が再び頭上に迫った。迎撃の刃はがそれを二つに落とす。その一つがまるで意思を持ったかのように再び宙を舞う。カザクラは漁獲用ワイヤーで鋼材の一つを絡からめとってハンマーのように薙ないだ。間合にて両断された瞬間、鋼材に仕込んであった爆薬が起動。少女は爆発の隙に拳圏内に侵入──毒針のような鉄拳を突き刺し、そのまま着地して距離を取る。

　そして、首を左右に傾けて刃を振りかぶる異形の剣士を見上げた。

「──効いてない、か」

　最小限の動きで反撃の刃やいばを躱かわし、サミヤの援護の隙に剣圏を脱出した。

「ようパンチ当てたな」

「効いてませんが」

　もっと強い一撃を顎に打ち込む必要がある。サイボーグは遺伝子を持つ金属によって臓器や骨格を作っている。だが、複雑な電気信号のやり取りがある脳細胞はそのままで、サイボーグと言えどもそこに強い衝撃が加われば脳のう震しん盪とうを起こす。

（早くコイツを倒してマスターを助けにいかないと）

　先ほどの爆発以降フウからの通信が途絶えているのも気になる。

　だが焦燥に駆られた状態で勝てる相手ではない。

　ほぼ無傷の九キユウ獏バク肋ロクは背面から緋ひ色いろの炎を吐いて排熱しチェーンソーを唸うならせた。

　カザクラは機体に内臓された通信機から他の三人に提案をする。

「一つ策があります」




　通信機からカザクラの作戦を聞いた蘭らんが不敵に笑う。

「……そういう博打ばくちは大好きや。二本くらいなんとかしたるわ」

　九キユウ獏バク肋ロクはゆっくりと振り返った。

「一一の形。吾あ丹に頭ず」

　全てのソーを垂直に立て鉄の林を作る。脚を地面に強く突き立て、渾こん身しんの刃はを薙ないだ。

　──速い！

　先ほどよりも威力が乗っている。蘭らんは剣圏の外周を回るように移動して回避。その途中、捨てられていた斧おのを拾い上げた。

　目を見開き耳を立て、アームの微音に全聴覚を傾ける。

（こっから先は片道切符。一度飛び込んだら帰ってこられへん可能性が高い）

　──出会って数ヵ月の少女に命を張る必要があるのか？

　それは刹那に生まれた問いの波紋。蘭らんは片笑み一つで逡しゆん巡じゆんを斬り捨てる。

「あるに決まってるわな」

　斬ざん撃げき網もうを飛ひ越えつし、最後の一いち完かん歩ぽを圧縮、斧おのの柄を強く握りしめる。

　砲弾装塡。斬撃準備良。切断砲機動！

　──狙うは刃はではなく腕の稼か働どう部位、

　それは叢そう雲うんを割く光のように明瞭な一撃だった。チェーンソーを持ったアームの一つがひらりと宙を舞う。

「一本！」

　仕留めた。だがその代償はあまりにも大きい。

　左右から放たれたチェーンソーが蘭らんの肉体を両断せんと腹部目がけてＶ字に振り下ろされた。姿勢を屈かがめ攻撃を脇腹にずらす。踊り狂うような鮮血が噴いた。回転するチェーンが肉と血をまき込んで赤く染まっていく。彼女の強きよう靭じんな肋ろつ骨こつが切断の運命に抗あらがっていた。

「賭けは、ウチの……痛っ……勝ちやな」

　絶命の一撃を避けるのは凡人の思考。必殺の攻撃はアバラと気合で受け止める。

　この作戦の第一段階。それは「囮おとりになった蘭らんが真っ二つにならず五秒持ちこたえること」だった。この狂った提案に思わず笑いが漏れる。

「フウもサミヤもカザクラも、皆々イカレとるわ。もちろんそれに乗っかるウチもなぁ」

　残った一本のチェーンソーが頸くびの脈を狩りにきた。

「こっちだ！」

　右側から接近する白髪の女。戦慄の機兵を率いた白髪の女戦士が擲弾砲グレネードランチヤーの引き金に力を籠める。

　ここでサミヤが至近距離まで、しかも爆風で死ぬかもしれない位置までやってくるとはさしもの九キユウ獏バク肋ロクも予想しなかっただろう。それは反射に近い動作だった。残ったチェーンソーの腹で顔を守りグレネードがその表面で炸さく裂れつ。サミヤは爆風と破片を浴びて吹き飛んだ。

　蘭らんは目を血走らせ、最後の力を振り絞って左から九キユウ獏バク肋ロクの背後に回り込む。

「死に晒さらせ！」

　背面の装甲板に渾こん身しんの一太刀を浴びせた。じん、と手首に痺しびれが走る。動力源を守護する背中の金属、そこに深さ数センチの傷をつけただけで動力を破断するには至らない。

「もう一本や！」

　血ち飛沫しぶきを上げて蘭らんは九キユウ獏バク肋ロクの振り向きざまにもう一本の腕を切り落とす。残った二本の刃は蘭らんを殺しにはいかなかった。すでに剣士は力を失って膝をついていたからだ。残る二本のチェーンソーは一人の少女に備えて迎撃の姿勢をとる。




　──カニューレ解放。高濃度酸素注入。代謝機能向上。

　医療用の臨時酸素吸入管から限度を超えた酸素を取り込み、規定以上の代謝量を獲得。一分の活動制限と引き換えに、爆発的な身体能力をその身に宿すサイボーグの禁じ手。

　その動力音を聞いて蘭らんは不敵に笑う。

「知っとるか。子どもはな、牛乳とカッコいい大人の背中で成長するんやで」

　そう吐き捨てて堅けん牢ろうたる女性は地面に伏す。

　その体を踏み越えるようにカザクラは飛んだ。先端に杭くいの付いた漁獲用ワイヤーを九キユウ獏バク肋ロク後方の地面に突き刺し、その勢いで加速。二本の斬撃を回避し、腹に渾こん身しんの一撃を放った。だが九キユウ獏バク肋ロクはものともしない。八つの脚で跳躍すると、天から地へ霏ひ霏ひ五月雨さみだれと幾百もの刃はを解き放つ。

　カザクラはあわや絶命の百撃を寸で避け、インファイトを仕掛けた。ゴムまりのように跳ね、そのセーラー服を何度も切り裂かれ、人工血液の雨を降らせ、それでも己の信ずる打撃の嵐を浴びせかける。

「排熱！」

　炎で敵を牽けん制せいし、カザクラは満身創そう痍いで十数尺の間合を空けた。九キユウ獏バク肋ロクは追ってこない。その多脚アーマーが動を失って固まっていた。やがて貝から這はい出だすようにぬるりと五体満足のサイボーグが床に立つ。アーマーの背中には無数の機き械かい蝶ちようが群がっていた。蝶ちようは蘭らんが命がけで付けた傷から溶解液を流し込み、その動力供給を完全に遮断する。

『カザクラちゃん、こんな風になっちゃった私を頭数に入れてくれて嬉うれしいわ』

　その遥はるか後方で、上半身だけとなったシグレが両手で体を起こし笑っていた。

「全てはこのための布石だったか。流石さすがは人間軍事力の師。戦い慣れている」

　アーマーから解き放たれた九キユウ獏バク肋ロクは拳を構えた。素直な空手の構えだ。

「まだ戦意は衰えませんか」

「当然だ。絶体絶命如ごときで狼狽うろたえていては斃たおれていった敵に下げる頭が無い」

　カザクラも構えを取った。

　──武闘解釈を停止します。

　私の経験した全てであなたを倒す。

「「破！」」

　一対のサイボーグが跳んだ。拳を振りかぶり、防御を捨てて、血みどろの殴り合いを演じる。打ち、打たれ、そして高笑いをして命で命を削り合う。致命を防いで骨を断つ。これはそういう戦いだ。拡散する血潮の中に技を混ぜ、生命武力を幾度となく激突させる。いくら殴ったか、どれだけ殴られたかわからない。程なくして結末は訪れた。

「「うおおおおおおおぉぉぉ！」」

　蛮声を張り上げた互いの一撃が交錯し、宿敵の顎を討ち抜いた。九キユウ獏バク肋ロクは後ずさるも、下肢に叩き込まれた爆発的な意地と誇りが卒倒を許さない。カザクラは前のめりにバランスを崩し頭から地面に倒れてゆく。いや、自分から倒れに行った。

　前回りの要領で回転しながら、踵かかとを相手の顔面に叩たたき付つける。九キユウ獏バク肋ロクの頭は跳ねたようにのけ反り、次にがっくりとうなだれた。

　胴回し回転蹴り。

　崩れゆく施設の中で、カザクラは確かに無音を聞いた。その無音の中に、一粒の声が灯ともる。

　──見事だ。

　張り詰めていた糸が切れたように、男は倒れた。

　倒れた相手を背に勝利を確信し、カザクラは目を閉じる。

　その所作は、研ぎ澄まされた刃のように美しかった。




「あー、ひやひやしたぞ」

　蘭らんは左手で血ち塗まみれの胸元を隠して、ふらつきつつサミヤに歩み寄る。

「サミヤ、大丈夫ですか？」

　サミヤは気を失っていた。

「生きてる。今のところはな」

　右みぎ脛すねと太ふと腿ももに酷ひどい出血が見られた。

「シグレさんも気を失ってはいますが、まだ生きています」

　カザクラはシグレの上半身をおぶさり、下半身を抱えた。彼女の体を持ち上げた瞬間、たたらを踏んで倒れそうになる。

「お前もだいぶダメージあるな」

「致命的な損傷はありません。それより二人に手当てを。私はマスターを探しに行きます」

「そうしたいところは山々やねんけどな」

　九キユウ獏バク肋ロクがいなくなったことで、通路に待機していた機械兵士が群がりつつあった。

「これは、いけませんね」

　言った瞬間また大きな地鳴りがした。小石が同じ方向に転がっていく。

「おいおいおい、この施設傾いとるんとちゃうか」

　通信機が反応し、フェイの声が聞こえてきた。

『こちらフェイ。雷電丸は施設を離れた。海の中で炎が燃えている！　典型的な金属火災だ。いずれまた大きな水蒸気爆発が起きるぞ。早く脱出するんだ！』

　だが、そんなことなどお構いなしに機械兵士はこちらへ向かってくる。

　カザクラは不安げな表情で一瞬天を仰いだ。




　フウは上半身を起こし、自分の足を見た。左の太ももに手すりの破片が突き刺さっている。中空になった破片は蛇口のように血を吐き出していた。

「ああ、運命がまた私に痛い思いさせる！」

　強引にそれを引っこ抜き、血と脚を引きずって歩く。額にもひどい傷がある。腕の通信機は破片でやられていた。けど、ポーチの中に入ったラジオやナイフは無事だ。

　そして、傍かたわらにいた相棒を探すため、顔を顰しかめて辺りを見渡した。

「ピ──」

　アサは少し離れた所に横たわっていた。フウが爆風の盾になったからか外傷は見当たらない。

「良かった、生きてた！」

　辺りには破片が散乱し、離れた所で僅かな炎が燃えている。

「ここにいちゃ酸素無くなる。早く移動しよう」

　フウは激痛に顔を歪ゆがませながらアサを拾い上げ、別の区画に移動する。移動した先は片側がガラス張りになった通路である。一般人の見学用に作られた通路らしく、晴天であれば美しい海の中が見えただろう。

　赤く点滅する照明の中で、リリの背中が見えた。

「いた」

　非常用のランプが赤と黒を繰り返す。左手、アクリルガラスの窓は墨汁のような真っ黒だ。

　その漆黒に、ぽつりと一つの光が灯ともる。それは右に、左に、動いた後、こちらを見つめて動かなくなった。

　鉛のような唾が咽喉を落ちていく。

　アガラだ。アガラがこちらを見ている。

「ピピッ！」

　警戒するアサを優しく撫なでながらフウは強引に走る。走るたびに傷口が血を漏らす。

「大丈夫。アイツは無む暗やみに襲ってきたりしな──」

　左手のガラスに亀裂が入った。亀裂は甲高い音を立てながら広がっていく。

「さいあく……」

　爆破で施設のどこかが大規模に破損し、この部分に想定しない負荷がかかったのかもしれない。そもそもの設計に欠陥があったのかもしれない。浸水すれば、最悪あのアガラなる化け物が中に入ってくる恐れもある。

　──半径数キロ以内の血の臭においを嗅ぎ分け、どんな狭い所にも入り込んで獲物をしとめるハンターさ。

　ふとフェイの言葉が脳裏に過よぎる。フウは太ふと腿ももの血を手で掬すくい取とり、ガラスに向けて思い切り叩たたき付つけた。血は硝子がらすに張り付き、亀裂の中に染しみていく。

　亀裂はすぐさま三メートル四方に広がり、弾丸のような水が漏れたかと思うとたちまち圧潰して廊下を海水で埋め尽くす。フウは間一髪で扉を閉め、階段を上がっていった。

　その先の剝製陳列室に、鍵のかかった扉を開けようとするリリの姿があった。

「ちっ、来やがったか！」

　リリはすかさずホルスターから拳銃を抜いて発砲する。

「運のいい野郎だ。爆発に巻き込まれて死んじまえばこっちも楽に事を運べたのによぉ！」

　フウはショーウィンドウの影に身を隠した。

「拳銃、使えねえよな。万一アタシのこと撃ち殺しちまったら、誰もこの戦いを止めれねえもんな」

「相変わらず行儀が悪いわね。挨拶くらいまともに出来ないの？」

「挨拶だあぁ？　こちとら性根に筋金ぶちこんで悪党やってんだよ。中指と鉛弾以外にくれてやる挨拶なんぞあるか」

「後輩にはもう少し優しくした方がいいわよ」

「後輩だと？」

「人材派遣会社を立てるに当たってあなたのやり方を参考にさせてもらった。無意識に、だけどね。今まさに高いビルから飛び降りようとしている者を大金持ちにするのが優れた雇用主なのである。いい言葉じゃない」

　リリはハトが豆鉄砲で額を撃ち抜かれたように表情を無くした。

「お前イカれてるぜ。こんなクソ野郎の経営方針を参考にするなんてな」

「生きる為ためなら何でも利用するってのが座右の銘なのよ」

「いい根性してるじゃねえか。死体にするのが勿もつ体たいねえくらいだ」

　よし、上う手まくリリの意識をこちらに向けた。

「アサ──今だ！」

　突如リリの頭上からアサが襲い掛かった。サバクオオブンチョウの爪は鴉からすよりも性た質ちが悪い。

「糞くそがっ、もう一匹っ！」

　無数の羽が赤い緊急照明に舞う。

「どけ！」

　足を摑つかむと、壁目がけて叩たたき付つける。

「ピッッッ」

　アサは短い悲鳴を上げて床に落ちた。だがその命を賭とした攻撃はフウが間合いを詰めるには十分すぎる隙を作った。フウは振りかぶった拳を顔面に叩き込む。

　リリの鼻から血が飛び散った。その手から銃が放れて足がよろめく。

「やりやがったな！」

　額がフウの顔面を打ち、ロールされた髪が大きく揺れた。襟を摑つかんで足をかけフウを浴びせ倒す。馬乗りになった狂気の女は襟を十字に締め上げた。

「くっ、かはっ、がっ……」

「苦難を背負いこむのはヒーローの特権じゃねえんだよ！」

　視界が桃色に染まる。典型的な血流障害の症状だ。

（なんの、これしきっ！）

　フウは左手を伸ばし、親指を眼孔に這はわせて眼球を探し当て、思い切り力を込めた。

「ぐっ」

　指は「虚」と書かれていたコンタクトレンズが突き破り、眼孔から血が零こぼれた。

「クソがあああああああああぁっ！」

　喉を締めつけていた手が放れるのを確認して、海え老びのように体を丸めて両足でリリの腹を抱え込み引きはがす。フウが立ち上がると、

「まだだ、テメエの骸むくろを地獄まで持って帰る！」

　リリは片目から血を流しながら、拳を固めてフウに向かってくる。その顎に鉄拳をねじ込み、側頭部を肘で打ち、リリを叩たたきのめした。足を負傷していても、ステゴロの喧けん嘩かでは幼いころから野犬と殺し合っていたフウの方が数段上だ。
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　フウはリリの拳銃を拾い上げ、その銃口を向ける。完全に勝負は決した。最も早はやリリには、フウを道連れにする力さえも残っていない。

「さあ、作戦を中止しなさい」

　仮にここでリリを殺しても作戦は続行される可能性がある。先まずは作戦を中止させなくてはならない。

「残念ね。こんな命に価値なんてないわ。私も死んで、アナタも死んで、それでもゴトクテンは生き続ける」

　さっきと口調が違う。これが、仮面を捨て去ったリリの本心なのだろうか。つまり今の彼女には自分を演じる余裕すら残っていない？

　もう一つ違和感があった。リリ側から交渉を仕掛けてくる気配がない。仮に九キユウ獏バク肋ロクが生きていて、カザクラ達が倒されてしまっていたら、それを使って駆け引きをしてくる筈はずだ。フウの通信機が壊れてしまったせいで上の状況は分からないが、その事をリリは知らない。

「そんなに私を殺したい？」

「当たり前でしょ。囚人の秩序が乱れ、脱走者を出し、そして大量の機械兵士を失い、九キユウ獏バク肋ロクは敗北した。全部貴方あなたに関わったせいよ。ゴトクテンを統治する者として、この落とし前をつけなくてはならなかった」

　ゴトクテンの秩序を守ろうとした結果、凄すさまじい損害を出した。だからこそリリは命を賭してその責任を取ろうとしているのかもしれない。

「だったら尚なお更さら、生きなくてはならない。生きて、この事後処理をする責任が貴方にはある。ここで死ぬのは、責任を放棄する事にしかならない」

　経営者としての在り方を突かれた彼女は歯ぎしりをしていた。社長を経験したからこそ、フウは彼女の心を揺らす事が出来た。

「無能な経営者として私に殺されるか、生きて責務を全うするか、選びなさい」

　血と痣あざに塗まみれたリリの顔から敵意が消え、フッと肩から力が抜けた。

「こちらリリ・陽よう天てん。コード、フト１７５６８。作戦終了を通達する」

『作戦……終了』

「もし人員が残っていたらヘリポートから逃げなさい」

　リリは、恨めし気にフウを見上げた。

「おめでとう。あなたの勝ちよ」




　カザクラに迫りつつあった機械兵士たちが停止した。

『作戦終了。これより交戦シークエンスを解除』

「どうやら、向こうも仕事果たしたようやな」

　蘭らんはサミヤとシグレを両脇に抱えた。

「マスターを、迎えにいかなくては」

「どこにおるんや？」

「さっきから通信繫つながんない」

「基地局が爆発でやられたか、通信機が壊れたかのどっちかやな」

　地面が傾かしぎ、鉄骨の悲鳴が聞こえてくる。イムが傍そばに降り立った。面の一つは破損し、忍び装束も所々擦り切れて出血が見られる。

「少なくともこの階にフウ殿とリリの姿はこざらん」

　カザクラの瞳が涙を纏まとって激しく揺れた。

「行かなきゃ！」

「居場所わからんねやったら止めとけ。このアホみたいに広い施設の中、闇雲に探してもリスクが一つ増えるだけや。お前まで消えたらサミヤは這ほうてでもお前を探しに行くぞ」

「でも、」

「作戦が成功したってことはリリが生きとるってことや。変な話やけどアレに頼るしかない」

　このままじっとしているなんて気が狂いそうだ。川に溺れた人間のため衝動的に川へ飛び込む人の気持ちが、今ならよく分かる。

「それとカザ子。今からめっちゃ厳しいこと言うで」

「厳しいこと？」

「このままこの施設が倒壊したら、ウチとお前は助かる可能性があるが、サミヤとシグレは絶対に死ぬ」

　蘭らんはタバコを咥くわえて火をつける。そして、真まっ直すぐにカザクラを見つめた。

「その時、お前は決断せなあかん。フウを見捨ててここを出る決断をな」

　このままであれば、どこかの段階でフウを見捨ててここを脱出しなければならない。その決断を下すのは、彼女の事を一番よく分かっているカザクラがすべきだった。

　だけど、

　カザクラはフウのいない未来を想像した。自分の冗談につっこみ、たまに笑い、そしてこちらが悲しんでいると手を差し伸べてくれる。そんな当たり前が、次の日から無くなってしまうのだ。

「駄目だ、私、そんな、」

　人工知能を起動したまま、カザクラはほろほろと泣いた。

「そんな現実に、私は耐えられません」

　蘭らんは沈痛な面持ちでカザクラを抱き寄せる。

　そんな二人に、近づく人影があった。片手にチェーンソーを持った長髪のサイボーグ。意識を取り戻した九キユウ獏バク肋ロクが、音もなく歩み寄る。




「ピィ……」

　アサは体をふくらませ、弱弱しく鳴いている。フウはアサを優しく抱きかかえ、ポーチを前に回してその中に入れた。ポーチから顔を出し、居心地悪そうに体をもぞもぞさせている。

「痛った……」

　リリは座ったまま上着の袖を千切って額に巻き、潰された目を保護する。

　下の階への扉が開いたかと思うと、大量の海水が押し寄せて来た。

「くそっ」

　フウは壁にもたれ掛ってなんとか踏ん張った。リリは頭から海水を被かぶって転倒し、潰れた眼球に海水が当たって絶叫を上げる。

「痛ああああぁっ！　アドレナリン仕事しろおおおおおぉ」

「ちょっと、静かに。何か、聞こえない？」

　ひた。ひた。湿った何かが歩いてくる音。下の階段へと続く扉。そこに無数の触手が蠢うごめいている。奥の暗がりに、一つの目がギンと光った。

　──アガラだ。

「ア……ァ……ェ……ズァ……」

　まるで赤ん坊のようなうめき声だった。その発声は明らかに自然の理ことわりから外れているとしか思えない。触手を手のように互いに動かし半ば泳ぎながら二人に接近する。片足を負傷した少女が到底逃げ切れる速度ではない。

「……タ……ェ……ァィ……ォ……ナ……カ……ゥィァ」

　するり触手がフウの足に巻き付くと、とてつもない力で自身の方へ引き寄せる。同時にずぶぬれになったリリも触手で拘束し、二人の頭を口に近づけていった。

「私は、触手なんて趣味じゃないわよ！」

　──くそ、銃を落とした。なにか、なにか武器になるものは。

　ぬぁ、と目の前でアガラが口を開いた。そこに生えそろったのは、人間のような四角い歯の列だ。頭がその歯に触れる瞬間、フウはポーチからナイフを抜いて目に突き刺した。

「アアアアアアアアアアアアアァ、痛ァイ！　ィァアアイ！」

　精肉場の親爺おやじがくれた、咲さく蒔ま風ふう、と書かれたナイフ。それを胸の高さに構えて距離を取る。

「いいモンもってるじゃない」

　リリは傷口を押さえながらフウの横で姿勢を整えた。

「精肉屋のおっちゃんに貰もらったの」

「生きて帰れたら特別待遇ね」

　なおもアガラはこちらの方へ這はってきた。フウはナイフを構えて、腰を落とす。

　その瞬間、一匹の巨大なサメが扉から頭をねじ込み、アガラの頭部に飛びついた。

「アァ？　アァ？」

　ガラスに叩たたき付つけたフウの血を嗅いで此処ここまで来たのだろう。二匹は人間などそっちのけでもつれ合うように殺し合う。

「まだまだ私に悪運はあるようね。ぼさっとしないで。逃げるわよ！」

　フウとリリは力を合わせ、体当たりで鍵のかかった扉を強引に開けて外に出た。

「鍵穴が錆さびついてて助かった」

「まだまだ地獄はここからよ」

　通路の先には燃え盛る炎の絨じゆう毯たん。

「貯蔵していた天然ガスに引火したのかもしれない」

「水蒸気爆発とか起きないかな」

「……他の道を行くしかないわ」

　スタッフ専用の扉に駆け込む。複雑に張り巡らされたパイプや通路、そしてその隙間を縫うように昇っていく鉄階段。

　また大きな地鳴りがする。今度はあからさまに施設全体が傾いた。

「リリ、通信機は？」

「さっきの海水で予備も逝いった。そういう貴方は？」

「爆破の衝撃で壊れた」

　フウが歩こうとすると左足から力が抜けて膝をついた。今もなお足は出血を続けている。衣服を破いて止血措置はしてあったが、それにも限界がある。もうまともには歩けない。そんな彼女に肩を貸したのは、あろうことかリリだった。

「どんな業種でも通信は命よ。今度から予備は持っときなさい」

「なんのつもり？」

「一人で帰ったらあなたのお仲間に何されるかわかんないでしょ」

　それもそうか、と納得してフウはリリの手を取った。

　二人は肩を組み、ゆっくりと、だができるだけ早く階段を上っていく。アドレナリンの鎮痛作用が薄れて足に激痛が去来する。眉間に深い皺しわを作りながらも足を動かした。

　下からは海水が浸水してきている。二人が階段を上るのとほぼ同じくらいの速さだろうか。消火冷却装置が作動したのか空気は冷え切っている。

「ずっと気になってたんだけど、リリって母国でも人を殺してたの？」

「言わねえ」

　また口調が変わった。

「昔は真面目な経営者で、人殺しはしたことなかった、とか」

「それ以上言うな、馬鹿野郎」

　小さく舌打ちをした。

「従業員が死んだのも事故なの？」

「さあな。死体が見たくて事故を偽装したのかもしれないぜ」

　否定は、しないのか。

「ま、政治屋どもが票稼ぎにアタシを批判したのは事実だ。メディアは面白おかしく私の癖へきをあげつらった。でまあ商売が出来なくなったから、生まれ在所に中指立ててアマテラスで一旗上げたってわけよ」

「それでアマテラスでも似たような理由で追い出されて、紺こん碧ぺきの血脈に来たの？」

「そ。不どう殺ていを失ったのもその頃さ。今まで我慢してきた分、殺しに殺してやった」

「もし周囲の人間が理解してくれたら、悪人にならなくても良かったのに」

「違うな。アタシの人生にＩイＦフはない。責任を持って決断を重ねた結果今の私がある。糞くそ野郎になったのも自分の意思だ。だから、誰かに同情される覚えはねえ」

「でもやっぱり、すごく理不尽に聞こえる」

「理不尽なんてのは、揺り籠から土になるまで人間についてくるストーカーみたいなもんだよ。大切な時間を絶望にくれてやるほどアタシはボンクラじゃない」

　理屈は分かるが、その理屈通り動ける人が果たして何人いるだろうか。

　沈黙を、施設が倒壊していく音がしばらくの間埋めた。




「お前だって、似たようなもんじゃねえか」




「え？」

　リリは、ニッとあくどく笑って前を向いていた。

　どこかで爆発音がしてまた海水の迫る速度が上がる。

　フウは下を見た。水の勢いは激しくなる。施設全体が傾き、両壁の圧力に耐えかねて通路の幾つかが破断した。

「ねえ、リリ？」

「あ？　業務提携の話なら後にしろよ」

「私を置いて先に行って」

「おいおい、いきなりどうした。せっかく人道主義に目覚めたんだぜ？」

「人道主義に目覚めたのなら私のお願いを聞いて。あなたが生きて帰ったら、カザクラに、あの子の過去に関する資料を渡して」

「つってもなぁ」

「私が死んだらあなたの目的は、ほぼほぼ達成するでしょ？　だったら、今更資料の一つや二つ、どうでもいいじゃない」

「いや、まあ、そうなんだが」

　フウは上着を脱いでリリに手渡した。

「これで、私の死を証明できる筈はずよ」

「言う事聞かねえなお前。このまま戻ったらお前の仲間にぶち殺されるって言っただろ」

「ハラミ、ハラミ、カルビ、ギアラ。この言葉を使えば信用してもらえる」

「──ったく、人のいい野郎だ」

　肩に回っていた手が放れた。

「じゃ、お言葉に甘えさせてもらってさっさとズラかろうかね」

　薄暗がりの中で、女は笑っていた。攻撃的で獰どう猛もうな笑み。

「じゃあな」

　背を向けて去ろうとしたリリは足を止めた。

「……死神は往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつが大嫌いだ。最後の最後まで連中の顔に唾を吐き続けろ」

　そして彼女は階段を駆け上がった。靴底が踏板を叩たたく音が頭上に遠くなっていく。

「さ、もうちょっと足あ搔がいてみるか」

　手すりを摑つかんで歩こうとしたら今度は一ひと際きわ大きな地鳴りがした。先ほどよりも大きく施設が傾き、通路の幾つかが断たれた。遥はるか頭上から鉄の破片が幾つも落ちてくる。そこかしこで爆発音がする。非常用照明もいくつかやられて、殆ほとんど暗闇に近い赤になった。

「前が殆ほとんど見えない」

　施設全体が倒壊に向かっている。両側から壁が迫ってきたかと思うと、進行方向にあった階段が断たれた。どうやら施設がさらに傾き、この空間は圧縮されたらしい。とうとう上に行くための足場が無くなってしまった。

「ああああぁ、痛い！　痛い！」

　海水だ。海水が傷口に流れ込んでいる。全身から汗が噴き出すほどの激痛。フウは涙目になり下唇を嚙かみしめて痛みに耐えた。

　海水は少しずつフウの体を吞み込みつつある。痛みの次は冷気が襲ってきた。瞬またたく間まに体温を奪い、食いしばった歯がガチガチと音を立てて震えだす。

　もう階段を上がる力も気力も残っていない。万全の体調であったとしても、階段が無いのでは逃げ出しようもない。

　ここまでか。

　その時誰かがフウの肩を摑つかんだ。アサだ。爪を衣服に食い込ませ、翼が千切れんばかりに羽ばたき続けた。

「アサ……、逃げなよ、逃げなよ！　このままだと君も死んじゃうよ！」

　まるで聞く耳を持たず、幾数もの羽を散らせ、聞いた事もない鳴き声を上げ主人を海水から引き揚げようと命を削った。己の無力などお構いなしに、相棒は彼女を死から遠ざけようとする。なりふり構わず羽ばたいたせいで、水面に白い羽が幾つも浮かんでいた。

　やがて、羽ばたく力を無くしてふらりと落ちた。フウはそれを優しく抱きしめる。美しかった羽はひどく乱れ、片足の骨は小枝のようにぽっきりと折れていた。

「……ィ」

　と申し訳なさそうに鳴いた。

「ごめん……」

　フウは俯うつむいてほろりと泣いた。

「ごめんね……こんなことに付き合わせちゃって。本当に、ごめん……君はまだ生き残ることができたのに」

　海水が膝を吞のみ、体温を奪っていく。体の震えが止まらない。いつしか痛みが薄れ、体から感覚が遠ざかっていく。海水が腰の辺りに達し、フウはポーチからラジオを抜き取った。最も早はや意味を成さなくなった視聴率調査用の送信機を付けた銀色のラジオ。

「君にも随分と助けられたね」

　あの日に思いを馳はせるようにラジオの電源を入れた。もうスピーカーから人の声は聞こえない。大好きだった先生の授業も、アマテラスで知り合った人の番組も、まだ会ったこともない人の番組も、もう聞こえない。スピーカーは無情にも砂嵐を吐き出すだけだ。




　一つの命が消えかかる頃、水平線に太陽が昇りつつあった。嵐は去り海は水平を保っている。

　世界は今日も世界だった。

　人一人死のうが、今日も太陽を天上に掲げ、どこかで雨を降らせ、どこかの地上を乾かし、その他大勢の命をまわしていく。

　広大な世界からすれば、こんな採掘施設など小さなものだ。

　海は朝日と戯たわむれ、金きん箔ぱくのように煌きらめいている。

　その表面を、シルクのような肌触りの優しいそよ風が吹いていた。

　そよ風は施設の隙間に入り込み、そして小さな音の波紋を落とす。







『ねえ、お兄ちゃん……聞こえる？』







　フウの総身に鳥肌が立った。

　ラジオのスピーカーから聞こえる筈はずのない声が聞こえたのだ。

『……電波返ってきた！　返ってきたぁ！　ちょーしゅりつ百パーセント！』

　フウは天を仰いだ。

『こっちかな。もうちょいかかる。絶対にラジオの周波数を変えないで！』

　フウはラジオを咥くわえ、アサを頭に乗せ、背伸びをする。海水は首にまで達している。摑つかむものは何もない。水面に顎が濡ぬれ、塩辛い味が口の中に広がった。

　頭上で鋼材が切断される音が聞こえた。赤黒い闇から一人の少女が降りてくる。冷え切った手を伸ばすと、温かい手がそれを摑つかんだ。

「んしょ」

　ずぶぬれのフウを引き上げる。

「よし、アサも生きてる！　ラジオも無事だ！」

　カザクラは漁獲用のワイヤーにぶら下がっていた。背中には九キユウ獏バク肋ロクが使っていた巨大なチェーンソーが装備されている。ワイヤーで上がった先には切り裂かれた壁があって、その先にはリノリウムの通路が伸びていた。

　二人は一ひと先まず通路に着地する。カザクラは力強く笑った。

「もう、大丈夫だよ」

　フウは何も言わずその体を抱きしめ、肩に顔を押し付けて泣いた。

「ドラマじゃ死ぬ流れだよ……」

「カザクラは空気の読めない女なので」

「ラジオを通信機代わりに使うなんて考えたじゃない」

　本来ラジオには受信機能はあるが、送信機能は無い。だが、今のラジオには聴取率調査用の電波送信機が付いている。カザクラはこれを利用し、フウの居場所を突き止めたのだ。

「カザクラはパーソナリティーだからね！」

　再び地面が大きく揺れて、さっきまでフウが溺れていた場所に無数の鉄骨が降り注いだ。

「皆待ってる。早く行こう！」

　フウはアサとラジオを抱きかかえ、そのフウをカザクラが抱きかかえた。鋼鉄の少女は通路を風のように駆ける。途中、冷却装置近くの通路には、結晶化した水蒸気が白い粉のように舞っていた。それはラジオ番組でよく聞いた「雪」のようだ。

　カザクラは吹雪の中を走りながら、カザクラはフウに話しかけた。

「ねえ、お兄ちゃん」

「何？」

　ふふん、とカザクラは笑う。

「フウの前にどんな現実が立ちはだかっても、やっつけてやる。どんなに辛つらい事があっても、私達はずぅっと一緒だよ」

　フウもカザクラの胸に顔を押し当て、泣きながら笑う。

「そう言うと思ってた」




　載積場の中央にエンジンのかかったエルクが停とめてあった。その傍かたわらにいた蘭らんの足元には大量の吸い殻が捨ててある。着ている服は白いシャツに変わっていた。彼女は二人を見るなり一目散に駆け寄ってくる。

「無事やったか！　ようやった！」

　二人を抱擁し、両手で頭をわしゃわしゃ撫なでた。

「カザ子が戻らんかったら先に出てくれ、言うて探しに行ったときは焦あせったで」

「皆は？」

「サミヤ、シグレは中、サイボーグは雷電丸で先に脱出した」

「シグレ？　シグレさん生きてるの!?」

「何か知らんが生きてる」

　良かった！　パッとフウの顔が明るくなった。

「イムさんも？」

「運転席や」

　運転も出来るのか、あの人。

「はよ乗り込め。もう長くないぞ」

　また一段と激しく施設が傾いた。西側からは火の手が迫り、天井からはコンクリートや鉄の礫つぶてが落ちてくる。エルクの兵員室に入った後、ある事を思い出した。

「リリは？」

「知らん。そういえばチェーンソー貸してくれた九キユウ獏バク肋ロクもおらんな」

　やはり、敵の車に乗せてもらうのは嫌だったのだろう。

　エルクは満身創そう痍いのフウ達を乗せて、不ふ破わ如きさ月らぎを脱出した。

　道路を走るエルクから振り返った「不ふ破わ如きさ月らぎ」は、まるで青空を憎むかのように暗褐色の煙を天に向かって吐き続けていた。何度か爆発が起き、自重を支えきれなくなって海面に没していく。

　それを、フウは走るエルクのハッチから上半身を出して眺めていた。

「あの人死んじゃったかな」

　カザクラはその横で胡坐あぐらをかいていた。

「まさか」

　少し力の抜けたように笑う。遠ざかる不ふ破わ如きさ月らぎは煌こう々こうと燃え盛る炎に包まれて、母なる大洋の底に消えた。










[image: 最終章　「風」のない世界]




　採掘プラント不ふ破わ如きさ月らぎを巡る一連の事件は、アマクニを初めとする諸外国でも大きく報道された。しばらくして、ゴトクテンが「サクマ・フウ」が死んだと大々的に宣伝、この声明は驚きを持って世界に迎えられる。その後、血ち糊のりのついたフウの衣服がゴトクテン陣営から公開されたのと、肝心のフウが名乗りを上げなかったために、人々はそれを事実と受けとった。

　かくして、流星のように燃え上がった反独裁運動は沈静化へと向かう。

　アマテラスでは「彼女の姿を見た」という者もあったが、それらの情報は潮しお騒さいに搔かき消けされて他の国に届く事はなかった。




　事件から一ヵ月後、フウはアマテラスの病院で治療を受け、その後歩けるようになってから不知火しらぬい亭でメタルタイフーンの業務を続けていた。

　当然、戦闘に駆り出されたサイボーグの殆ほとんどは負傷したため、彼らの治療費と業務の停止によって会社が傾きかけてしまう。けれども先の戦いにおいて支援要員だったサイボーグ達が奮闘してくれたおかげで、なんとか今は持ち直していた。

　フウは死んだ事になっているため表立っては動けず、代わりに回復が速かった蘭らんを仮初の社長にして指示を出している。蘭らんとの同盟関係は解消された筈はずだが、「今離れるわけにいかんやろ」と漢気一つで事後処理を手伝ってくれた。

　サミヤ、カザクラも比較的軽傷で復帰も早く、四人の中では最もフウの回復が遅かった。

　ちなみにフウの側で最も重症だったのは体を真っ二つにされたシグレだ。一命はとりとめたものの、今もまだサイボーグ用の医療施設に入院中である。見舞いに来たフェイに対して「楽しかった！」とはしゃいでいたため、「馬鹿か君は！　私がどれだけ心配したと思っているんだ！」と、涙ながらに本気で𠮟られて珍しく落ち込んでいた。

　そして一番の懸け念ねんだった「資料請求コード」。これも無事、手に入れることができた。

　これが記された書類がアタッシェケースに入れられて不知火しらぬい亭に届く。アタッシェケースのタグには「親愛なる目潰し女様」と書かれていたので、差出人はリリで間違いないだろう。ちなみにフウとしてはこれが偽にせ物ものであれば、実は自分は生きていましたと大々的に発表するつもりである。サミヤが調べたところ、コードは本物と分かったので、長かったリリとの戦いはようやく終幕を迎えた。

　だけど、フウにはもう一つだけやる事があった。




　西側は海に、東側は砂漠に面した民主国家アマクニ。東側の、とあるラジオ放送局は、今日も砂漠から訪れる朝を浴びていた。

　ここから放送されるラジオ教育番組は、サクマ・フウのチオウ脱出事件を皮切りに知名度を上げる。所属するアナウンサーや教師達も、彼女達に並々ならぬ親しみを持って接した。

　だから、ゴトクテンからフウが死んだと発表された時、彼らは大いに落胆する。いや、落胆という言葉では足りないくらい、気を落とした。

　ある朝、局から教師達に連絡が入った。彼等は皆、朝食を取るのも忘れてスタジオに駆けつける。

　フクモト教授は、それまで誰も見たことが無いほどの狼狽うろたえぶりでスタジオに現れた。

「本当なのか？」

　そう言ったフクモトの頰はこけていた。フウが死んだと聞かされてから、食事がまともに喉を通らなかったらしい。

「はい。間違いありません。フウちゃんは、生きてます」

「そうか、そうだったか」

　呟つぶやいて力なく笑う。水を一杯飲もうと休憩室に向かうと、アナウンサーや教師たちが密集していた。安あん堵どに一服する者、乾いた喉をジュースで潤す者、フウやカザクラに強い思い入れのあったマユミは生存の報しらせに化粧が落ちる程号泣し、女性アナウンサーに背中を摩さすってもらっていた。皆、考えることは同じらしい。

　改めて教師とアナウンサー達はスタジオに集まった。放送局に送られてきたのは、カセットテープである。古いにしえ甚だしい記録媒体だが、一応まだ現役で放送局にも再生装置が存在する。埃ほこりを被かぶった挿入口にテープを差し込むと、軽快なジングルがスピーカーから流れた。




『出張、トルネードマシンガン！　お相手はカザクラと』

『あ、えっと、フウです』

『この放送は、せんせーの為ためだけに収録されたものだよ。いわゆる出張返し！』

『何その社会人しか使えなさそうな技』

『ささ、兄上兄上、まずは無事を報告しないと』

『兄上言うな！』

　と慣れた感じでツッコみを挟んで咳せきばらいをする。

『…………えっと、心配かけてごめんなさい。今回もちゃんと生きてます。ちょっとヤバかったけど、たくさんの人のおかげで死なずに済みました』

『ヤバかったってどれくらい？　九八？』

『なんか知らんけどヤバそう』

『最大は一〇二』

『中ちゆう途と半はん端ぱだな』

『で、お兄ちゃん、他に伝えたい事があるんだよね』

『あ、はい。えっと、』

　スピーカーの向こう側で、深呼吸する音が聞こえた。

『今回の旅で、私は自分の無力さを思い知りました。自分が知っていたのは世界のほんの一部で、外の世界にある沢山の情報を吟味するほど力はありません。今も』

『だから、皆の力を借りて苦難を乗り越えたんだよね』

『うん。外の世界でフクモトさんの放送を聴いた時、本当に嬉うれしかったし、励みになりました。そして、皆さんが、一体どれだけの勉強を重ねて来たか、少しだけ分かったような気がします』

『今、しりょーや論文を読むために猛勉強中なんだよね。少しでも先生に近づくために』

『カザクラの言う通り、仲間の力を借りて外の世界の事を少しずつ学んでいます。でも、学ぶうちに、あの砂漠で聴いていた先生の授業が、自分の体の中に活いきていることを感じます』

『それで、お兄ちゃんはこれからどうしますか』

『私たちは、今まで通りカザクラの家族を見つける為ために旅を続けます。痛い事も、苦しい事もあるけど、それと同じくらい楽しい事もあります。先生が蒔まいてくれた種が花を咲かせるよう、これからも頑張ります。皆さんの生徒であることを、誇りに思ってます』

　音声が途切れると、スタジオにいた人々はホッと息をつく。フウの声を聴いたことで、彼女が生きているという実感が湧いてきた。

　遠く離れたどこかの地で、彼女は成長している。だから、彼女が大人になるための良き伴侶であり続ける為ため、今日も明日も声を届けるのである。

　また君の前に容赦のない現実が立ちはだかるだろう。

　だけど、それを乗り越えて生きていくことを、教師たちは切に願った。

　少女よ負けるな。そして、自分を信じて突き進め。

　壊れた、世界の向こう側を。











あとがき






　……お久しぶりです。この度は「こわれたせかいのむこうがわ」の二巻を手に取っていただき、ありがとうございます。……なんとか二巻出せました。

　二巻を出すにあたり、色んな人の支えがありました。ここで謝辞を述べたいと思います。

　担当さんには、お忙しい中、幾つも貴重なご指摘をしていただきました。ありがとうございます。

　タイトなスケジュールの中、出版に携わってくださった皆様、本当にありがとうございました。

　一巻に引き続き、今回も素敵なカバー絵と可か愛わいいキャラクター（バスター含む）を描いてくださったカーミンさんにも多大な感謝を。相も変わらずカーミンさんのイラストが届くたびに一人でキャッキャしてました。蘭らんリリのデザインが自分的にピンズドで、ラフ絵の時から一時間に一回くらいの頻度で見ています。カバー絵も、光の加減や、橋のトラス、そしてそれを背景に笑う二人が最高です。お忙しい中、素敵なイラストを描いてくださってありがとうございました！

　ポンコツヘボメンタル過ぎて、事あるごとに凹へこんでいた自分を元気づけてくださった同期の皆様にも感謝です。ありがとうございます。感謝のしるしとして僕の直筆サインを二百枚程着払いで送りつけたいと思います。

　そして、一巻を手に取り、貴重なご意見、ご感想をくださった読者の皆様に、ありったけの感謝を。本当に、本当にありがとうございました。




　一巻と内容が被かぶってしまいますが、小説を書き始めた頃に知り合ったＫ君ことカズマにも、もう一度ありがとう、を。名前を使う事を許可してくださったカズマの御両親にも感謝です。




　追伸　自分の好きな江え越ごし選手が十一月三日に一軍に合流しました。来年こそは覚醒すると信じています。





それでは、また会う日まで
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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